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は じ め に

情 報産業 の振 興お よび情報化 の健全 な推進 に関 して調査審議す る政府 の情報

処理振興 審議会 では,昭 和61年 に第4期 電子計算機利用高度 化計 画 を策定 し

た。

この中で、審議会 の下に新たに産 業の情報化部会が設置 され,ハ ー ドウェア

高度化計画 などに利用者 の利便性,経 済性等ユーザー重視 の観点 が加え られた。

これ は,今 後 の 高 度情 報 化社 会 の 構 築 に は ユ ーザーの要 望 を効果的 に情

報産業 の製品開発や技術 開発,さ らには政府施策 に結 びつけてゆ くこ とが必要

にな って きて いるこ とを うかがわせて いる。

また一方 で,膨 大 な情 報化投資 を行 い情報 ・通 信 システムの高度 化 を進めて

いるユーザ ー企業 にお いて も,情 報化 に関す る各種 の問題は単に情報 システ ム

部門だけ にとどま らず,経 営 レベル の問題にま で至 る ようになってお り,ユ ー

ザーの要望,問 題の解 決はす でに総 論 として では な く,具 体的 各論 として対応

され ることが強 く望 まれ てい る。

本報告書 は,こ の ような状況 の中で今後の健全な情報環境の整備 をユーザ ー

と情報産業 との連携 ・協調 に よ り図るべ く,わ が国 の先進ユーザー企業 の情報

処理 部門担 当者の参加 を得て活動 を開始 した情報 ・通信 ユーザ ー懇談会 での討

議 を中心に,ユ ーザー ・サイ ドか らの各種問題提起,情 報産業 等に対す る要 望

などを整理 した ものである。

昭和62年3月

財団 法人 日本情報処理 開発協会

産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー
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1情 報 処理 の進 展 とユ ーザ ー環 境

昭和40年 代 に本 格 化 した 情 報 化 は,近 年 大 き く変化 しつ つ あ る。

半 導体 技 術 の進 歩 は,コ ン ピ ュー タの 小 型 化,高 性能 化,低 価 格 化 を促 進 さ

せ,従 来 の 汎 用 コ ン ピ ュー タに加 え,OA機 器 に代 表 され る ワー ドプ ロセ ッサ,

㌧ く一 ソ ナ ル コ ン ピ ュ一 夕な ど多 様 な機 器 を幅 広 くエ ン ド ・ユ ー ザー に ま で普 及

させ る こ とに な った 。

これ に よ って分 散 処理 化が 急 速 に進 み,多 様 な ア プ リケ ー シ ョン ・ニ ー ズ が

生 まれ る と と もに,シ さ らに 情報 の 有効 利 用,シ ス テ ムの高 度化 の面 か ら各種 の

情報 処 理 関 連機 器 ・シ ステ ム の統 合 化要 請 が 高 ま りつ つあ る。 爵

ま た,情 報 ・通 信 技 術 の著 しい進 展 は音 声 か ら画 像 情報 に至 る様 々 な情 報 処

理 を可 能 と し,シ ス テ ムの高 度 化 を一 膚 指向 させ る と ともに,昭 和60年4月,

の通 信 回 線 の 利用 自由化 を契 機 に,企 業 間 ネ ッ トワー ク など オ ン ライ ン ・シス

テ ムの 構 築が 本格 化 しつ つ あ る。

こ の よ うな情 報 化 の 進展 を背景 に,提 供 され る製 品 ・技 術 は増 々高 度化 ・多

様 化 し,製 品 の ライ フ ・サ イ ク ル も極 めて 短 くな って い る。

パ ソ コ ン を 例 に と れ ば,メ ー カ ー数10社 以 上,機 種200以 上 に達 して

お り,そ の製 品寿 命 は 約1年 程 と言 われ てい る。

また・激 し端 場艶 下にあって他社製品との差別化がよ騰 明臓 り・φ

ン ター オ ペ ラ ビ リテ ィー とは逆 の 脱標 準化 の よ うな動 き もみせ て い る。

コ ン ピ ュー タ ・ユー ザ ーに お い て は,"情 報 を制 す る者 は 市 場 を制 す る"と

言 われ るように,企 業 活 動 の様 々な面 に お い て情 報 化 は 不可 欠 か つ 重 要 な もの ど

な って お り,今 後 も一 層 の取 り組 みが 予想 され てい る 。

しか し,情 報 化 に対 す る投 資 は 有 限 で あ り,情 報 化 が拡 大 し,シ ス テ ムが 巨

大 化 す る のに 伴 い,い か に経 済 的 に ニ ーズ に 合 った 効 率 の よい シス テ ムの構 築

・運 用 を実 現 させ 得 るか が 従前 に増 して重 要 な課 題 に な りつ つ あ る。
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表 製造業 におけ る情報 シス テム化 の推移

年 代 昭和30年 代 ～ 昭 和40年 代 ～ 昭 和50年 代 ～ 昭和55年 ～今後の動向

経済環境
・企業環境

〔高度成長下で
の業績拡大

・大量のデータ

処理

・企業規模拡大

に対応
・大量生産方式

の確立

・オイル ショック

後 の 経 済環 境

へ の 対 応

・生産 性 の 向上

・体質 強 化 ,減

量 経 営 へ の方

針転 換

・安 定 成 長経 済 下 での 企業 経

営

・顧 客 ニ ーズ の多 様 化 ・商品

の ライ フサ イクル の短 縮化

・事 務 部 門 の 合理 化 ・OA化

・製 造 部 門 の 合理 化 ・FA化

対象業務

←

(実績集計業務)
・給与計算

・売掛 ・買掛金

計算
・統計計算

・技術計算

等の個別業務処

理

(管 理 業務)
・経 理 シス テ ム

・生産 管 理 シス

テ ム

・販 売管 理 シス

テ ム

・等 の 個 別 の計 算

処 理 か ら管 理 業

務 処 理 へ

(計 画 業 務)・
・総 合 生 産 管理

シス テ ム

・TSSに よ る

総 合 的 な技術

計算 シス テ ム

等 の トー タル ・

シス テ ム指 向 の

計 画 ・業 務 処理

(戦 略 的経 営管 理 業 務)

〔総 合経 営管 理 シス テ ム

・関連 企 業 グル ー プ シス テ ム

の統 合(生 産 ・販 売 ・物 流

シス テ ム)

・企 業情 報 ネ ッ トワー ク シス

テ ム(オ ン ライ ン)

等 の 総 合情 報 シス テ ムの確 立

(OA化)

ご身 辺業 務 のOA化
・統 合 的 なOA化

(FA化)
・CAD!CAMシ ス テ ムの

導 入 及 び 自動化 製 造 シス テ

ム(FMS)

利用形態 ・一 括 処理 ・多重 処 理 ・集 中 処理

・TSS処 理

・データベースz

オ ン ライ ン処

理

・分 散処 理

・コン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク

・新 デ ー タ通 信欄 ・VAN利

用 に よ る広 域 ネ ッ トワー ク

・OA機 器 の単 体 利 用

・LAN
,電 子 フ ァイル等 複

合 化OA機 器 の 利 用

技術的環境 第2世 代 コ ン ピ

ュー タ

(ト ランジス タ)

第3世 代 コ ン ピ

ュー タ

(fc)

第3・5世 代 コ

ン ピ ュ ー タ

(LSI)

第4世 代 コ ン ピ ュー タ

(超LSI)

・デ ィジ タル化 等 新 通 信 技術

1.1ユ ーザ ー を と りま く情 報 処 理 環 境

この よ うな情 報 化 の 進展 に あ って,ユ ーザ ー の環 境 を中 心 に どの よ うな,

変 化,要 請 が発 生 しつ つ あ るの か を こ こで は概 観 してみ る こ と にす る。

(1)経 営 環 境 の変 化

か つ て 日本 経 済 の急 成 長 の幕 明 け に コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムは 大 き な
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役 割 を果 た して きた。 現 在 急 激 な 産業 の構 造変 化 の あ らしに見 舞 われ て

い る コーーザ ー 企 業 に と って,情 報 処 理 環 境 もま たか つ て ない 新 しい 時代

を迎 え つ つ あ る よ うに 思 われ る。20年 前 の経 済 の興 隆期 が 日本 の情 報

化 の幕 明 け で あ った の に対 し,こ れ か らの 日本 の情 報 化 の あ り方 も大 き

な変 化 の 時 期 に きてい る と思わ れ る。

急速 に 顕 在 化 して い る 日本 経 済 の構造 的変 化 へ の対 応 に対 じ,経 営 の

全 力 を挙 げ て 取 り組 ま なけ れ ば な らな くな って きて い る とい うユー ザ ー

企 業 自体 の 深刻 な問 題 で あ る。 この た め に情 報 処 理環 境 の徹 底 的 な 見 直

し,あ るい は コス トを含 め て合理 化 の た め の新 しい方 策 の確 立 とい う も

の が経 営 の 極 め て緊 急 な要 請 とな っ てい る。

② 情 報処 理部 門 の変 化

昭和40年 前 後 か ら コン ピ ュー タ ・シス テ ム の利 用 開 発 維 持 運用 の た

め に,ユ ーザ ー 企 業 で は専 門 の部 門 を設 置 して きた が,こ れが い わ ゆ る

シス テ ム部 門 とか,あ るい は情 報 シス テム 部 と呼 ばれ て い る部 門 で あ る。

そ の 部 門 の 所要 人 員 もそ の 後急 速 に増大 して い った。

た だ,こ れ らの部 門 は,実 務 を担 当 す る エ ン ド ・コーー ザー と,当 時 は

あ ま り使 い易 い とは言 え なか った コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム の 間 を ど うつ

な い で い くか とい うこ とに 対 して専 門 的 な ス キル と経 験 を蓄 積 して きた 。

こ うい う状 況 で,こ の部 門 は コ ン ピュー タの導 入,利 用 に 関す る 一切

の計 画 と実行 を担 当 す る と ともに,利 用プ ログラムの 設計,製 作,さ らに

は利 用 す るエ ン ド ・ユ ーザ ー側 の 業 務 を改 善 す るため の業 務 シス テ ムの

設計 に至 るま で非 常 に 幅 広 く,か つ困 難 な仕 事 に 従事 して きた 。 す なわ

ち コ ン ピ ュー タ とい う商 品 の製 造,供 給 を業 とす る メー カ ー と,コ ン ピ

ュー タ を道 具 と して使 いつ つ,み ず か らの 専 門 とす る 実務 に専 念 して い

る エ ン ド ・ユ ー ザ ー と の間 に あ っ て,コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム と業 務 シ

ス テ ムの 両面 に 高 度 な ス キル を持 ち,か つ 両者 の 統合 と して の適 正 な機

能,性 能 を持 った コ ン ピュー タ利 用 シス テ ムを みず か らつ く り上 げ る と

い う非 常 に 高 い 専 門 性 と経 験 をつ く り上 げ て きた と言 え る。
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,・この ように 情報 ・通 信 シス テ ムの開 発,維 持,運 用 の主 体 を 担 って い

た 部 門 で は 次 第 に人 材 の 高齢 化,あ るい は 人 材 の枯 渇状 態 の 現 象 を生 じ

つ つ あ る。 ユ ー ザ ー企 業 とい う もの は本 来 の事 業 を 持 って お り,こ の 中

に専 門職 と して の質 の 高 い人 材 を採 用,育 成,処 遇 して い くこ とは な か

な か困 難 な こ とで あ り,特 に これ か ら情 報 ・通 信 シス テ ムの 導入 を新 し

く考 え て い こ うとい う企業 に と って は,極 め て 困 難 な こ と だ と言 わ ね ば

な らな い。

さ らに,ユ ー ザー企 業 内 の 専 門集 団 とい え ど も先 端 技 術 の習 熟 が だん だ

ん 難 し くな って きて い る。 非 常 に技 術 の進 歩 が早 く,複 雑 に な っ て きて

い るた め,コ ン ピ ュー タや通 信 シス テ ム導 入 に 際 して,ユ ー ザ ー側 の立

場 を守 る ため の コ ンサ ル テ ィン グ とか ア セス メ ン トが だん だん 難 し くな

って きて い る とい う問 題 が あ る。 この こ とは これ か らの シス テ ムが 多様

な ハ ー ドや ソ フ トの イ ンテ グ レー シ ョン に よる こ とに な る こ とを考 え る

と,極 め で 重 要 な 問題 に な って ぐるの では ない か と考 え られ る。

特 に ユ ーザ ー企 業 のSEと い うのは,ユ ーザ ー側 の ニ ー ズが 経 営 レベ

ル を含 め て 多 様 化 ・複 雑 化 ・高度 化 してお り,質 的 に大 きな方 向転 換 を

迫 られ てい る と言 え る。

③ シス テ ム イ ンテ グ レー シ ョンへ の要 請

エ レク トロニ ク ス技 術 の 進歩 とい うのは,と どま る と ころ を知 らず 進

歩 してい る。 コン ピ ュー タの機 能 と性 能 とを飛 躍 的 に 向上 させ,あ るい

は 汎用 的 な大 型 機 だけ で は な ぐ,専 門 的 な機 能 を持 った機 種,あ る いは

一 人 一入 が 個 別 的 に 利 用 環 境 を作 れ る よ うな ワー ク ス テー シ ョンな ど,

ま こ とに多 彩 な発 展 を遂 げ て きて い る。

これ に伴 い,か つ て汎 用 コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラ ム で表 現 す る こ とが

主 体 で あ った ア プ リケー シ ョン ・シス テ ム とい う もの も,情 報 ・通 信機

器 類 の専 門 化,細 分 化,多 様 化,い わ ゆ るモ ジ ュ ール 化 へ 向 け て の進 歩

が 急 速 に 進ん だ 結 果,ハ ー ド,ソ フ トの 多様 な モ ジ ュール を組 み 合 わせ

て 表 現 す る必 要 が 出 て きた 。
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『さ らに
,ネ ッ トワー クを介 して個 人 間,組 織 間,企 業 間,さ らに は異種 産

業 間,あ るい は国 を超 え た 国 家間 に ま たが る複 合 的 な情 報 シス テ ムへ の

対 応 を求 め られ て きて い る。

特 に エ ン ド ・ユー ザ ー ニ ー ズが急 速 に拡 大,多 様 化 して お り,的 確 に

ユ ー ザ ー の ニ ー ズ を シス テ ム として と らえ ること,、さ らにそ れ を 多様 な コ

ン ピ ュー タ ・通信 機 器 の モ ジ ュー ル を 統 合 して,ア プ リケー シ ョン と し

て つ く り上 げ る,い わ ゆ る シス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョンに 対 して 極 め

て 強 い ニ ー ズ と多 くの 課 題 に 直面 してい る。AI技 術 もこ の よ うな問 題

を解 くた め の要 素技 術 の 一 つ と して と らえ る ことが で き る と思 われ る。

この よ うな ニ ー ズ とい う もの は オ フ ィス ・シス テ ム を構 築 す る場 合 は

も ちろん,例 え ば 製 造 業 に おけ る個 別 プ ロ セス の 自動化 を基 盤 にお い て

も,製 造 ライ ン全 体 の最 適 な 管理 を実 現 し よ うとす る場 合 に も極 め て 重

要 な考 え 方 に な っ て くる。,

従 って,現 在 か ら近 未 来 に かけ,情 報,通 信,コ ン ピ ュー タ ・シス テ

ム,こ れ らの 三 位 一 体 に よ る新 しい 情 報 化 の 時代 が 出現 しつ つ あ るの

で は な いか と予 想 され てい る。

(4)ソ フ トウェ ア需要 の増 大

ユ ーザ ー 自身が 持 って い る問 題意 識 を 包括 的 に言 え ば,情 報 ・通 信 シ

ス テ ム の高 度 利 用 に関 す る コス ト,人 材,技 術 等 の面 で の危機 感 が あ る

と言 う こ とが で きる。 厳 しい 経 営環 境 へ の 対応 を迫 られ て い る各 ユ ー ザ

ー企 業 は
,有 効,適 切 な シス テ ムの利 用 環 境 の整備 を 求 めて い るが,現

実 に生 じて い る諸 問 題 に対 応 す るため に は 大 変 多 くの問 題 に逢着 して い

るとい う状 況 に あ る。

そ の 中 で も,ア プ リケー シ ョン ・シ ステ ムの 開発,維 持,運 用 に 関 し

て は,い わ ゆ る ソ フ トウ ェア ・ク ライ シス,す なわ ち ソ フ トウ ェア の 開

発,維 持,運 用 に 関す る人 的,技 術 的 危 機 状 態,す な わ ち ソフ トウ ェ ア

の 設 計,製 作 が 需 要 に追 い つ かず,い わ ゆ る パ ック ・ログ を大 量 に 抱 え

て い る とい う状 態 に あ る。 情 報 ・通 信 シス テ ムが高 度 化,大 型化,複 雑
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化 して,開 発,運 用 の コス トや工 期が ユ ー ザ ー企 業 の 経 営上 大 きな問 題

にな って お り,こ れ の 解 決 が 求 め られ て い る とい うこ と。 そ れ か ら,ソ

フ トウ ェア の質 的 な問 題 が 深 刻 に な って い る。 これ は ソ フ トウ ェア の設

計,開 発 を担 当 して い る シス テ ム ・エ ン ジニ アの 質 的 な問 題 に も当然 係

わ って くる問 題 で あ るが,メ ン テ ナ ン ス と呼 ば れ て い る シス テ ムの改 善,

維 持,運 用 の 負 担 も,や は リユ ー ザ ー企 業 に 相 当 の重 圧 を加 え て きて い

る。'

(5)情 報 産 業 と の連 携

今 日の情報 化 の 進 展 は,機 器 ・シス テ ムの供 給 側 で あ る メー カー とユ

ーザ ーに お け る技 術 進展
,創 意工 夫 に よ って 大 き く支 え られ る と言 え る。

情 報 化 が 広 汎 か つ 高度 に 進展 して い る現 在,エ ン ド ・ユー ザー か らの

シス テ ム化要 求 は 増 々多様 化,高 度 化 の 傾 向 を強 め,同 時 に コ ン ピ ュー

タ部 門 の情 報 処 理 環 境 も大 き く変 化 しつ つ あ る。

このた め,シ ス テ ム化 ニ ー ズに 基 づ く製 品 ・技 術 ・サ ー ビス の提供 が

強 く求 め られ る よう に な って いる 。

他 方,情 報 産 業 側 に お い て も この よ うな状 況 の 中 で,ど の よ うに的確

に コーー ザ ー ・ニ ーズ を把 握 し得 るか,そ れ に どの よ うに対 応 して い くか

が 大 き な課 題 とな っ てい る。

メー カ ー側 は ど う して も シス テ ム全 体 とい うよ り製 品 単位,事 業 部 単

位 で 動 く傾 向 があ り,ま たハー ドの 性能 を引 出す こ とに 力 が傾 注 され るの

で,トrタ ル的 な シ ス テ ム とい う面 か らの ア プ ロー チは難 しい 面 もあ る。

シス テ ムを ど うい う形 で構 築 した ら全 体 の バ ラ ン ス,効 率 の よい もの

に な るか,シ ス テ ム ・ニ ー ズ を満 足 させ 得 るか は 基 本 的 には ユ ーザ ー ・

サ イ ドの 問題 で あ り,ユ ー ザ ー 自体 が連 携 して,そ の ため の要 求 を ま と

め て い く努 力が な け れ ば 情 報 産 業 側 も十 分 な対 応 は とれ な い で あ ろ う。

従 って,今 後 の 円滑 な情 報 化 を 図 るに あ た って は,ユ ー ザ ー の ア プ リ

ケ ー シ ョン ・ニ ーズ とい うもの を製 品 に 結 び つ け て い く要 求 をユ ー ザー

全 体 の 意 見 と して具 体 的 な 形でま とめ,メ ーカー もこれ を もと に将来 の大
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きな 方 向 を見極 め な が ら製 品 開発 ・サ ー ビス 提供 等 を進 め て い くとい う

相互 の 連 携 が,今 後増 々必要 に な ろ う。

ま た,情 報 サ ー ビス 産業 に対 して も,ユ ー ザ ー の人 的 不 足,技 術 的 不

足 を補 完 し,よ り高度 な 分 野 での 事 業展 開 を図 るため に も,ユ ーザ ー と

の 一 層 の連携 が 必要 に な ってい る 。

つ ま り,高 度 情 報 化 社 会 へ の そ れ ぞ れ の役 割 を見直 す と と もに,新 し

い 時 代 に ふ さわ しい パ ー トナニ シ ップ を考 え るべ き時期 に きて い る と言

え る。

1.2ユ ーザ ー の問 題 意 識

前 節 で述 べ た よ うに,ユ ー ザ ー側 で は様 々な 変化,要 請 が 発生 しつ つ あ

る。

こ の よ うな中 で,以 下 の事 項 は ユ ーザ ーが どの よ うな問 題 意 識 を持 って

い る のか を整理 した もの で あ る。

これ らは,後 述 す る情 報 ・通 信 ユ ー ザ ー 懇談 会 で の意 見 及 び ア ン ケー ト

調 査 な どを ベ ース に 整 理 した もの で あ り,か つ,今 後 ユ ー ザ ー との連 携 が

極 め て重 要 と思 わ れ る コ ン ピ ュー タ ・メー カー と情 報 サ ー ビス業 を 対 象 に

整 理 して み た。

1.2.1主 と して コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーに 関す るユ ーザ ーの 問 題 認 識

(1)要 員 問 題

・ ソ フ トウ ェア要 員 の 中 で重 要 なのは,SEと 言 われ る分 野 の 人 間

であ り,こ の分 野 の人 間 に は 高 度 専 門技 術 は必 ず し も必 要 で は ない 。

む しろ,シ ス テ ム工 学 的 な ものが 必要 に な り,学 校 教 育 を 含め て

これ を どの よ うに 普及 して い くか が,こ れ ま で以 上 に 重 要 に な ろ う。

・L－ ザー に お い て,メ ー カ ー部 分(例 え ば 基 本OS)に ついて もの

を言 え る ような 技 術 者 が い な くな ってい る。

従 って,メ ー カ ー に言 われ 放 し とい う状 態 に な って い る。

こ こ で,シ ス テ ム技 術 者 とは何 か,ど の よ うな 教 育 を して ち"やん
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と した技 術者 にす るか とい う議 論 が 必 要 で あ る。

・ コ ン ピ ュー タ部 門 で一 番 苦 労 してい るの は,ソ フ トウ ェアの 開 発

で あ り,要 員 の数 が 多 いか ど うか は別 問題 と して必 要 な要 員 は 確 保

しなけ れ ば な らな い。

た だ,そ うい う人材 が 十 分 供給 して も らえ る よ うな社 会 が 今 後 と

も継 続 で き るか ど うか の ほ うが 問題 で あ る。

・ メ ンテ ナ ンス の 問題 で要 員 の 定着 度合 い が 非 常 に問 題 とな って い

る。

日本 の風 土 では,専 門家 に対 す る認 識 や 処 遇 が 定 着 して い ない こ

と,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に対 して も安 く使 え るとい うこ とだ け が

利 用 の 目安 とな ってい る こ とに起 因 してい る。

・ 社 内 の ソ フ トウ ェア要 員,特 に シス テ ム開 発 や設 計 に従 事す る人

〉は
,同 じ部 門 に 何 年 もい る よ うに な って しま う。

これ に よ り,人 間形 成上 好 ま し くない 影 響 が 出 る こ と も あ り,個

々 の 企 業 は 専 門 職 に 対 す る処 遇 の考 え 方 を根 本 的 に改 め る必 要 が

あ る。 ま た,社 会 全 体 と して も正 しい評 価 を 行 う よ うに しなけ れ ば

本 当 に優 秀 な 人材 がEDP部 門 に来 な くな る恐 れ が あ る。

(2)メ ー カー等 とユ ー ザー の機 能 分 担

・ ユ ー ザ ーに と って,1入 の入 間 を コ ン ビ=・一 夕周 辺 の技 術 だ け に

専任 させ る こ と は,将 来 の処 遇 も含 めて難 しい し,そ うい う人材 の

採 用,育 成 に 関す る制 約 も大 き くな ってい る。

また,技 術 は さ らに専 門化 され 高度 化 し,同 時 に一 方 で は ア プ リ

ケ ー シ ョンの 専 門性 を 高度 に持 た ね ば な らない。

1人 の 人 間 な り,1つ の企 業 の 中 で そ れ が成 立 す る のか,メ ー カ

ー,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に互 い の役 割 分担 を しなけ れ ば 大 変 に な

る とい うこ とを 自覚 して も らい,高 度 に 専 門 的 な 分 野 の技 術 的 な力

の持 ち場 を発 揮 させ る必要 が あ る の では ない か 。

・ ア プ リケ ー シ ョン ・ニ ー ズ を製 品 に結 びつ け て い くよ うな要 求 を
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ユ ー ザ ー全 体 の 意 見 と して ま とめ,メ ー カー も具 体 的 な 形 で受 げ と

め て も らい,大 きな 方 向 を 見極 め な が ら製 品 開発 を進 め て欲 しい 。

③ メ ー カー のサ ポ ー ト等

・ 技 術的 な問 題 の 一例 と して,メ ー カー の 技 術 者 にOSは ユ ー ザ

ー に と って ど う役 立 ってい るか を質 問 した と ころ ,き ちん と答 え た

メ ー カ ー は1社 も なか った。

メ ー カー は単 な る機 能 を説 明,PRす る ので は な く,ど うや った

ら うま く使 って い け るか との 点 に 力点 を置 いて 説 明,フ ォ ロー して

も ら うと随 分違 うの では ない か 。

・ メ ー カ ーが 提 供 す るOSそ の 他 の基 本 ソ フ トウ ェアが広 範 囲 に な

り,規 模 も大 き く複雑 に な って きて い るた め,メ ー カーか ら派 遣 さ

れ て い るSEが そ れ に 追 いつ け ない。

そ うい う意 味 で,ユ ーザ ー ・サ ポー トの レベ ル とい うの は昔 か ら

比 べ る と落 ちて い る の では な い か。

従 っ て,場 合 に よ って は,非 常 に 効率 の悪 い シ ステ ムを 作 って 稼

動 させ て い るの で は ないか と の危 惧 が ユ ー ザ ー に あ り,そ れ を メ ー

カーSEに 言 っ て もなか なか 力 に な って も らえ な い状 況 に な りつ つ

あ る。

・ ユ ーザ ーの 技 術 レベ ル が な い の で,結 局 メー カー の販 売 戦 略 だ け

で もの を決めてい く安 易 な方 向 に 流 れ て い る傾 向 に あ る。

本 来 ユ ーザ ー ・サ イ ドで持 た な くて は な らな い シス テ ム技 術 とい

うも の が全 然 な くな って い る。

あ ま り,メ ー カー とか ソフ トウ ェア ・ハ ウス の 文 句 ばか り言 って

は い られ ない 。

自分達 が使 っ て い る ものの 性 能 が判 ってい ない とい うの は 問題 で

あ る。

・ メー カー は一 部 機 能 を技 術 的 な 意味 で誇 示 す る こ との宣 伝 は 強 い

が,企 業 な ら企 業,産 業 な ら産 業 の持 って い る ニ ーズ をあ る程 度,
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本 当 の 意 味 で先 取 りして,3年 先 に は こ うな るか らこ うい う もの を作

る とい う姿 勢 が あ ま りな い ような 気が す る。

従 っ て,あ れ もで き る,こ れ もで き る と例 え ば パ ソ コン で言 え ば

マ ル チ ウ ィ ン ドー に な った。 では,ど れ く らい の人 が 実 際 に使 い こ

なせ るか とい う よ うな 点 は あ ま り考 え て い な い。

・ 外 国 メ ー カー もそ う言 った 点 は あ り,進 ん だ研 究 も して い るが,

実 際 に製 品 と して発 表 す るのは 必 ず ど こか で,そ うい うニ ー ズ が起

こ って い る とい う よ うな とこ ろ をつ か まえ て や って い る。

(4)相 互 運 用性

・ シス テ ム構成 に お い て,色 々な メー カー の ものが 混 在 す る シス テ

ムに な らざ る を得 な い。 そ の 際,メ ー カ ー は 自 社 の 手 の 内 を 明 ら

か に しな い し,ま た ユ ー ザ ー との接 点 に い る メー カー技 術 者 はそ の

点 を教 え られ て い ない 。

従 って,シ ス テ ム の 中 を他 の もの に 変 え よ う とす る と絶 望 的 に な

って しま う。

メー カ ー は,思 惑 とか 戦 略,機 密 性 もあ るで あ ろ うが,も っ とオ

ー プ ンに して も ら うこ とが 社 会全 体 の情 報化 促 進 の上 で 重要 なの で

は ない か。

・OA化 の推 進 に おい て,パ ソコ ン,ワ ー プ ロな どオ ン ラ イ ンを意

識 して機 種 を統 一 して きた。 しか し,新 しい機 器 が 出 て くる と同一

メー カー の もの で も互 い につ なが らな い。

ま た,昔 作成 した プ ログ ラ ムな ど も使 え ない とい う状 態 に な って

お り,大 きな業 界 間 の ソ フ トウ ェア の流 通 もさ る こ と な が ら,同 じ

メ ー カー の 中,洞 じ会 社 の 中 で の ソ フ トウ ェア流 通 問 題 す ら片 づ い

て い な い 。

・ 連 携 技 術 は経 済 的 に も,実 際 の 業 務 のニ ー ズ の上 か らも ど うして

もユ ーザ ー に と って必 要 にな る。

しか し,IBMがSNAの 中 身 を公 開 しな い な どの 問題 が あ'り,
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ま たeユ ー ザ ーが 十 分 に必要 な情 報 を メー カー 側 に質 問 す るだ け の

能 力 が ない の で(IBMで は 質 問 され た こ とは答 え るが,質 問 を受

け ない こ とには 答 え な い,決 して 隠 して い るの では な い と言 う),

本 当 に 必 要 な部 分 が隠 され て しま う。

従 って,出 来上が った ものが本当 に ゼ ネ ラル な ものか ど うか を心配

しな が ら使わ ざ る を得 ない。

・ コーー ザ ーに公 開 して い る情 報 は例 え ば,IBMの 場 合 ,ユ ー ザ ー

ごとに違 ってい る。 コ=一ザ ーで この 辺 ま で は 出 して 欲 しい とい う最 低

限 は 出て い る が,そ の先 の細 か い と ころが 出 ない。

・ 現 在IBMの ソ フ トウ ェア 主 流 で動 い て い るが ,業 務 の 関 係 で高

機 能 の要 素 よ り も,ハ イパ フ ォー マ ン スの 世 界 を重 視 して お り,そ

うい う面 では 国 産 の ハ ー ドウ ェアは 強 い 。

従 っ て,OSに 関 して ソ フ トと ハ ー ドの 価 格 分 離 が うた わ れ て

い る よ うに ハ ー ドウ ェアは ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア は ソ フ トウ

ェア と して買 え る よ うな 世 界 に なれ ば割 合 安心 して色 々 な組 合 せ が

で き るの で は な い か と考 え て い る。

・ 日本 の産 業 の体 質 そ の もの に も問題 が あ る よ うな気 が す る。

例 え ば,1つ のVANを 作 った場 合,個 々の企 業 の 特 殊 性 を入 れ

ない と使 って も らえ ない とい う世界が あ る。

欧米 だ と,標 準 に合 わせ た 形 で,そ の部 分 を何 とか 使 お うとい う

こ と で』 ス トを下 げ る努 力 をす る。 日本 で は共 同 でや ろ う とい う よ

り も,企 業そ の もの が 自分 の と こ ろの特 質 をい か に 表 わ す か とい う

こ と を考 え て い る。

・ 情 報 の 世 界 で は,同 種 の 業 界 の 中 で この 部分 ぐ らい は 共 用 して よ

い の で は ない か とい う部 分が あ るの で は な いか 。

しか し,こ の よ うな もの を メー カー に言 って も難 し く,む しろ こ

の た め に は専 門 技 術 集 団 な り産業 を育 て る こ とが 必要 に な る の では

な いか 。
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・ 企 業 の 中 な ら,例 え ばIBM－ 色 で もい いが,そ れ で は 済 ま な く

な りつ つ あ る。 ま た 単 に デ ー タのや りと りか ら相 手側 の 機 械 と同 じ

よ うに動 か さ な くては い け な い とい った段 階 に な っ た場 合,放 置 し

て お けば 情 報 化 の非 常 な ネ ッ クに な る。

・ 流 通 業 界は,特 に そ うであ るが,企 業 間 シス テ ムを構 築 しよ うと

す る ユー ザ ー や,中 小 企 業 が 複数 の 取引 先 とネ ッ トワー ク を展 開 し

よ う と した場 合,ホ ス ト間 の 結 合 も大 きな 問 題 で あ る。

フ ァイル 転 送 レベ ル な ら何 とか な るが,ト ラ ンザ ク シ ョン処理 は

まず 不 可 能 で あ る し,そ れ 以 上 に,'オ フコ ン,パ ソ コ ン ク ラスで企

業 間 のネ ッ トワー クに 参 加 し よ う とす る と,メ ー カー 系 列 に よって

情 報 体 系 は 決 ま っ て しま うな どの危 惧 さえ 出 て い るご

・ ネ ッ トワー ク とい う こ と を考 え た場 合,メ イ ン フ レー ム同士 の問

題 と,CPUと ワー ク ス テ ー シ ョンの 問 題 と2つ に分 け て 考 え る必

要 が あ るの では な い か6

ワー ク ス テ ー シ ョン ・レベ ル は これか らベ ンチ ャー ビジ ネ スみ た

い な ものが どん どん 出て きて バ ラ エ テ ィー に 富 む製 品 が 出回 る。

メ イ ン フ レーム も重 大 問題 だ が,メ ー カー の 数 は 限 られ て い る。

ワ ーク ス テ 」 シ ョ ン ・レベ ル に対 して ど うい う方 針 を打 ち 出 して

い くのか が 重 要 だ 。

・ 特 に,パ ソ コ ンの よ うに新 製 品 が次 か ら次 に 出て くる と,製 品 の

寿 命 も1年 ぐ らい だ とい う,そ れ が非 常 に気 に な る。

・ パ ソ コ ンの バ ー ジ ョン ア ップ が 急 激 に 進 ん で お り,前 の バ ー ジ

ョン で作 成 した ソ フ トウ ェアが 同 じ機 種 で も使 え ない とい う状 態 に

な って い る。

前 の バ ー ジ ョンに 対 す る保 証 とい う もの を考 え る よ うに して欲 し

い。

・ メー カ ー は全 体 の シス テ ムの 中 で何 か してい る とい うよ り も事業

部 で 動 い て い て,全 体 的 な シ ステ ム面か らの ア プ ロー チ とい うイ メ
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一 ジが 薄 レ・。

・ 業 界 あ るい は業 界 を超 え て共 通 の ビジ ネス ・プ ロ トコル な り汎 用

ソ フ トウ ェア,そ うい った もの を広 げ て い くお互 い の努 力が 必 要 で

は な い か。

(5)ユ ー ザ ーが 使h易h情 報 環 境

・ シ ス テ ムを ど うい う形 で構 築 した ら全 体 のバ ラ ンス,効 率 の よい

もの に な るか と い うノ ウハ ウは基 本 的 にユ ーザ ー ・サ イ ドで持 って

い な けれ ば,メ ー カー は サ ポ ー トして くれ ない 。

そ うい う リク ワイ ア メ ン トを実 現 す るた め に こ うして くれ と ユ ー

ザ ーが 言 わ ない と メー カー は 目を 向け て くれ な い のが 実 情 では な い

か。

・ そ の 際一 番 問題 な の は,今 は そ れ で い いが3年 後,そ れ で い い の

か を 見 極 め られ るか とい うこ とで,特 に通 信 とい う要 素 が 加 わ る と

これ は 一 企業 内部 だけ の問 題 だけ では な くな り,一 度 構 築 した らそ

う簡単 に 作 り直せ ない 。

・ ユ ー ザ ー ・サ イ ドか らす る とOSの 互 換 性 とい うか コ ン ピ ュー タ

の と ころ は も うい い 。

そ の か わ リア プ リケ ー シ ョンの ソ フ トの 互換 性 とか端 末 の イ ン タ

フ ェー ス の情 報 公 開 とか,あ る程 度 使 う側 の満 足 す る レベ ル ま で保

証 して くれ とい う気 が す る。

・ この 最低 限 こ うい うこ とをや って くれ とい うのは 意外 に詰 め た 議

論が され て い な い と思 う。

メ ー カー の 戦 略 が 絡 ん で い た り日本 の風 土 とか特 殊 性 もあ るで

あ ろ うが,ユ ー ザ ー に と ってせ め て これ く ら い は 何 と か して 欲 し

い とい うのは 一 体 どの辺 なの か を実 務 家 で詰 め る と,意 外 に何 か あ

るの か も しれ ない 。

・ ア メ リカで はLANの 分 野 でMAPな ど ユ ーザ ー主 導 の動 きが あ

り,ユ ー ザ ー の 中 の技 術 が統 合 化 の力 と な っ てい る ケ ース もあ る。
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・ メー カー は ハ ー ドの 性 能 を引 き出 す 方 に一 生 懸 命 に な るの で ,ユ

ー ザ ー とす れ ば
,ア プ リケー シ ョンの 効 率 に根 差 した よう な標 準 要

求 を作 って い くこ とが 必 要 に な る と思 う。

そ れ を や らな い で,メ ー カー が揃 え て くれ な い と言 って もど うに

もな らな い 気が す る 。 ～

・ ユ ー ザ ー で は投 資 す る金 に見 合 うだ け の効 率 を上 げ よう と して い

る。 従 っ て,こ れ に は 選 択 の仕 方 が あ り,そ れ が 日本 の 情 報 化 な り,

情報 産 業 の発 展 か らみ て ど うか とい う面 は あ るが,極 端 な話 で は 少

々い い もの で も,そ れ を使 うこ とに よ る問 題 の 方 が は るか に 大 き い

こ と もあ り得 る。

・ 統 一 ビ ジ ョン を作 る とい うこ とは い い か ど うか判 らない が ,メ ー

カ ー各 社 の ビ ジ ョンで は な くて,何 年 後 には ど うい う機 能 を持 つ,

また ど うい う接 続 とい う もの が あ り得 るか とい うタ ー ゲ ッ トが あ る

程度 判 っ て いれ ば対 応 しや す い。

・ ユ ー ザ ー が これ は技 術 的 に 出来 る と思 わ れ る もの で も,メ ー カ ー

の政 策等 に よって,出 来 な い よ うな ケ ー ス もあ り,こ の よ うな点 に

つ い て ユー ザー は 苦 情 とい うか 要 望 を持 って い くと ころ が な い。

・ ユ ー ザ ー で同 じよ うな問 題 に直 面 し,既 に ク リア して い る技 術 と

い うも のが か な りあ るの では ない か 。'

現状 で は,そ うい っ た情 報 が1つ の ノ ウハ ウ と して公 表 さ れ て い

なか った り,登 録 とい う よ うな形 で一 元 的 に情 報 整 理 さ れ て い な い

の で,な か なか 情 報 が 得 られ ない 。

ユ ー ザ ーは 同 じよ うな努 力 を随 分 して い る の で は ない か と思 う。

(6)セ キ ュ リテ ィー

・ シス テ ムを構 築 す る上 で,安 全 性 は コス トの 許 す 限 り最 大 限 の投

資 をせ ざ るを得 な い。

た だ,1企 業 だけ で 行 うこ とは 限 界 が あ り社 会 的 な機 能 と して異

常 時 に お い て も正 常 に 機 能 す るた め の ル ール とい う もの を 現 実 に 即
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して議 論 が 進 め られ るべ きであ る。

・ 様 々 な機器 や シス テ ム,サ ー ビス がつ な が っ て い くと,100%

信 頼 性が あ った と して も何 が 起 こ るか わ か らない し,何 らか の トラ

ブル が起 こ った 場 合,何 が 原 因 で どの よう な こ とが 起 こ った か わ か

らな い 状 態 に な りつ つ あ る。

この時,問 題 解 決 の 体 制 とい った もの を ど うす るか は 社会 的 問題

とな って くるの では な いか 。

・ 安 全 性 の確 保 に つ い て ,将 来 と も新 技 術 で対 応 で き る とい うわけ

で は ない 。.・

む しろ,何 か 起 きた ら社 会 が 全部止 ま る よ うな シ ス テ ムは 作 るべ

き では な い し,防 止 技 術 とい うよ り復 旧技 術 を ど うす る とい う方 が

ア プ ロー チ し易 い感 じがす る。

⑦ 技 術 関 係

・ 漢 字 コー ドで困 って い るの は コー ドの拡 張 の ほ か に ,互 換 性 で,

効 率 の よ い変 換 エ イ ドが あ れ ば 助か る。

・ コ ン ピ ュー タの 性 能 を表 わす 単 位 の1つ にMIPSが あ るが ,コ

ン ピュー タの 内 部 速 度 だけ で,仕 上 った もの では 言 っ て い な い。

従 って,メ ー カ ー の公 表 す る もの とユ ーザ ー が 実 際 に使 う もので

はOSや 他 の機 能 に よ って オー バ ー ヘ ッ ドが 大 き くな って,ま った

く期 待 した もの 以 下 の 性能 しか 出 してい な い ケ ース が あ る。

仕上 が りで横 並 び に測 る よう な もの が あ って もい い と思 う。

・ ア プ リケー シ ョン を シ ス テ ム部 門が 抱 え て い る限 り,企 業 の中 で

高度 な専 門性 を 両 立 す るの は 難 しい。 シス テ ム集 団 とい うのは コ ン

ピ ュー タ対 ユ ー ザ ー の 間 の仕 掛 け,そ の辺 に力 をつ け て い く形 を と

るべ きで,ア プ リケー シ ョ ンは 本 当に仕 事 を して い る と こ ろが 開発

すべ きで あ る。 この た め に は 第4,第5世 代 の言 語 が 出て きて専 門

家 が シス テ ム を作 る時 代 を過 ぎない と ど う しよ うもな い 。

・ 新 しい シス テ ム を開 発 す る場合 ,プ ログラマー レベル に落 とす 前の
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仕 様 を ま とめ る人 間 が非 常 に 不 足 して い る し,外 注 の 際 どの程 度 ま

で仕 様 を書 い た らよい のか 標 準 化 され て い な い の で,ト ラ ブル に な

る こと も多 い。

シス テ ム記述 を簡 易 に で き る言 語 な どが あれ ば,SE不 足 に もか

な り貢 献 で きるの では ないか 。

・ 共 同 ネ ッ トワー ク の構 築 に お い て ビジ ネス ・プ ロ トコル も重要 で

あ るが,通 信 プ ロ トコル もユ ー ザ ー の要 求 に 合 って い な い。 トラ ン

ザ ク シ ョンの量 が 多か っ た り,接 続 端 末 の数 が 多 くな ると現 状 では

対 応 で き ない。

情 報 化 社 会 と言 わ れ て い る割 に は,た か だ か1万 数 千 とか 数 万 ぐ

らい の端 末 を20セ ン ター ぐ らい に つ なけ,互 い に 自由 に会 話 的 に

処 理 し よ う とす る とで きない の が 現 状 であ る。

・ 業 務 の 関 係 で処 理 の ピー ク時 が特 定 の時 間帯 に集 中 し,出 来 合 い

の ハ ー ドウ ェア で は処 理 で き ない 。 現 在 は,特 別 注 文 した ハ ー ドウ

ェア構 成 で対 処 して い るが,日 本 の メー カ ー で は少 な いユ ー ザ ー の

特 殊 性 に 対 して サ ポー トを して くれ な い。

この よ うな ハ ー ドウ ェアを 含 め た 機 器 の 性 能 が 問 題 に な りつ つ あ

る。

・ ソフ トウ ェア 開発 の危 機 状 態は ま す ます 増 大 して い る。 エ ン ド ・

ユ ー ザ ー に と っ ては ソフ トフ リー が 望 ま しい が,現 状 の技 術 はか な

り中途 半 端 と言 わ ざる をえ ない。

ハ ー ド的 に も,ソ フ'ト的 に も格 段 の進 歩 が 必 要 であ る。

1.2.2主 と して 情 報 サ ービ ス業 に 関す る ユ ーザ ー の 問題 意 識

(1)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス との連 携 強化

・ 今後 の 情 報処 理要 員 の必 要 性 に対 す るた め,社 内 エ ン ド ・ユ ーザ

ー に は 従 来 シス テ ム部 門 が担 って い た シス テ ム構 想立 案 の段 階 を担

え る よ うな教 育 を,ま た ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス と一 層 の連 帯 強化 を

図 ろ う と してい る。
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・ ソ フ トウ ェア ・ニ ー ズ の急 増 に対応 す るた め に ,従 来 の入 手が 足

りな い と きに ソ フ トウ ェア ・ハ ウス を利 用 す る とい う考 え 方 か ら,

ユ ー ザ ー が年 間業 務計 画 を き ちん と作 成 し,年 度始 め に 幾 つか の ソ

フ ト ・ハ ウス と対 等 な立 場 で協 議 して,必 要 な人 の派 遣 や 仕事 をお

願 い す る とい う考 え方 に変 わ りつ つ あ る。1

仕 事 の 内容 につ いて も,社 内SEに は業 務 分析 とか シス テ ムの構

想 立 案段 階 を担 当 させ,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス にはで きれ ば シス テ

ム基 本 設 計 以 降 の作業 か らお 願 い で きる よ うに なれ ば よい と思 っ て

い る。

・ ソ フ ト関係 の委 託 が 増 え て どん ど ん 基 本 設 計 に 近い と ころ ま で

下 りて きてい る。 しか し,そ の 辺 か ら先 方 の レベル が 急 速 に 悪 くな

っ て くる。 基 本 設 計 に 近い 部 分 は ア プ リケ ー シ ョン,つ ま リユー ザ

ー の仕 事 に近 い部 分 な の で先 方 に専 門 能 力 が ないプ 求 め て も無理 が

あ る の で は ない か とい う気 もす る。

・ ソ フ トウェ ア ・ハ ウス に 仕事 を お願 いす る際 ,各 社 の 技 術 レベ ル

が 非 常 に 違 って い た り,派 遣 され て い る優 秀 なSEが 途 中 で他社 に

引 き抜 か れ,プ ロジ ェク トか ら抜 け て い くな ど問題 が 多 い 。

シス テ ム ・ハ ウス の選 定 に あた っ ては,単 に価 格 面 の み では な く

経 営 の安 定 性,従 業 員 の処 遇 な ど を含 め て 考 え る ことが 必 要 にな っ

て い る。

・ コーー ザ ー に と って,自 社 の人 間 を コン ピ ュー タ周 辺 の 技 術 だけ に

専 任 させ るこ とは,将 来 の処 遇 も含 め て 難 しい し,そ うい う人材 の

採 用,育 成 に 関す る制 約 も大 き くな って い る。

ま た,技 術 は さ らに 専 門 化 され 高 度 化 し,同 時 に 一 方 で は ア プ リ

ケ ー シ ョンの専 門性 を高 度 に持 た ねば な らない。

従 って ユ ーザ ー,メ ー カー,ソ フ トウェ ア ・ハ ウス は 互 い に役 割

分 担 を しなけ れ ば 大 変 にな る とい うこ とを それ ぞ れ 自覚 し,高 度 に

専 門的 な分 野 の技 術 的 力 をど こ で 発揮 す るか を考 え る必 要 が あ るの
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では ない か 。

・ 社 内SEが や って い る高度 な 分野 が ,コ ンサル タ ン トとい う よ う

な あ る程 度 独立 的 に 商 売 で き る よ う な世界 に なれ ば,ソ フ トウ ェア

・ハ ウス もそ うい う面 に タ ッチ し易 くな る
。

ユー ザ ー 側 と ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス の 組 織 体 と の 間 で 何 か 持 ち

・ 分 と い うか,:時 代 に合 わせ て切 り分 け てい く制 度 な り,き っか け で

も あ る と随 分変 わ る の で は な いか 。

・ ソフ トウ ェアcハ ウス は ,CADと か 金 融 に 強 い な ど特 殊 性 とい

うか カ ラー を打 ち 出す よ うな方 向 にい か な け れ ば な らない の では な

,い か。

また,仕 事 を依頼す る側 も,出 来 るだけ こ うい うタイプの仕事は

ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に とい う よ うに 層別 化 しなけ れ ば な らな い し,

単 に不特 定 多 数 の ソ フ トウ ェア ・ハ ウス を集 め れ ば いい とい うの で

は これ か ら本 当 に や って いけ ない と想 う。

・ メ ンテ ナ ンス の 問 題 が 非常 に大 変 で ,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス か ら

.派 遣 され て い る入 が特 定 の ア プ リケ ー シ ゴン を長 年担 当 して も らえ

・るの は ユー ザ ー と して あ り難 い が ,反 面そ の人 が40に も50に も

な っ てそ うい った こ とが で き るか とい う と,実 際 問 題 不 可 能 と思 う。

従 って,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス との 間 で計 画 的 に ロー テー シ ョン

を組 む な ど工 夫 しな い と,ユ ー ザ ー 自身が 自分 の首 を絞 め て い くよ

うに 思 わ れ る。

② サ ー ビス の安 定 供 給

・ コ ン ピュー タ部 門 で 一 番 苦 労 して い るのは ,ソ フ トウ ェ アの 開発

で あ り,要 員 の 数が 多 い か ど うか は別 問題 と して必 要 な要 員 は 確保

しなけれ ば な らない。

そ うい う人材 が情 報 サ ー ビス 業 を中 心 に十 分供 給 して も らえ る よ

うな社会 が 今後 と も継 続 で きるか ど うかが 重 要 な 問題 で あ る。

・ ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス を利 用 す る場合 ,ユ ー ザ ー は人 の ス キル と
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値 段,こ れ に合 った もの を選 ぶ 。

た だ,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の経営 とい った もの を考 え た 場 合,

若 くて頭 が よ くて,元 気 で 値 段 がそ こそ こ とい うユ ー ザ ー の 期 待 感

を満 足 す る よ うな人 材 の確 保,経 営 は実 際 問題 と して 長 く成 り立 た

な い の で は な いか,こ の よ うな点か ら将 来 の供 給 サ イ ドに 不 安 が あ

る と言 え る。

・ ソ フ トウ ェア ・パ ウスか ら派 遣 され るSEが 得 た 業 務知 識 とい う

ものが,い っと きの 派遣 先 だ け の もの で あ り,次 の職 場 で は 役 に 立

た な い こ とが 多 い。

従 っ て生 涯 職 業 と して ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の仕 事 に 従 事 され る

方 の こ と を考え た 場 合,産 業 の 中で の 多 角化,あ るい は規 模 の メ リ

ッ トとい うこ とを考 え,最 小限 の人 員 で 社 会 の ニ ー ズ に 応 え られ

る よ うな工 夫 な りを しない と大 変 な こと に な る とい う感 じが す る。

(3)契 約 ・委託 ・仕 様

・ 人 材派 遣法 施 行 に伴 い ,ソ フ トウェア ・ハ ウスとユーザー との 契 約

形 態 は 派 遣 法 に 則 った派 遣 契 約 か,請 負 契 約 の どち らか を選 択 せ ざ

る を得 な い。 これ ら2つ の契 約 体 系 は 一長 一短 が あ り,そ の 選択 ・

実 行 的 運用 は ソ フ トウ ェア ・ハ ウス は も ち ろん の こ とユ ーザ ー 側 に

とっ て も重 大 な 問題 で あ る。

・ 大 手 の ユ ーザ ー では ,こ れ まで の 経 験 や実 績 を もとに,法 律 家 の

協 力 を 得 て 自社 で独 自に契 約 書 を作成 して い るが,そ の内容 は各 社

ま ちま ち で あ リ ソフ トウ ェア ・ハ ウス 側 に と って もそ の対応 が 複 雑

化 して い る。

一 方 ソフ トウ ェア ・ハ ウ ス側 で契 約 書 を用 意 す る場 合 も多い が
,

そ の際 ユ ー ザ ー に とって,契 約書 内容 が ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス 側 に

有 利 に 出来 て い るの で は な い か とい う不 安 感 が あ る。

・ ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の 利 用が ユ ー ザ ー に おい て広範 囲 に 及 ん で

きつ つ あ り,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の利 用 経 験 の 零 しい コーー ザ ーで
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は 契約 書 の不 備 か ら くる トラブル が発 生 しつつ あ る。

・ 外注 契 約 の 内容(バ グ の発 生 に対 す る処置 ,シ ス テ ム変 更 に よる

メ ンテ ナ ン ス,開 発 ソ フ トの著 作 権,ノ ウハ ウの 所属 と管 理等)を

明確 に す る必 要 が あ る。

・ 新 しい シス テ ム を開 発 す る場 合 ,プ ログ ラマー レベルに落 とす 前 に

仕 様 を ま とめ る人 間 が 非 常 に不 足 して い る し,外 注 の 際 どの程 度 ま

で 仕様 を書 いた らよい のか 標 準 化 され て い ない の で,ト ラ ブル に な

る こ と も多 い。、

シス テ ム記 述 を簡 易 に で き る言語 な どが あれ ばSE不 足 に もか な

り貢献 で きるの で は な いか 。

・ 委託 仕 様 が標 準 化 され て い な い場 合 には ,委 託 範 囲 が 不 明確(責

任 範 囲が 不 明確)と な り,作 業 の 分割,開 発 工 程 の管 理 な どが 難 し

くな る。 また,メ ンテ ナ ンス ・ロー ドも増 加 す る。

・ シス テ ム開発 作 業 の 大 部 分 を外 注 した い が ,委 託 仕 様 が あ い ま い

な た め一 括外 注 が 困難 であ る 。 また,テ ス ト,検 収 方 法 の標 準 化 も

出来 て い ない。

④ 見 積 り,価 格 指標

・ 価格 指標 と して八 月 とス テ ップ とか が一 般 的 に 使 われ て い る のが

不 明確 で あ り公 的 な権 威 あ る価 格 指標 が入 手 困難 で あ る。

・ 同一 資 料 に よ り見 積 りを依 頼 して も ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に よ り

提 示 され る工数 ・単 価 等 に× 幅 なバ ラ ツキ が あ りどれ を標 準 と して

よい か 判断 で きな い。

・ 委 託 仕 様 が あ い まい だ と開 発 工 数 の 見 積 り も不 正確 とな る。 工 数

で見 積 る よりもIOutputさ れ る製 品 の価 値 で価 格 を見積 るべ きだ と思

うが,こ の あた りの コ ンセ ン サス 作 りが 必 要 で あ る。

・ 開 発 費 用 の 見 積 り もさ る こ となが ら,メ ン テ費 用 の見 積 り手 法 の

確 立 も 望 まれ る。

⑤ 派遣 要 員 の ス キル 等
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・.外 部SEの レベ ル は,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス間,同 一 ソ フ トウ ェ

ア ・ハ ウス内 で も バ ラ ツキが あ り,利 用 して初 め て判 るの が 実情 で

あ り,必 ず し も委 託 側 の要 求 に合 わ な い ケ ー スが あ る。

・ ソ フ.ト ウ・エ ア ・ハ ウスの 供給 能 力が 不 足 し,プ ログラマー ・レベ ル

の要 員 をSEと して人 数合 せ を行 う傾 向が あ る。

この 結果,① 開 発 計 画の遅 れ,② シス テ ム 品質 の 劣 化,③ 開 発 コ

ス トの高 騰 等 の 問 題 が 生 じて きてい る。

・ 新 規 に外 部SEを 起 用 す る場 合 は ,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス か ら個

人 別 業 務 経 歴 書 の 提 出 を依 頼 す るが,そ の 記載 内容;'表 現 方法 が バ

ラバ ラで あ り,・外 部SEの 評価 基 準 と して 利用 す るの が 困難 な状 況

に あ る。

・ 請 負 契 約 に よ り委 託 す る場 合SEの 個 人 的能 力 を合 法的 に 把握 す

る手 段が ない 。

・ 業 務 に関 す る知 識 ,考 え 方 の 習得 が 短 期 間 で可能 か,ま たそ の人

材 が 目的 達 成 ま で定着 して くれ るか とい っ た問題 が あ る。

・ 社 員 との 外 部 技 術者 との 就 業 上 の 問 題 が あ る。 ま た,入 事,経 理

部 門 との業 務 分 担 を明確 化 す る必 要 が あ る。

・ ユ ーザ ー 先 の作 業 場 で作 業 す る と きの 発 注 依頼 の 内容 と派 遣 法 で

い う指揮 命 令 と の 実体 が不 明確 で あ る 。

・ 派 遣 者 の適 正 な ラ ンク付 が 必 要 であ る。'

⑥ 要 員 の定 着 性 か ら くる 問題

・ プ ロ ジェク トの 進行 中に ソフ トハ ウス側 のっこ うに よ り要 員 を交 替

した り,経 験 の 浅 い要 員 との 抱 き合 わせ 構 成 な どが あ リ シス テ ム開

発 計 画 に 支 障 を きた す ケー スが あ る。 ま た,シ ス テ ム の保 守 を依 頼

す る場合 は,要 員 の定 着 性 が 悪 い と効 率が 落 ちる な どの 問題 が あ る。

・ 高 度 な仕 事 を委 託 して いた ソフ トハ ウス の担 当SEが 突 然 や め て

しま うとそ の 補 充 が 非 常 に困 難 であ る。

・ 人 の定 着 性 の 問 題 か らくる保 守 ,フ ォ ロー ア ップ の悪 さが 問題 と
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な っ て い る。 これ は,ユ ー ザ ー と ソ フ トウェ ア ・ハ ウス との ドキ ュ

メ ンテ ー シ ョン を 中 心 と した標 準化 の 問題 で もあ る と思 え る が ,こ

の 辺 が まだ 必 ず し も満 足 で き る状 態 で は ない。

・ メ ンテ ナ ンス の問 題 で要 員 の定 着 度 合 い が 問題 とな ってい る
。

日本 の 風 土 では専 門家 に 対す る認 識 や処 遇 が 定 着 して い ない こ と,

'!ソ フ トウ ェア ・ハ ウスに対 して も安 く使 え る とい うこ とだ け が 利用

の 目安 とな って い る こ とに起 因 して い る と思 わ れ る。

(7)ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ'パ 、

・ 次期 シス テ ムで さ らに 多大 の シス テ ム開 発 が 予 想 され て お り
,パ

ッケー ジの 活 用,ア プ リケ ー シ ョンの 共 有(共 同)化 な ど,自 前 の

シス テ ム開 発 を少 しで も削減 可 能 とす る環境 整 備 が是 非望 まれ る。

・ 流通 ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ を利用 した いが ,適 用 で き る範 囲

が特 定 の メ ー カー 系 に限 られ て お り,も っ と広 く使 え る こ とが 望 ま

れ る。

・ 自社 に 適 した パ ッケ ニ ジ選 択 の た め の標 準 化 され た 資料 ・情 報 が

整 備 され てい な い の で,適 切 な比 較 ・評 価 が できない。 また,粗 悪 ソ

フ ト防 止 の た め に は 権 威 の あ る評 価 が 必要 と思 わ れ る。

⑧ そ の 他

・ ソ フ ト会 社 を選 定 す る ため の 情 報 が 整 備 さ れ て お らず ,突 然倒 産

して しま った 場 合 など シ ス テ ム開 発 が 停 滞 して しま う。

・ 社 内 標 準 仕 様 体 系 と委 託 先 ソ フ トハ ウス仕 様 体 系 ρ差 に よ り
,社

内 での保 守 が難 し くな る。 また,上 流工 程 の標 準 化 のみ に と どま る

と下流 工 程 の標 準 は,ソ フ トハ ウス に 任 され る こ と とな り,ソ フ ト

ハ ウス の レベ ル に品 質 が 左 右 され る。
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2ユ ーザ ー ・サ イ ドか らの 具 体 的 問 題

指 摘 と解 決方 法 の提 示

2.t目 的 と経緯

ユ ーザ ーの 持 つ様 々 な問 題 の解 決 を図 るには,ま ず ユー ザ ー 自 らが そ の

内容 と望 ま しい 解決 の あ り方 を,広 く一 般 ユー ザ ーだ け で な く情 報 産業 側

に も十 分 理解 で き る よ う具 体 的 な形 で整 理,と りま とめ る こ とが 第 一 歩 で

あ る。

これ は,場 合 に よ って は ユ ーザ ー のエ ゴや無 知 な面 が 出て も,出 来 る限

り生 の まま で と りま とめ,公 表 す る こ とが 大 切 と思 わ れ る。

この よ うな観 点 か ら,実 際 の業 務 に密 着 した 形 での 検 討 を ユ ーザ ー 企業

の 実 務者 の 協 力 に よ り行 って み た 。

検 討 に あ た り,メ ンバ ー各 々か ら どの よ うな問 題 が あ るか を網 羅 的 に列

挙 して みた 結 果 が表1で あ る。

表1ユ ー ザ ーの 抱 え る問題 点 の一 例

分 類 項 目

1.要 員 問 題 ① 情報処理技術者の供給 ・確保

(7) ② 情報処理技術者に必要 とされる知識・技術

③ 情報処理技術者の教育方法及びツール

④ 情報処理技術者試験(の 改善)

⑤ 情 報 処理 技術 者 の 処遇 ・キ ャ リア ・パス

⑥ エ ン ド ・ユー ザ ー に対 す る教 育

⑦ 労務管理

H.ソ フ ト ウ ェ ア ・ ハ ① ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の選定 基 準

ウスの活 用 ② 委託仕様等の標準化

(7) ③ 委託費用

④ 派遣 要 員 の質 ・レベ ル

⑤ 派遣要員の定着性

⑥ ソフ トウ ェア ・ハ ウス との連 携 体 制

⑦ ソ フ トウ ェア業 界 の 構造 ・体 質
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分.類 項 目 .

皿.ソ フ ト ウ ェ ア の 生 ① ソフ トウ ェア ・ハ ウス の活 用(業 務発 注の 範囲 ・方法)

産性向上 ② ソフ トウ ェア 生産 技 術 及 び ツール

(8) ③ 管 理 技術(品 質 ・プ ロ ジ ェク ト管理 な ど)及 び ツー ル

④ システム要求記述言語

⑤ ソフ トウェア ・パ ッケー ジの 流通 ・利 用

⑥ ア プ リケ ー シ ・ンの 共 有(同)化 ・標 準化

⑦ 非専門家用の簡易言語

⑧ ソ フ トウェア のモ ジ ュー ル化 ・合成

M情 報資産の活用 ① 同一メーカーにおける新旧機種の連続性確保

(10) ②FD等 の物理媒体の標準
|

③ 操作性の継承 ・統一

④ ワー プ ロの 文章 フ ォー マ ッ トの 標準 化

⑤ コー ド(漢 字 コー ドな ど)の 標準 化

⑥ 言語の標準化

⑦ ドキ ュメ ン ト等 の 標 準

⑧ ソ フ トウ ェアの 移 植 ・合 成

⑨ コ ンバ ー ジ 。 シ ・ツ ー ル

⑩ 標準化体制(策 定 ・普及 ・指導)

V.デ ー タベ ー ス の 構 ① 商 用DBの デ ィレク トリ

築 ・利 用 ② 商 用DBサ ー ビス(ダ ウ ンロー デ ィ ング等 の規制)

(16) ③DBの 使用料金

④ 情報の公開及び著作権

⑤ データベース検索技術者等,専 門技術者の育成

⑥ デ ー タベ ー ス ・ア ク セス 言語

⑦ パ ー ソナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ 用 リ レ ー シ ・ナ ルDB

⑧ 分散 型 デ ー タベ ー ス

⑨ 異種データベース統合化

⑩ マル チ メデ ィア(音 声 ・図 形 等)蓄 積 ・統 合 利 用

⑪ ワーク ス テ ー シ ・ン及び 専 用 端末

⑫ 大容量高速記憶技術

⑬ デ ー タベ ース管 理技 術

⑭ データ構造記述言語

⑮ デ ー タベ ース へ の入 力方 式

⑯ 漢字辞書

v[.相 互 接 続 ① メー カー情 報 の公 開

(23) ② イン ター オペ ラ ビ リテ ィー情 報 の一 元化 ・提 供
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分 類 項 目

③OSI上 位 レイヤの標準化

④ 異 種 ネ ッ トワーク管 理 技術

⑤ パ ソコ ンOSの 互換 性

⑥ エ ミュ レー タ(パ ソコ ン用)

⑦ ネ ットワーク端末(接 続可能端末の制約)

⑧PABX(PBX)

⑨ ゲ ー トウ ェイ

⑩LANプ ロ トコル

⑪ 日本 語 テ レ ック ス

⑫MHS

⑬ データ圧縮方式

⑭ ワ ー プ ロ文 書 間通信 プ ロ トコル

⑮ 電 子 メー ル

⑯ メディア変換

⑰ 画面変換

⑱ プ ログ ラ ミング言語

⑲ 制 御 コー ド(漢 字 コー ド,画 像 制 御 コー ドな ど)

⑳ デ ー タ ・コ ー ド

⑳ 伝 送 フ ォー マ ッ ト

⑫ 通信制御手順

⑳ コ ン バ ー ジ ・ン技 術 ・ ツ ー ル

Wシ ス テ ム構 築 ・運 ① メ ー カ ー ・SEの 質 ・ レ ベ ル

用 ② メ ー カー のサ ポ ー ト体制

(14) ③ ユーザー相互の情報交換

④ ユ ー ザ ーの苦 情 ・要 望 を受 け る機 関

⑤ ハ ー ドウ ェア の性 能 評価 方 法

⑥ 日本語処理機能

⑦ 画像処理(CAD!cAM)

⑧AIの 応用

⑨ マ ンマ シ ン ・イン タ フ ェイス'

⑩ 専 用言 語(ロ ボ ッ ト用,プ ロ トコル 記述,シ ステ ム記述 言語 な ど)

' ⑪ ドキュメント自動生成'

⑫ ハ イ ス ピ ー ド ・ コ ン ピ ュ ー タ

⑬ ソ フ トフ リー!メ ンテ ナ ンス フ リー に対 す る技 術
『⑭ メ ー カ ー ・機 種 に 依 存 しな い ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

珊.セ キ ュ リテ ィ ① セ キ ュ リテ ィー技 術(ex.暗 号化)

(7) ② セ キ ュ リテ ィー情 報(製 品,ノ ウハ ウ)
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分 類 項 目

③ セ キ ュ リテ ィー 教育(倫 理 教育)

④ セ キ ュ リテ ィー確 保 の ルー ル ・指 針

⑤ トラブルの解決体制

⑥ 復旧技術

⑦ セキ ェリテ ィーコス トに対 す る税制 措 置(ex.事 故 ・災 害時 の内 部

留保など)

計(92) '

この よ うに ユ ーザ ー の持 つ 問 題 点は 極 め て広 汎 で あ る と同 時 に 派 生 す る

問題 の性 質や解 決の方法 も様 々であ'll,す べ ての問 題 を短 期 間 で整理 す る こ と

は 不 可 能 であ る。

こ のた め,と りあえ ず 重 要 と思わ れ る21項 目を取 り上 げ,次 の よ うな

視 点 か らの整 理 と検 討 を試 み た 。

(1)要 員 問 題

① 要 員 構 成

現状 では,OSに モ デル ア イ を加 え る な ど,メ ー カ ー部 分 に タ ッチ

す る必要 が 多 い に もか か わ らず,ア プ リケ ご シ ョンに 偏 った 要 員 構成

に な らざ る を得 ない 。 ユ ー ザ ー の主 体 性 を保 つ た め に も要 員 構 成 の あ

り方 とは 。

② メー カ ー部 分 に対 して 必要 な知 識 ・技 術

ユ ーザ ーが メー カ ー に 色 々な サ オ『ニ トな どを要 求 した くと も,そ の

知 識,技 術 を持 つ もの が 少 な い。 メー カ ー,ユ ー ザ ー の機 能 分 担 を考

え,基 本 部 分 につ いて ユ ー ザ ーが 持 つ べ き知 識,技 術 とは 。 ま た,機

器 リプ レー ス コ ンサ ル タ ン ト業 も一 案 。

② ソ フ トウ ェア ハ ウス の 活 用

③ 派遣 者 の作 業 方 法(場 所)

シス テ ム開発 を行 う場 合,ユ ー ザ ー部 門 に ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の

入 間 が常 駐 して作 業 を 行 うが,外 注 部 分 の増 加 に伴 い作 業 場 所 の確 保
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は 困 難 に な りつ つ あ る。 本 当 に必要 な人 間 の常駐 など,作 業 方法 のあ り

方 。

④ 派遣 法 の 問題

派 遣 契 約 にお け る使用 者 責 任 な ど,FM法 を中 心 と した法 制度 に お

い て ユ ーザ ー側 で問 題 を持 ってい る。 特 に これか ら税 制 との 関連 で 派

遣 契 約 の方 向が 多 くな り;ソ フ トウ ェア:ハ ウスの対 応 を含 め 問題 点 は。

⑤ 契 約 書 の 標 準 モ デル

派遣,請 負,出 来 高払 い な どの幾 つ か の 契 約方 法 が ある が,標 準 的

な ものは ソ フ ト業 界 が 作 った もの だけ で,ユ ー ザ ー では 個 々に 法 律 家

の協 力 を 得 て 作成 して い る。 ユ ー ザ ー と して共 通 に利 用 可 能 な契 約 書

の モ デ ル は 。

⑥ 派 遣SEの 評価 基 準

派遣 さ れ て くるSEの 質,レ ベ ル は ソ フ トウ ェア ・ハ ウス 間,同 一

ソフ トウ ェア ・ハ ウス 内 で も非 常 に バ ラ ツキ が あ り,プ ログ ラマー ・レ

ベ ル の 人 間 をSEと して 受 け ざ るを 得 なか った り,SEと して の経 費

を支 払 わ ざ るを得 ないb派 遣SEの 質 ・レベ ル を評価 で きる 基 準 は 。

㈲ ソフ トウ ェ アの生 産 性

⑦ ソフ トウ ェア開 発 支 援 ツール の ユ ーザ ニ 評価

メー カ ー,ソ フ トウ 土ア ・ハ ウス な どで,各 種 の開 発 支 援 ツール が

提供 さ れ てい るが,そ の 性 能 ○ 限 界 な どは ユ ーザ ー 自 らが 膨 大 な時 間

と コス トを か け調 査 しな くて は な らない。 使 い た くと もす ぐ飛 び つ け

な い。 適 正 な評 価 が あ れば 。

⑧ 開 発 環 境

メン テ ナ ンス等 を考 え た場 合,ど の よ うな ツール な どを利 用 して 開

発 したか が 大 きな 問題 に な る。 特 に ソ フ トウ ェア ・ハ ウス と ユ ー ザ ー

の 開 発 環 境 の違 い は大 きな 問 題 に な る。 整 合 性 を保 つべ き局 面は 。

⑨ ユ ー ザ ー に必要 な 評価 尺度

生産 性 を測 る尺 度1つ とって も,現 在 はstep数 な ど規 模 的 な もの で ,
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機 能 的 に 測 れ る ものが な い。

ユ ー ザ ー に と って どの よ うな評 価 尺 度が 必 要 な の か。

⑩ 情 報 資 源 の管 理(1)

各 種 の 情報 資源 が あ る程 度 統 一 して 管理 され て い ない と,情 報 資 産

の 活 用 ば か りか,相 互 接 続 な どで余 分 な ソ フ トウ ェア開 発 が 必 要 に な

る。 特 に 供 給 側 で の 部 門間 の不 調 整 な どか らユ ー ザ ー に しわ 寄 せ が あ

る。

⑪ 情報 資 源 の 管 理 ②

上 記に つ い て,コ ーー ザ ー 自身 で も,十 分行 わ れ て い ない た め各 種 の

問題 が 発 生 して い る。

どの よ うに情報 資 源 の 管 理 をユ ー ザ ー で行 うべ きか。(事 例)

(4)情 報 資産 の 活用

⑫ 同一 メー カー にお け る新 旧連 続 性 の 確 保'

同 一 メー カー の 提供 す る周辺 機 器 や バ ー ジ ョン ・ア ップ,リ リー ス

・ア ップ したOSな ど連 続 性 が確 保 され てい ない 。 どの よ うな もの を

最 低 限 どの よ うな形 で保 証 して欲 しいか,メ ー カー に サ ポー トして欲

しい か 。

⑬ ユ ーザ ー と メー カ ー の 責任 分 界点

メー カ ー側 では,ユ ー ザ ー の利 用 環 境 を作 り出せ ない た め,十 分 な

テ ス トを経 ず して 製 品 を 供給 し,ユ ー ザ ー側 で も 自己 防衛 と して どの

よ うにす れ ば使 え るか を テス トして い る。 メー カー バ グ や 限 界 効 能 な

ど責 任 分界 とそ の取 扱 い は。

⑭ パ ソ コ ンに お け る互 換 性 の 確保(問 題 と要 望)

パ ソコ ン を利用 して い くシ ス テ ムの 増 加 が 予 想 され るが,ど の よ う

な部 分 で互 換性 が 欠 如 して い るの か,そ れ に 対 して ユー ザ ー が 対 応

(工 夫)し て い る方法 は,ま た メーカーか らの サ ポー ト等 は ど うか 。

⑮ パ ソ コンに お け る互換 性 の確 保

ユ ーザ ー 自体 で 自己 防 衛 的 に様 々な工 夫 が な され て い る。 そ の 際 の
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一
導入 体 制,思 想 とい っ た もの は どの よ うな ものか 。

⑤ 相 互 接 続

⑯ 情 報 公 開 に対 して の メ ーカ ー対 応

ユ ー ザ ー で各 種 の 機 器 ・シス テ ム の相互 接 続 を図 る場 合,メ ー カー

の対 応 は不 十 分 で あ る。 これ ま で,ど の よ うな情 報 の 公 開 を要 求 し,

メー カーは どこ ま で 対 応 したか,今 後 何が 欲 しい か。

⑰ ユ ー ザー に必 要 な メ ー カー の製 品情報

個 別 対 応 的 に メ ー カー に 要求 す るの では な く,ユ ー ザ ー と して必 要

な 情報(ex.性 能 限 界,接 続条件 な ど)は どの ような ものなのか,ま た メ

ー カー は本 来 どの よ うな情 報 を ユ ーザ ー に 提 示 す べ きか 。

⑱OSIへ の要 望(主 と して上位 レイ ヤ)

ネ ッ トワー ク ・プ ロ トコノセの上 位 レイ ヤ は,ユ ー ザ ー が ア プ リケー

シ ョンに 立 脚 し,相 手 との 接続 条 件 を提 示 しつ つ解 決 すべ き もの で あ

るが,OSIに お け る標 準 化 及 び そ の製 品 に対 す るユ ー ザ ー ・ニー ズ

は。

⑲ ケ ー ブ ル の接 続 仕 様

ホ ス ト,タ ー ミナ ル 等 の接 続 にお いて ケ ー ブ ル の仕 様 が 様 々 であ る。

シス テ ムの変 更 や 移 動,新 規 設 置 な どが 頻 繁 に な りつつ あ り,そ の た

め の配 線工 事 な どの 経 費 が 膨大 に な ってい る。 仕 様 の 統 一 な どは。

⑳ デ ー タ コー ドの 標 準 化

企 業 間 ネ ッ トワー ク にお い て各 種 の コー ドの標 準化 は,必 要 で あ る

に もか か わ らず,全 く と言 って よい程 進ん でい な い。

今後,特 に 共 通 して 利 用 す る よ う な コー ドに 関 して の標 準 化 ニー ズ

は。

⑳ 画 像 デ ー タの互 換 性

今 後,CADを は じめ とす る 画像処 理 需 要 の増 大 が 見 込 ま れ るが,

ドキ ュ メ ン トを取 り扱 う際 な ど不都 合が 生 じて い る。 メー カーへ の要

求 と標 準 化 すべ き分 野 は。
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この結果,要 員問題は大 きな問題 であるが,ユ ーザー企業個 々の姿勢 と

密着 してい る問題 であるため,整 理対 象か ら外 したほか,解 決の方法 な ど

が重複す る項 目は統合す るな ど して,最 終的 に次節 で紹介す る12項 目に

ま とめ あげた。

これ らの問題 の解 決の難 易 とユー ザーへ の効果は表2の ように分析 でき

る。

表2ユ ーザ ー問題の効果/解 決の難易

ユ ーザ ーへ の効 果〉

'小
中 ・ 大

容 ・契約書の標準化 ・外部SEの 業務経歴書 ・ケー ブ ル接 続仕 様 の標

易 の標準化 準化

・派遣法の問題 ・ユー ザ ー に必 要 な評 価 ・同 一 メ ー カ ー に お け る

普 尺度 新旧連続性の確保

》

通
・ユ ー ザ ー に 必 要 な メ 一

癖
カー製品情報

決
の

・ メー カ ー と ユ ー ザ ー の ・ソ フ トウ ェア開発 支 援

難 難 責任分界点 ツ ー ル

易
度 し

・各種定義類の一元化 'パ ソ コンに おけ る互 換

性の確保
い 、 ・デ ー タ ・コ ー ドの 標 準

化

2.2第1次 ユ ー ザ ー調 査 票

こ こ では,前 節 での 検 討活 動 の成 果 で あ る12項 目 の内 容 につ い て紹 介

す る。

但 し,こ の 内 容 につ いて は前 に も述べ た通 り,現 実 の業 務 を通 して の ユ

ーザ ー の切 実 な問 題 で は あ るが
,そ の解 決 方 法 につ いて は ユ ーザ ー の 一 方

的 な意 見 とな って い る箇 所 も多 々あ る と思 え る。

従 って,こ れ らについてはさ らに広 くユ ー ザ ー の意 見 も吸収 しつ つ 解 決 へ

の対 応 を図 る こ とが 必 要 で あ る。
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この た め,別 途 コ ン ピュ ー タ ・ユー ザー1,000社 を 対 象 に した ア ン ケ

ー ト調 査 を行 って お り
,定 量 的 な評 価 を試 み て い るの で 本 書=の巻 末 参 考 資

料 を ご参 照 い た だ きた い。
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(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス の 活 用

分

類
ソ フ ト ウ ェア ・ハ ウ ス の 活 用

項

目
派 遣 法 の 問 題

〔背景 〕

この7月 か らの 人 材 派遣 法 の施 行 に伴 い,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス とユ ーザ ー との契 約形 態

は 派遣 法 に則 った 派遣 契 約 か,請 負 契 約 の ど ち らか を選 択 せ ざ るを得 な い。 これ ら2つ の契

約形 態 は各 々一長 一 短 が あ り,そ の 選択 は ソ フ トウ ェア ・ハ ウス は も ちろん の こ とユ ーザ ー

に と って も重 大 な問 題 で ある。

〔現状 の問 題 〕

(1)ユ ーザ ー が派 遣 契 約 を選 択 した 場合,次 の よ うな問題 が発 生 す る。

① ソフ トウ ェア ・ハ ウス の 中に は人材 確 保 の観 点 か ら派遣 登 録 を しない 会社 も あ り,ユ

ー ザ ーが 派遣 契 約 を希 望 して も
,派 遣 を して も らえ ない こ と も予 想 され る。

② 派遣 契 約の 場 合,派 遣 労 働 者 に対 す る労 基 法 等 の管理 や管 理 台 帳 の備 え 付 け 等使 用者

責 任 が発 生 す る。

③ 派遣 契 約の 場 合,派 遣 先 にて 作 業 をす る こ とが前 提 とな る為,派 遣 先 に ソ フ トウ ェア

・ハ ウス 要員 の ス ペー ス を確 保 す る こ とが必要 に な るが
,そ の ス ペ ース 確保 が 次第 に困

難iにな りつ つ あ る。

④ 現在 の ソフ トウ ェア 業界 は多 重 構 造 に な っ てお り,二 重,三 重 の 派遣 が行 わ れ て い る

の が実状 であ る。 しか し,今 後 派 遣 法 に よ り多 重 派遣 が 禁止 され る為,ユ ー ザ ー は,多

くの ソフ トウ ェア ・ハ ウス要 員 を直 接 に 指揮 ・命 令 しな くて は な らず,ユ ー ザ ー に と り

管 理 ロー ドが増 加 す る。

(2)ユ ー ザ ー が請 負契 約 を選択 した 場 合,次 の よ うな問題 が発 生 す る。

① 基 本 設 計 フ ェーズ,シ ス テ ム テス トフ ェーズ にお いて はユ ーザ ー と ソフ トウ ェア ・ハ

ウス は共 同作 業 に近 い形 を採 る ことが 多 い が,こ れ らの作 業形 態 は請負 契 約 に な じみ に

くい。

② 請 負 契 約 に よ り,ユ ー ザ ー の 資料 を ソフ トウ ェア ・ハ ウス に持 ち帰 って作 業 を す る場

合,ユ ー ザー の機 密が 十 分 に確 保 で き ない恐 れ が あ る。

③ 派遣 契 約 の場 合,ソ フ トウ ェア ・ハ ウスへ の 支 払代 金 は多 くの場 合経 費 処 理 が 認 め ら

れ て い た が,請 負 契 約 の場 合,繰 延 資 産 と して扱 われる可 能性 が大 で あ り,税 務 処理上 大

きな 問題 で あ る。

④ 派遣 契約 の場 合,著 作 権 は派 遣 先(ユ ー ザ ー側)に ある と解 釈 され て い るが,請 負契

約 の場 合,著 作 権 は 原始 的 に は 受注 側 に発 生す る こ とに な る。

この 為,ユ ー ザ ー は,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス か らそ の著 作 権 を譲 渡 して貰 う こ とが必

要 とな る。

⑤ シス テ ム開 発 に 当 た っ て は状 況 の変 化 に対 し素早 く対 応 しな くては な らな い場 合 が あ

る が,請 負 契 約 は 派遣 契 約 に 比 し,柔 軟 性 に 欠 け る き らい が あ る。
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〔解 決 の方 法 〕

(1)基 本 的 な考 え 方

情 報 サ ー ビス 関 係 業務 に は請 負 に向 いて い る業務,派 遣 でな くて は や りに くい業務 が あ

り,ユ ーザ ー はそ の 対 象業務 の 性質 及 びそ の管 理方 法 等 を勘案 し契約 形 態 を選 択 す る こと

に な る。そ の際 ソフ トウ ェア ・ハ ウス と して はユ ーザ ー が請 負 ・派遣 どち らの契 約形 態 を

希 望 した と して も,そ の要 望 に応 じ られ る体 制 を整 え て いた だ きた い。

そ の 為 に は,ユ ーザ ー と して も作 業環 境 を整備 す る こ とが必要 で あ るが,ソ フ トウ ェア
・ハ ウス と して は

,ユ ーザ ー の下 請 的な業 務 に甘 ん じる こ とな く,'ソ フ トウ ェア ・ハ ウス

と して 自立 して業 務 が で きる能 力(財 政 面,技 術 面1管 理 面)を 備 え て欲 しい。

(2)具 体 策

く ソ フ トウェア ・ハ ウス 業界 へ の要望 〉

① 基 本 設計 フ ェーズ,シ ス テ ムテ ス トフ ェーズ の よ うな成 果物 の 内容 を特 定 しに く く,

トライ ・ア ン ド ・エ ラー を重 ね,委 託 先 と密接 な コ ミ ュニ ケー シ ・ン をは か りな が ら進

め て い く業 務 に つ いて も,請 負契 約及 び 派遣 契約 の ど ち ら も対 処 可能 な よ うに,契 約面,

実態 面 での整 備 を図 る。

② ソフ トウ ェア ・ハ ウス は ユー ザ ー の信頼 に応 え るべ く,財 政面,技 術 面,業 務知 識 面,

管 理 面,ゼ キ ュ リテ ィー面 に お け る充 実が 望 まれ る。

③ 特 にセキ ュリティー面 に つい ては,ユ ー ザ ーが安 心 で きる よ う,施 設面,人 事管 理 面,

運 用 面 での 整 備 が望 まれ る。

④ 請負 契 約 の 場 合,著 作 権 の ユ ー ザー への 譲 渡に つ い ては,当 然 の こ ど と し,ソ フ トウ

ェア ・ハ ウス とユ ー ザー との標準 契約 書 の 中 に盛 り込 む こ と と して欲 しい 。

⑤ 派遣 契 約 の場 合 は もちろ ん の こ と,請 負契 約の 場 合 に お いて も作 業 ス ペ ース の 問題 は

深 刻 で あ り,持 ち帰 り可能 な作 業 につ きソフ トウ ェア ・ハ ウス 内に て作 業 を行 って欲 し,

い。 な お,こ の場 合 に は,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス 内で充 分 なセキュリティー が保 た れ てい

る ことが前 提 とな る。

ま た,ユ ーザ ー コ ン ピ ュー タに接 続 す るTSS端 末 をソ フ トウ ェア ・ハ ウス に設 置 し,

シス テ ム 開発 が行 え る体 制 を整 備 す る。 この 際 に は,ユ ー ザ ー情報 の漏 洩 や,機 械 の 不

正 使 用 が な され ない よ うセ キ ュ リテ ィー面 で の配慮 が必 要 で ある。

⑥ ソ フ トウ ェア ・ハ ウス は業 種 別 に特化 す る等,ユ ー ザ ー 業務 に 関 して高 い知 識 を保有

し,よ り高 度 なサー ビス をユ ーザ ーに 提 供 して欲 しい 。

⑦ ソ フ トウ ェア ・ハ ウス は 要員 に対 し定 期 的 な教 育 ・研 修 を行 うこ とに よ り,常 に一定

レベ ル以上 の ス キ ル を保 持 して欲 しい。
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分

類
ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス の 活 用

項

目
契 約 書 の 標 準 化

9 74,←

.、
'

〔背 景 〕

顧 客 サ ー ビス 向上 や 企 業 体質 改 善 のご 環 と レて業 務 シス テ ム化 ニ ーズ は量 的 に も,質 的 に

も高 ま ってい る。.,
,・

い ず れ の企 業 も開 発 バ ック ・ログ を大量 に抱 え,今 後更 に増 加す る傾 向 に ある。

各 企業 に お い て,そ の早 期 解 消 は重 要 な課 題 で あ り開 発 業務 を外 部 に委 託 す る こ とに よ り鵬
解決するケースが一般的になっている。.

〆

ト

〔現状 の問題 点 〕

(1)大 手 の ユ ーザ ーで は,こ れ ま での経 験 や実 績 を も とに,法 律 家 の協 力 を得 て 自社 で独 自

に契 約書 を作 成 してい るが,そ の 内容 は各 社 ま ちま ち で あ る。

② この た め,ソ フ ト.ウェア ・ハ ウス側 に とって もそ の対応 が煩 雑 化 してい る。

(3)一 方,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス側 で契 約書 を用 意 す る場 合 も多 い が,そ の 際 ユー ザ ーに と

って,契 約書 内容 が ソフ トウ ェア、・ハ ウス側 に有利 に で きて い る の で はな い か とい う不 安
・

感 が ある。

(4)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の利 用 が ユ ーザ ー に お い て広範 に及 ん で きつつ あ り,ソ フ トウ ェ

ア ・ハ ウス の利 用 経 験 の乏 しい ユー ザ ー では契 約 書 の 不備 か ら くる トラブル が発 生 しつつ
、

あ る。

.

.

「

〔解 決 の方 法 〕

ガイ ドラ イ ン とな り得 る標 準的 な契 約書 等 を ソフ トウ ェア ・ハ ウ ス側 との 十分 な調 整 の う
`

え作 成 し,そ れ を普 及 して い くよ うな指 導 ・普 及 体 制 が必 要 で あ る。φ 、

その際,新 規開発契約や保守契約などの作業別,請 負,派 遣などの形態別ごとのきめ細かな.

ガイドラインが望まれる。
,

また,実 際 の 業務 発 注 に お い て要 求 仕様 の表 現方 法,見 積 り,査 定 の方 法,検 収 方法,環 疵

と機 能 追 加 の判別 な どソ フ トウ ェア ・ハ ウス 側 との トラ ブル とな る要 因 が多 々 あるの で,こ

れ らに つ い て も早 急 にユ ー ザ ー側 と ソラ トウ ェァ ・ハ ウス側 との調 整 を行 い,基 本 的 なチ ェ

ック ポ イ ン トや判 断基 準 とな るべ き ガイ ドライ ンを ま とめ る必 要 が あ る。

こ こでは,請 負(委 託)契 約 の場 合 を取 上 げ,標 準 的 な契 約 書 の 作成 に 際 しての考 え 方 を

ま とめ,参 考 に供 す る こと とす る。

(1)契 約 書 の 種類

① 基本契約書一[韓

② 個別契約書
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(2)記 載 要 件

契 約 書
記 載 要 件

本 文 覚 書 個別契約書

・用語 の定 義 ○
・目 的 ○
・委託の方法(個 別契約の手続) ○ `「

・完成 の 義務 ○
・作業報告及び納品 ○
・検 収 ○
・作 業 環境 く作 業 場 所 ・使 用設備 ・.備品等). ○

'〉

○
・委託料金の単価,算 定及び支払 ○ ○
・資料 の 提 供,返 却 ○
・プ ロ グ ラムの所 有 権 ○ '

.

・機密保持 ○
・再 委 託 の 制 限

,. ○
・瑠疵担保責任 ○
・損害賠償 ○
・契約の有効期間 ○
・契約の解除 ○
・協議(疑 義の処理) ○
・作 業 内容 ○ ○
・作業条件 ○ ○
・納品物件と納品方法 ○

'○

・作業期間 ○ ○
・契約金額 ○ ○

(3)事 務処理上の必要書類

書 類 委 託元 委託先

・見積依頼書

・見積書

・見積査定書

・注文書

・注文請書

・作業報告書(中 間)

・作業報告書(完 了)

・検収書

・完了証明書

・請求書

・(資 産管理台帳)

○

↓

鴫

鴫

「

?
○

<

○

↓

以上の考え方に基づき作成 した標準的な基本契約書,個 別発注書(契 約書)の 一例を次

に示す。
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業 務 委 託 基 本 契 約 書

(以 下 甲 とい う)と(以 下 乙 とい う)

とは,コ ン ピ ュー タ シス テ ムの 開 発 業 務 の委 託 に 関 して,次 の通 り契 約 を締結 す る。

第1条(定 義)

本契約で使用する下記の用語は,そ れぞれ次の定義によるものとする。

(1)「 個別契約」 とは,本 契約の契約期間中,随 時,甲 と乙 との間において締結され

る 「本件業務」に関する個々の委託契約をいう。

(2)「 本件業務」 とは,甲 が委託するコンピュータシステム開発業務をいい,そ の範

囲,委 託料については,次 の区分を設けるもの とする。

イ.開 発業務の全工程(プ ランから製品化まで)を 一括 して乙に委託するもの。そ

の場合の委託料は難易度 と開発量に応 じて定める。

ロ.甲 主体の開発業務の一部工程のみを乙に委託するもの,そ の場合の委託料は難

易度と開発量に応 じて定める。

(3)「 本件業務」の内容,条 件については,前 項2号 の区分 とともに,「 個別契約」

において,都 度定められるものとする。

第2条(契 約の 目的)

本 契 約 は,コ ン ピ ュー タ シ ス テ ムの 開発 業 務 に 関 して,甲 を委 託者 と し,乙 を受 託

者 とす る業 務 委 託 の基 本 事 項 を定 め る こ とを 目的 とす る。

第3条(継 続的委託)

本契約の有効期間中,随 時,甲 は乙に対 し本契約および個別契約所定の条件に従い

本件業務を委託するものとし,乙 はこれを受託するものとする。

第4条(基 本契約性)

本契約は,契 約の目的の範囲内において,甲 と乙との間に締結される個別契約につ

いて共通に適用されるもの とする。ただ し,個 別契約の締結にあたり,本 契約の一部

を除外する旨の合意がなされる事を妨げない。

第5条(個 別契約の成立手続)

個別契約の成立は,次 の手続を行 う事により成立するものとする。

(1)甲 が乙に対し,本 件業務を委託する場合,甲 は当該業務の内容,仕 様,納 期また

は実施時期,そ の他当該業務の遂行に必要 な事項を決定 し,乙 に見積を依頼する。

(2)乙 は前項1号 の見積 依頼 内容に基 づき,速 やかに見積書を作成 し,甲 に提出す

る。

(3)甲 は前項2号 の見積書を検討 し,見 積内容が適正な場合は,乙 と協議の上決定さ

れた条件に従い個別業務委託発注書 を乙に交付 し,乙 は個別業務委託受注書を甲に

発行 し,1甲がこれを受領する。

第6条 (個 別契約の変更)

甲または乙は,必 要ある場合には,乙 または甲と協議の上個別契約の内容を変更す
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る ことが で き る。

第7条(納 品および納期)

1.乙 は個別契約所定の本件業務の遂行により作成された成果物(以 下製品という)

を作業終了報告書 と共に当該個別契約ごとに定める納期 までに指定の場所に納入す

るものとする。

2.乙 が納入期限までに製品を納入できない ときは,甲 は乙に対 し損害賠償を請求す

ることができる。但 し,甲 の責に帰すべき事由による場合はこのか ぎりではない。

第8条(作 業場所)

本 件業務 の遂行 に係わる作業場所は,乙 の作業所 とする。但 し,第13条 により

資料,機 器等を乙に提供,貸 与する場合は,別 途甲乙協議の上決定する。

第9条(運 用諸規則の遵守)

乙は甲の所有する機器を使用 して作業を行 う場合,甲 の定める運用諸規則は,こ れ'

を遵守するものとする。

第10条(労 務および安全衛生管理)

乙の本件業務の作業従事者に対する労務管理および安全衛生管理については乙が行

うものとし,労 働基準法上の使用者 としての責を負担 し,法 令ならびに監督官庁の行

政指導を遵守 し,労 働福祉 と,災 害防止のために自主管理に務め,違 反により甲に迷

惑を及ぼ してはな らない。

第11条(対 官庁関係手続)

乙は,本 件業務の作業従事者に関する労働基準法,職 業安定法,お よび労働災害保

証保険法等に基づく官庁手続き,な らびにこれに関する付帯業務一切を乙の責任にお

いて行 うものとする。

第12条(作 業 工程 の 管理)
'1

.乙 は,本 件 業 務 の 遂 行 に あた って は,各 製 品の納 期 を遵 守 す るた めに必 要 な工 程

管 理 を,乙 の責任 に おい て行 う もの とす る。

2.乙 は,本 件 業 務 の進 捗 状況 につ き,甲 が 請 求 した 場 合 は 速 や か に 甲に報 告 す る

もの とす る。 また,定 例 の 報告 要領 につ い て は個 別契 約 に て定 め る もの とす る。

第13条(主 任担当者)

1.甲teよ び乙は,本 件業務 を円滑に履行するため,業 務履行上の連絡および調整を

行 う者として,主 任担当者 を定め,個 別契約書をもって相手方に通知するものとす

る。

2.本 条に定める主任担当者は,本 契約の解除,重 要な変更,損 害賠償等の請求,和

解に関する権限を有 しないものとする。

第14条(資 料 等 の提 供 ・貸 与)

甲は,乙 の本 件 業務 遂 行 に 直接必 要 とす る資料 ・マ ニ ュア ル ・仕様 書 ・機 器 等(以

下 これ を貸与 品 とい う)を,乙 に貸 与 ・提 供 す るもの とし,乙 は,貸 与 ・提供 を受 け

た もの を も って委 託業 務 を遂 行 す る もの とす る。
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資料,マ ニ ュ アル,仕 様 書 そ の他 甲に与 え た 指示 につ い て不明 な点 お よび疑義 あ る

場 合 は,乙 は 甲に 申 し出 て,甲 の指 示 に ょ り処 理 す る もの とす る。

第15条(貸 与ttの 保 管 ・返 還.)'・.tt・"

乙 は,,全 条 の規 定 に よる貸 与 品 につ い ては,善 良 な る管 理 者 の注 意業 務 を も って こ

れ を保 管 管 理 す る と と もに,本 件業 務 の履 行 の た め に の み使 用 す る もの とす る。

、貸与 品 は,甲 の 指定 す る期 限 まで に返 還 す る もの と し,万 一乙 が汚損 ・破 損 ・紛 失

・滅失 等 の 事 故 を生 じた場 合 に は
,甲 の 指示 に 従 い,損 害 賠 償 の責 を負 うもの とす る。

第16条(納 品期限の変更)'

乙は,次 の各号にあたる場合には,甲 に対 して納品期限の変更を求めることが出来

る。変更内容については,甲 乙協議 し,文 書をもって定めるもの とする。

(1)甲 が第13条 に規定する貸与品の提供を故意に怠りまたは遅延 して本件業務の進

捗に著 しく支障 をきたした場合。

(2)甲 の本件業務の見積依頼内容に変更があり?本 件業務の遂行に著 しく支障が生 じ

た場合。

(3)天 災その他不可抗力により納期延長となった場合。

第17条(検 収 と業務 完 了手 続)

1.甲 は,乙 よ り製 品 の納 入 が あ った 場合 に は,甲 の定 あ る検 査 方法 に よ り検 査 を行

ない検 査 を合 格 した製 品 に つ き,乙 に対 し,検 収 書 を発 行 す る もの とす る。

2.検 収 期 間 は納 品後 ケ 以 内 とす る。

3.乙 は 甲の検 査 に 合格 した製 品 につ い て,甲 に納 品書 を発 行 し,甲 が これ を受 領 す

る こ とに よ っ て本件 業 務 は完 了 す る もの とす る。 ・',

第18条(瑠 疵)

前条の検査により,製 品た環流が発見された場合には,甲 は乙に対 してその旨を伝

え,期 間を指定 してその補修を要求するものとする。

製品の検収後に暇疵が発見された場合においても,乙 は甲の要求により速やかに補

修を行 うものとする。補修は検収後 カ月以内は,こ れを無償にて行 うものとする。

第19条(委 託料)

乙は,製 品の納入後,個 別契約に基づき委託料を甲に請求 し,甲 は当該請求書によ

り確認の上,請 求月の翌月末 日までに当該金額 を乙名義の銀行口座に振 り込むことに

よりこれを支払 うものとする。'

第20条(製 品の帰属)

1.本 契約vaas・いて作成 した製品に関する所有権toよ び著作権等全ての工業所有権は

甲に帰属する。

2.前 項の著作権には著作権法第27条(翻 訳権,翻 案権),同 第28条(二 次的著

作物の利用に関する元著作者の権利)の 権利を含むものとする。

第21条(著 作者人格権の制限)

本契約において作成 した製品に関して,乙 に著作者人格権が帰属する場合であっても,

乙は次の各号についてあらかじめ同意するもの とする。
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(1)甲 が任 意 に 本件 製 品 を改 変 す る こ と。

(2)甲 が本 件製 品 を任 意 の 表示 氏 名 で,任 意 に 公表 す る こと。

(3)乙 は 本件 作 業 結果 を 甲の 同意 を得 ず に公 表 しない こと。

第22条(機 密保持)

本契約の期間中,な らびに契約期間終了後 といえども,乙 は甲の同意を得ず して,

本契約teよ び個別契約の内容,本 件業務の遂行上知 り得た甲の技術上および業務上の"

一切の情報ならびに製品の内容等につき,第 三者に開示または漏洩 してはならない。'

万一,本 条義務違反により甲が損害 を被った場合には,乙 はその損害につき賠償の責'

を負 うものとする。

第23条(再 委託の禁止)

乙は,甲 の事前承諾をえず して,個 別契約に基づき甲から委託された本件業務の全

部または一部を他の第三者に委託 してはならない。'

第24条(契 約の有効期間)

本契約の有効期間は,昭 和 年 月 日から昭和 年 月 日までの

1年 間 とする。ただ し,期 間満了の1ケ 月前までに,甲 乙いずれか一方から契約解除

の意思表示がない限り,さ らに1年 間 これを延長するものとし,以 降も同様とする。

第25条(本 契約の解除)

L甲 または乙は次の各号のいずれかに該当 した場合は,相 手方に対 し文書により通

知を行った後に,本 契約期間の満了を待たずに本契約を解除することができる。

(1)甲 または乙が本契約に違反 した場合。

(2)本 契約の解除につき,甲 および乙双方が合意 した場合。

(3)甲 または乙が個別契約に違反 した場合。

前項1号 および3号 における契約解除は損害賠償の請求を妨げない。

前項2号 における契約解除は,甲 または乙のいずれからも損害賠償の請求はでき

ない。

2.甲 または乙に,次 の各号にいずれかに該当する事 由が生 じた場合には,乙 または

甲は,た だちに本契約および個別契約を解除することができる。

(1)仮 差押,差 押もしくは競売の申請または破産,和 義,会 社整理もしくは会社更

生の申立があったとき,ま たは清算に入ったとき。

(2)租 税公課を滞納 して保全差押を受けたとき。

(3)支 払いを停止 したとき。

(4)手 形交換所の取引停止処分があったとき。

(5)資 産 ・信用または事業に重大な変化が生 じ,本 契約および個別契約に基づく債

務の履行が困難になる恐れがあると認められるとき。

第26条(疑 義の処理)

本契約または個Sl喫 約に定めのない事項toよ び条項に疑義を生 じた時は,法 令なら

びに慣習に従 うものとし,甲 乙 ともに誠意ある当事者 として協議の上 これを決定する。

本契約締結の証 として本書2通 を作成 し,甲 乙記名捺印の上,各1通 を所持する。
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%

年 月 日

殿

個 別 業 務 委'託 発 注 書

年 月 日締 結 の基本 契約書第1条 第3項 お よび第5条 第3項

に基づ いて本件業務 に関 しジ 下記 の通 り発注い た します。

記

業 務 名
プ ロジ ェク ト盃

8

委 託 す る

業務の範囲

シ ス テ ム 設 計 ア ナ リシス ・プ ログ ラ ミング テ ス'ト

作業見積量

合 計
ステップ数 K プ内

;
ラ
ム訳

仕様書 プログラム モ ジュール テ作

ス

ト業

本

新 規 本 本 Kス テジプ

仕 様 書
ページ数 枚

修 正 本' 本 ラン回数 回

納 期 第1回 年 月 日 最終回 年 月 日 '回

委託の範囲
基 本 契 約第1条 第2項`イ.全 工程 一括 委託

(該 当 しない もの を抹 消)ロ.一 部 工程 の み の委 託'

作業 場 所

使 用 マシ ン

当社 マ シ ン使 用 貴社マシン使用

主任担当者 当 社 貴 社
、

委 託 料

お・ よ び

支 払 条 件

進捗 状 況

報 告要 領

そ の 他
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侮

年 月 日

殿

個 別 業 務 委 託 受 注 書

年 月'日 締結 の基本契約書第1'条 第3項 お よび第5条 第3項

に基 づいて本件業 務に関 し,下 記の通 り受注いた します。

記

業 務 名 プ ロ ジ ェク ト面

受 託 す る

業務の範囲

シ ス テ ム 設 計 アナ リシズ ・プ ログラミ ング テ ス ト

作業見積量

合 計
ステ ップ数

K プ内

;
ラ
ム訳

仕様書 プログラム モ ジュール テ作

ス

ト業

本

新 規 本 本 Kス テップ
仕 様 書
ページ数 枚

修 正 ・本 本 ラン回数 回

納 期 第1回 年 月 日 最終回 年 月 日 回

受託の範囲
基本契約第1条 第2項 イ.全 工程一括委託

(該 当 しないものを抹消)ロ.一 部工程のみの委託

作業 場 所

使 用 マ{イン

貴社マシン使用 当社マシン使用

主任担当者 貴 社 当 社

受 託 料

お よ び

支 払 条 件

進 捗 状況

報 告 要領

そ の 他
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分

類

'

ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウス の 活 用
項

目
外部SEの 業務経歴書の標準化

〔背 景 〕 ・ ・1

各社 と も2～3年 分 の システ ム開発 案 件 の バ ック ・ログ が あ り,こ れ らの対 応 の 為,SE

の 確 保 が重 要 な課 題 と な ってい る。 これ ら要 員 の確 保 にあた っては,① 社 員 の 養成,② 外部)の

フ トウ ェァハ ウス の活 用 が ある が,

・ 教 育 投 資 が少 な くて 済 む='

・ 社員 の急 激 な増 加 は でき ない

・ 費 用 の 固定 化 を招 く

・ 将 来 の処 置 の問 題

等 の 事情 が あ り,外 部 ソ フ トウ ェア ・ハ ウスへ の依 存 度 が増 々高 ま る傾 向に ある。' .
一 方

,ソ フ トウ ェア 業界 も急 激 に 膨張 した結 果,要 員 の確 保 も難 し くな りつ つ ある と とも

に,要 員 の質,レ ベ ル に バ ラ ツキが生 じて い る。

〔現 状 の 問題 点 〕 ト

(1)外 部SEの レベ ル は,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス間,同 一 ソ フ トウ ェア ・ハ ウス 内 で もバ ラ

ツキが あ り,利 用 して初 め て分 るの が実 情 で あ り,必 ず しも委 託側 の 要求 に 合 わ な い ケー

ス が ある。

(2)ソ フ トウェア ・ハ ウスの供 給能 力 が 不 足 し,プ ログラマー ・レベル の要員 をSEと して人

数 合せ を行 う傾 向 が ある。

③ この結果,① 開 発 計画 の 遅 れ,② シス テ ムの 品質 の 劣 化,③ 開発 コス トの 高 騰等 の 問題 、

が 生 じて きて い る。

(4)新 規 に外 部SEを 起 用す る場合 は,ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス か ら個人 別 業務 経 歴 書 の 提 出

を依 頼 す るが,そ の 記載 内 容,表 現 方 法 がバ ラバ ラで あ り,外 部SEの 評価 基 準 と して 利

用 す るの が 困難 な状 況に あ る。

〔解 決 の方 法 〕

外 部SEの 評価 は,各 ユ ー ザ ー企業 が 独 自の判 断 で 行 うべ き性格 の もの で あるが,新 規 に

起 用 す るSEの 場 合 は,個 人 別業 務 経歴 書 が そ の判 断 の 重 要 な要 素 とな る。 そ こで,各 ソフ

トウ ェア ・ハ ウス に よ ってバ ラバ ラな個人 別 業 務経 歴 書 の 様 式,記 載 内容 等 を標 準化 す る こ

とに よ り,外 部SEの 評価 に役 立 て る こ とが 必要 で ある。

ま た,ユ ー ザ ー で は この 個 人別 業 務 経歴 書 を も とに 自社 の 要 求 水準 との 評価 を行 い,ソ フ

トウ ェア ・ハ ウス との話 合 でそ れ に応 じた業 務 委託 料 を適 用 す る。

なts,SEは 性 格 的 要 素 が重 要 な ポ イ ン トに なるの で,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス側 か ら事前

に必 要 な情 報 を入 手 す る必要 が あるほ か,評 価 の見 直 しは定 期 的(1～3年 ごと)に 行 うよ う

にす る。
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情 報 処 理 技 術 者 経 歴 書

(所 在地)

昭和 年 月 日現在(曾)(会 社名)

ふ りがな

氏 名

性 別

男・女

餅

宮

生年月日
'年

月 日(才)
、

役 職 名 勤続年数 年 ケ月

学 校 名 学 部 ・学 科 ・専 攻 卒業年月 在 学 期 間

最終学歴 年 月

各種学校 年 月

資 格
情報処理試験

特種・一種・二種
その他資格・特記事項

業 務 経 験

作業種類(該 当個所に○印)

シ

ス

テ

ム

形

態

θ シ ス テ ム 形 態

オ ン ラ イ ン∵・O

バ ッチ … ・ …B

z

ζ

《

÷↑

ζ

委

託

先

責

任

者

調

査

●

立

案

基

本

設
,

計

詳

細

設

計

フbク ラム 全

体

テ

ス

ト

マ

ニ

ュ

ア

ル

作

成

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

構

造

設

計

コ

|

デ

イ

ン

グ

テ

ス

ト

委 託 元

業 、 種
業務名 ・業務内容 機種 OS 言語 使 用

ソフト
開始
年月 期間

'

ン

一

、
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情 報 処 理 技 術 者 経 歴 書 の 用 語 説 明

委 託 元 業 種 … … … 業 種 ・業 態 が 分 る よ うに,出 来 る限 り詳 細 に記 入 す る。

業 務 名 ・ 業 務 内 容 ・・

例:都 市 銀行,鉄 鋼 メー カー,雑 貨品 卸 売 業 等

・… … 担 当 業 務 内容 を記 入 す る。

例:販 売管 理 シス テ ムの うち,在 庫管 理 を担 当。

プロジェク ト・マ ネ ジ ャー …… … プ ロ ジ ェク トを 遂行 す るた め の,ス ケ ジ ュー ル,要 員,予

算 等の管 理 者 。

委 託 先 責 任

調 査 ・ 立

基 本 設

詳 細 設

者 … …… 請負 の 場 合 は,請 負企 業の プ ロジ ェク ト責任 者 。

派遣 の 場 合 は,派 遣 元 企業 の業 務 遂行 責 任者 。

案 … …… エ ン ド ・ユ ー ザ ー の システ ム化 ニーズ を調 査 の上,概 略 の

システ ム イメ ー ジ を作 成 し,シ ス テ ム案 を作 成 す る。

計 … … … イ ンプ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト,主 要 フ ァイル(D.B.)ピ 主 な

処理 内 容 を取 りま とめ の上,シ ステ ム機 能 を明 確 化 し,各

機 能 を個 別 プロ グ ラムの レベ ル迄 分解 す る。

計 … … … プ ログ ラ ム間 の イ.ンタ フ ェイス,中 間 フ ァ イ ル の 設 計 及

び 各 プ ログ ラム が行 うべ き機 能 を詳 細 に取 りま とめ る。

プ ロ グ ラ ム 構 造 設 計 … … … 個 別 プ ログ ラム 内 で機 能 を さ らに細分 化 し,プ ロ グ ラム 内

サ ブ ・モ ジ ュー ル又 は フ ロー チ ャー トを設 計 す る。

コ デ ィ ン グ … …… 設 計 書 か らCOBOL等 の言 語 に翻訳 す る。

プ ロ グ ラ ム ・ テ ス ト … …… テス ト ・デ ー タ を作成 し,個 別 プ ログ ラム が正 し く作動 す

る か否 か テス トす る。

シ ス テ ム ・ テ ス ト ・・

メ ン テ ナ ン ス ・・

マ ニ ュ ア ル 作 成 ・・

シ ス テ ム 形 態 ・・

、

機

O

言

使 用 ソ

・… … 個 々の プ ロ グ ラ ム を連 結 の上
,ブ ロ ック単位 又 は シス テ ム

全 体 でテス ト・デ ー タ を作 成 の上 テス トを行 う。

・… … シス テ ム稼動 後
,定 常 的 に シス テ ム修正 を担 当 す る。

…… ・ユ ー ザ ー部 門又 は コン ピュー タ部 門 用 の シス テ ム説 明書 を

指 し,開 発工 程 で作成 され る仕様書 は含 ま ない。

・… … 端末 機 又 は他 コ ン ピュー タ と会話 型 でデ ー タ交 換 を行 うシ

ス テ ム をオ ン ライ ンと し,そ れ以 外 をパ ッチ とす る。 但 し,

フ ァイル伝 送,RJEの 場 合 で も伝 送 プ ログ ラム の作 成 は オ

ン ライ ン とす る。 又,オ ン ライ ン,バ ッチの両 者 が組 み 合

わ さ った シス テ ム では シス テ ムの 双方 を記入 す る。

種 … … … 対 象業 務 の稼 動 す るコ ン ピュー タ機 種 名

例:IBM3090,F-M360

S… … … 基 本 ソ フ トウ ェア 名称 例:OS!MVS,F4

語 ・・

フ ト ウ ェ ア ・・

… …・使用 した主 要 主 語

例:COBOL,PLI,FOCUS

・…… 開発 に利 用 した 汎 用 ソフ トウ ェア 例:IMSDB!DC
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(2)ソ フ トウ ェア の生 産 性 向上

分

類
ソ フ トウ ェ ア の 生 産 性 向 上

「

項

目

ソ フ トウ ェア開発 支 援 ツール の

ユ ー ザー評 価

〔背 景 〕'、

現 在,出 現 しつ つ ある開発 支 援 ツー ル は,フ ローチ ャー ト自動 作 成 ツール 等,従 来 見 られ

た単 品 の支 援 ツール と異な り,シ ス テ ム開 発工 程 全 体 を二貫 してサ ポ ー トす る こ とを 志 向 して

い る。 この ため,導 入 に あた って は ,シ ステ ム開 発 の作 業 手 順,開 発環 境 の 整備 等 を支 援 ツ

ール(支 援 シス テ ム)と 連 携 す る よ うに進 め る こ とが 必要 で あ り
,フ ル タ ー ン キー型(設 置

後 す ぐ使用 可 能 とな るよ うな もの)の 導 入 を期 待 してい る場 合 に は,導 入 に伴 う作 業 負 荷 の

大 き さや 導入効 果 の 発 現 の遅 さに予 想外 の 感 を抱 く こと も少 な くない。

〔現 状 の 問題 点 〕

(1)ソ フ トウェア開 発 支 援 ツー ル の機 能 ・機 構面 での 問題 点

① 現状 の開発 支 援 ツール の 対象 範囲 は,製 作 工 程 中'泌 とどまっており,設 計 工 程,テ ス

ト工程 の 支 援機 能 が 不足 して い る。 この た め,ア プ リケ ー シ ・ン ・シ ス テ ムの 開発 は相

変 わ らず 人手 に依 存 してい る部 分 が大 き く,大 幅 な開発 生 産性 の向上 は実 現 してい な い。

② 設計 工程 支援 の動 き も近 年 強 ま りつつ あ り,要 求 仕様 言 語 と これ をベ ー スに した処 理

系 も試 み られ て い るが,ソ フ トウ ェアの新 規 作 成 を基 調 と して お り,既 存 の ソ フ トウ ェ

ア 資産 の再 利用 ・有効 活 用 を図 ろ うと してい る もの は限 られ てい る。

③ 現 存 の開発 支 援 ツニ ル は,ホ ス ト計 算 機上 のT・SS環 境 下 で動作 す る もの が大 部分 で

あ る。 この た め,し ば しば 計算 機 負 荷 の 過度 集 中 と リソース の競 合 に よ る性 能(応 答性)

の 劣化 を招 い て い る。 その 結果,期 待 され た ソフ トウ ェア開発 生 産性 につ なが らな い だ

け でな く,場 合 に よ.って は開発 支援 ツー ル を使 用 しな い場 合 よ りも生 産 性 が低下 す る と

い った事 態 も生 じてい る。

④ シス テ ム開発 の各工 程 で生成 され る情報 を格納 し,管 理 す るデ ー タベ ース(開 発 支 援

一 貫 デ ー タベ ー ス
,ソ フ トウ ェア ・エ ン ジニ ア リング ・デ ー タ ・ペ ース 等 と呼 称)が サ

ポー トされ て い ない た め,工 程 間 で の定 義作 業 の 重複,支 援 ソール 間の 接 続性 の悪 さ を

招 い て い る。 ま た,現 時 点 で サ ポー トされ て い る各 種 の定 義情 報 等 が開 発 支 援 一貫 デー

タベ ー スに どの よ うな形 で継 承 され てい くの かに つ い て も明 らかに され てい な い。

(2)ソ フ トウェア開 発 支 援 ツ ール の製 品 提 供上 の問題 点

① 開発 支援 ツー ルが 実用 に 耐 え得 る レベ ル で動作 す る に あた っ ての必 要 な計 算 機環 境

(最 小 必 要 メモ リ,所 要 デ ィス ク,基 本 ソフ トウ ェア等)に 関 す る詳 細 な情報 提示 が十

分 でな く,ま た製 品 の限 界(例 えば,収 容 で きる プ ログ ラムや定 義類 の上 限 等)や 計 算

機 負荷 とい った,ユ ー ザ ー側 か らす れ ば シス テ ム運 用 上 不 可欠 の 情報 を メー カ ー側 が積

極 的 に提 供 す る ことはほ とん どな い。

② 現在 提 供 さ れつ つ ある ソフ トウ ェア開 発 支 援 ツー ル は,基 本 的 に システ ム開 発工 程 全

体 の一 貫 サ ポ ー トを 目指 して い る が,そ の た めに必 要 な設 計 技法 ・作 業手 順 等 の整 備 ・

具 体化 が機械 化 に耐 え うる水準 に達 して い ない 。

③ ソ フ トウ ェア開 発支 援 ツー ル は,基 本 的 に特 定 の開 発 方 法 論に 基 づ い て 構成 され て お
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り,当 該 方 法 論 に準 拠 した 開発 方 法 の採 用 を要 求 す る もの で ある。 この た め,導 入 先 が

既 に整 備 してい る開 発 方式 ・開発 標準 等 の 手直 しが 必要 な こ と もあ り うるが,メ ー カー

側 が この 点 に言 及す る こ とが少 な く,導 入 後 に開発 方 式 ・開発 標 準 等 の手 直 しが多 発 す

る等,無 用 の 混乱 を生 じる場 合 が あ る。

④ ソフ トウ ェア開 発 支援 ツール 自体 の歴 史 が 浅 い ご と もあ って,製 品 を提 供 す る メー カ

ー側 の 利 用 ノウ ハ ウの蓄 積 が乏 し く
,他 製 品(主 と してOS,DB/DC)ほ どに は教 育

プロ グ ラムが整 備 され て い な い。

⑤ ユー ザ ー と直 接 接触 す るSEに 対 す る ソ フ トウェア開 発 支 援 ツー ルk・よび 利用 ノ ウハ

ウの 教 育 ・訓 練 が不 十分 で あ り,極 端 な場 合 は当 該 ツー ルの導 入 先 で メー カーのた めの

実 地 訓練 を してい るで は な いか と思 われ るほ ど当 該 ツ ー ルに対 す る理 解 度 が低 い ケ ース

もあ る。

(3)ソ フ トウ ェア開 発 支 援 ツー ルの互 換 性 に係 わ る問題 点

ソフ トウ ェア開 発 支 援 ツー ルは,各 メー カー 独 自の 方 針 ・仕様 に基 づ い て開 発 ・提供 さ

れ て お り,メ ー カー 間 で の互 換 性(機 能,操 作,プ ログ ラ ム ・定 義 類等 め オ ブ ジ ェク ト)

は基 本 的 に保 証 され てい ない 。 この た め,異 機種 を同 一社 内 で使 用 して い る場 合,あ るい

は外 注 委 託 先 と異 な る機種 を使 用 して い る場 合 に は,要 員 教 育,外 注 委託 時 の折 衝,プ ロ

グ ラム ・定 義類 の変 換 等,著 しい不利 益 を被 る こ とに な る。 仮 に,社 内 で異機 種 間 の 差 異

を吸収 す るた め の仕 組(自 社 イ ンタ フ ェ イス)を 準備 す る と しても,各 メー カーの 技 術動 向

を絶 え ず フ ォ ロー して 自社 イ ンタフ ェイ ス の 手 直 しをや らねば な らず,そ の コス ト負 担 は

大 きい 。

〔解 決 の 方 法 〕

(1)ソ フ トウ ェア 開発 支 援 ツー ル の機 能 ・機構 面 での改 善

① シス テ ム開 発工 程 一 貫 サ ポー ト

・ 設計 工 程 の サ ポ ー ト

ソ フ トウ ェア 資産 の 再 利 用 技術 を生 か した 設 計支 援 ソー ル,及 び 再 利 用 を 想 定 し

た ソフ トウェア(プ ロ グ ラ ム ・パ ター ン,部 品,プ ロ トタイプ)の 提 供 ・蓄積 が望 ま

れ る。

・ テス ト工 程 の サ ポ ー ト

品質 を定 量 的 に把 握 す る ツール(カ バ レー ジ,モ ジ ュール間 トレー サ等)と,テ ス

ト結果 の 可 視化(テ ス ト結果 の階 層 構造 図,PAD図 等 へ の表 示)が 望 ま れ る。

・ 開発 支 援 一貫 デー タベ ースの 実 現

シス テ ム開発 の全 工程 に わ た っ て発 生 す る情報 を格 納 し,管 理 す る開 発 支 援一 貫 デ

ー タベ ース の 標準 的 な内容 ・構造 の 早期 確 定 と実 現 が望 まれ る
。

② 開 発 方 法論 ・技 法 と連 携 した 開発 支 援 ツール の 整備

HIPACE:EAGLE(日 立),SDEM:ADAMS(富 士通),STEPS:SEA

!1(日 本電 気)等 に見 られ る よ うに,各 社 と も要 求 分 析 か ら保 守 に至 る ソ フ トウ ェア

・ライ フ ・サ イク ル を カバ ー す る開発 方 法 論(設 計 概 念
,技 法,開 発 手 順 等)を 整備 し,

これ との 対応 を と る形 で開 発 支 援 ツー ルの 開発 ・提 供 を進 め てい るが,開 発支 援 ツール

の カバ ー 範 囲 を広 げ るべ く設 計概 念 や技 法 の厳 密 化 と相 互 の整 合性 実 現 を促進 す る こと
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が望 まれ る。

③ 分 散 型 開発 環 境 の 実 現

各 種 定 義情 報(開 発 支 援一 貫 デ ー タベ ース)の 管 理 は,共 通 資産 の保 全 と共 用 を保 証

す るた め ホス ト計 算 機 が 担 うべ きで あ るが,各 種 定 義 作業 その も のは,操 作 性 ・性 能 の

改 善 の 両 面 か らみて ソ フ トウ ェア ・エ ンジ ニア リン グ ・ワー クペ ン チ等 ワー ク ス テ ー シ

・ンを利 用 した分 散処 理 に よっ て実 現 す る ことが望 ま しい。 ソフ トウ ェア ・エ ン ジニ ア

リン グ ・ワー クベ ンチ が備 え るべ き条 件 お よび機 能 は 概 ね 次 の通 りで あ る。

'・ 特 定 の ホス ト計 算 機 に依 存 しない オ ー ブ ン ・アー キ テ ク チ ャ

・ プ ロ グ ラム及 び定 義 情 報 類 をホ ス ト計 算機 との 間 で効 率 よ く交 換 す るた め の ネ ッ ト

ワーク ー

・ 仕 様書 作 成 支 援機 能

・ プ ログ ラム生 成支 援 機 能(図 式 表 現 か らの ソース ・コー ド生成 等)

・ テス ト支 援(テ ス ト ・デ ー タ管 理
,エ ラー状 態保 存 ・解 析,修 正 の 波 及効 果解析等)

・ 操 作 履 歴 管 理機 能

(2)ソ フ トウ ェア開 発支 援 ツール の 製 品提 供 方 法の 改 善

① プ ランニ ン グ情報 の提 供

開 発支 援 ツー ル の導 入 検 討過 程 で必 要 な 下記 プ ランニ ング情報 お よび ツール の 提供 が

望 ま しい。

・OS
,通 信管 理,オ ン ライ ン ・ リアル タイ ム!対 話管 理 ソフ ト,フ ァイル/デ ー タ

ベ ー ス管 理等 ,利 用の前 提 と な る基 本 ソ フ トウ ェアに係 わ る要 件 を明 示 した 資料

・ 端末
,デ ィス ク装 置 等 サ ポ ー ト ・デ バ イス を明 示 した 資料

・CPU負 荷
,メ モ リ所 要 量,デ ィス ク所 要 量,伝 送 量 等 キ ャパ シテ ィ ・プ ラ ンニ ン

グ上 必 要 な情 報(稼 動 に必 要 な最 小所 要 量 と負 荷 の 変動 幅 を含 む)を 明 示 した 資料

・ ソ フ トウェア 開発 支 援 ツー ル 自身の制 約条 件(同 時 サ ポー ト端末 台 数
,ラ イ ブ ラ リ

類 の格 納 量上 限,定 義 類 の上 限 等,を 明示 した資 料

・ 同一 計 算 機 シス テ ム上 での 他 シス テ ム との 同 時併 用 に係 わ る制 約条 件
,影 響 等 を明

示 した 資料

・ 性能 見 積 りの 為の シ ミュレー タ

② 性 能 チ ュー ニ ング情 報 及 び性 能 診断 ツー ルの提 供

開 発支 援 ツー ル の利 用 開 始 後 の性 能 チ ェー ニ ン グに必 要 な下 記 情報 お よび ツー ルの 提

供 が 望 ま しい。

・ 導入 先の 使用 条 件 に合 わせ た性 能 チ ュー ニ ング手 順 に 関す る資 料

・ 性能 チ ュー ニ ングの 前 提 に な る各 種性 能 情 報 の採 取 と解 析 を可 能 に す る性 能 解 析 ・

診 断 ツー ル

③ 標準 化 の必 要性 の強 調

開 発支 援 ツー ル使 用の 前 提 と なる標準 化 に係 わ る下 記2点 に つ い て メ ー カー の積 極 的

姿 勢 が望 まれ る。

・ 開発 支 援 ツー ルの前 提 とな ってい る開 発 方 法 論 に基 づ く標 準化 事項(例 え ば ネ ー ミ

ン グ,コ ーデ ィ ングに 係 わ る規 約 等)を 明示 した 資料 の提 供

・ 開発 支 援 ツー ル の導 入 に 先立 っ て標準 化 が不 可避 で ある こ との強 調

④ 他 社導 入 事 例 の 紹介
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開 発 支 援 ツー ルの 導 入 に 伴 って生 じた問 題 と対策 を含 めた,他 社 に おけ る導 入 事 例 の

正確 な 紹 介 が望 まれ る。

⑤ 教 育 プ ログ ラムの 充 実

OS,デ ー タベ ー ス,オ ンラ イ ン ・プ ログ ラ ミ ング等 と同程 度 に,開 発 支 援 ツー ルに

関 す る教 育 プ ログ ラ ムを 充実 し,提 供 す る こ とが望 まれ る。

⑥ 第一 線SEの 養成

フ ィー ル ドでユ ー ザ ー と対応 す る メー カ ーLSEに 対 す る 開発 支援 ツ ールの 教 育 ・訓練

の 計画 的 実 施 が望 ま れ る。

(3)ソ フ トウ ェア開 発支 援 ツー ル の互 換性 保 証

開発 支 援 ツー ルそ の もの に つ い ては,今 後 と も各 社 各 様 の取 り組み を進 め てい くこ とは

避 け がた い こと と考 え られ る。 従 って,開 発 支援 ツール の互 換性 を実 現 す るにつ い て は,

次 の よ うに幾 つ かの 要 求 レベ ル が あ る と考 え られ る。(な お,要 求 レベ ル は記述 の 順 に高

くな る。)'

① シス テ ム開発 定 義 情 報 の 開 示

そ れ ぞ れ の メー カーの 開 発支 援 ツール が採 用 して い る各 種 定義 情 報 の 内 容 ・形 式 及

び アク セ ス 手段 を利 用者 側 に開示 す る。 た だ し この レベ ル では,開 発支 援 ツー ル を使 用

す るに あた って の開 発 技 法 は も とよ り,開 発 支 援 ツー ルの 操 作方 法 もす べ て メー カー 間

で異 な るた め,出 来 上 が った シス テ ム開発 定 義 情 報(プ ログ ラム を含 む)の ライ ブ ラ リ

/デ ー タベ ー ス か らの取 り出 し,形 式 変換,相 手 側へ の転 送 等 の ツー ル はす べ て 利 用者

側 で準 備 す る必 要 が あ る。

② 開発 定 義 情報 の 交 換規 約 の整 備

通 信 規 約 の上 位 規 約の 一 種 と して シス テ ム開発 定 義 情報 の交 換規 約 を定 め,異 メ ー カ

ー 間 での シス テ ム開 発定 義 情 報 の交 換 を実現 す る
。 だだ し,こ の レベル に お い て も,開

発 技法 お よび 開 発支 援 ツ ー ル の操 作 方 法 等の 標準 化 は 実 現せ ず,利 用者 はメーカー ごとの

開発 支 援 ツ ール の利 用 方 法 を修得 しなけ れ ば な らない とい う不利 益 は解 消 しなレ㌔ ただ し,

シ ス テ ム開 発 定 義情 報 の 交 換 を実 現 す る以上,例 えば 次 の よ うなシ ステ ム開 発 定 義 情報

の 内容 につ い ては あ る程度 の 標準 化 をせ ざる を え ない。

・ デ ー タ項 目定 義

・ レコ ー ド定 義/フ ァ イル 定 義

・ デ ー タ ベ ース定 義(階 層 型!ネ ッ トワー ク型/リ レー シ ョナル 型)

● 画面 定 義

・ 帳 票定 義

・ プ ログ ラ ム構 成

・ プ ログ ラム!モ ジ ュール 機 能 定義

・ ソース ・プ ロ グ ラム ＼

③ ホス ト計 算 機 独立 の 開発 環 境 の 実 現

Σ プ ロ ジ ェク トで も志 向 され て い る よ うに,特 定の ホス ト計 算 機 に依 存 しな い分 散 型

開発 環 境 を実 現 す る。 この 方 式 の下 では,開 発 技 法 及 び 開 発 支援 ツー ルの操 作 方 法等

す べ てが統 一 され,ホ ス ト計 算機 は 出来上 が った シス テ ム開 発定 義 情報 の格 納 場所 と し

て機 能 す る こ とに な る。
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分

類
ソ フ ト ウ ェ ア の 生 産 性 向 上

項

目
ユーザーに必要 な評価尺度

)

〔背景 〕

!7ト.9エ ア開発にSUiQ需 要は,今 後益々増加が予想される。それに伴い従事要員の増
加等,開 発規模 も大型化するので,期 間,必 要マンパワー,生 産性評価等の適正な見積 りの

ため管理指標が必要となる。.

_,ま た ・ ソ7ト ウ ・ア ‥'ウ ス 等 の 業 務 弾 正 婿 価 は 当該 産 業 の健 全 な発展(良 い 仕事 は十分 報
い られ る

、)のた め に も必 要 で あ る。 ・..,,

〔現状 の 問題 点 〕

(1)ユ ー ザ ー で利 用 さ れ て い る各 種 の管 理 指 標 は,先 進 ユ ー ザー では 自社 内 での 開発 経 験 や

,実績 に基 づ い て作 られた もの で あ り,そ の妥 当性 に不 安 が あ る。 また,実 績 の少 な いユ ー

。ザ ー で は メー カ ー や ソフ トウ ェア ・ハ ウス の作 成 した もの を利 用 せ ざる を得 ない な ど,ユ
ー ザ ー と して頼 れ る もの が ない

。

(2)作 業 進捗 管 理!実 績 管 理 を して い く上 でス テ ップ数 に よ る評 価 で は実 態 が的 確 に把 握 出

来 な い上,担 当者 側 の不満 も多 い 。(も っ と も関 係者 の諦 め も ある。)

(3)SEの 能 力 の差 は一 定 レベ ル を 超 え る と量 的 な もの よb質 的 な もの に強 く表 われ るが,

質 的 な もの の 評価 尺 度 がな い。

(4)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス 等外 部 要 員 利 用 時,そ の価 格 算 定 の明 確 な根 拠 が ない。

従 って,当 初 契 約 分 以上 の期 間,ボ リュー ム とな った とき,そ れ が作 業 の 非効 率 に よ る

もの か,真 に機 能 的 な もの に よる もの かの判 定 が出来 な い。

〔解 決 の方 法 〕

ユ ー ザ ー が生産 性 評 価 で必 要 とす る指票 に は 次の よ うな もの が ある。

これ らは,ユ ー ザ ー の開 発 環境 の 違 い,例 え ば言 語,OS,ソ フ トウ ェア形 態 等 に よ って
ト び

異 な るが,ユ ー ザ ー の判 定 の 参考 と なる よ うな標 準 値 を ユー ザ ー相 互 の情 報 交換 や公 的 機 関

に よ る調 査 に よ って明 示 す る こ とは,極 めて価 値 が あ ろ う。

(指 標 の例)

・ シス テ ム開発 作 業 工 数 比率

・SEの 生 産 性 指 標

'プ ログ ラムの 生 産 性 指標

・ ドキ ュ メ ン ト生 産性 指標

・ 外 注価 格

・ メン テナ ビ リテ ィ指 標

・ 信 頼 性 指標

な ど

こ こでは,ソ フ トウ ェア生 産 性 の 評価 につ き,考 え方 の一 例 を示 す。
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厳 密 な意 味 での ソ フ トウェア の機能 面 の計 量 評価 は極 め て難 しいが,そ れ で もプ ログ ラム

作業は比較的定型化され得るものであり,ス テップ数評価に工夫を施こすことによる指標化

は 可能 であ ろ う。

例 え ば,社 内的 な方 法 と して は,
'

プログラム毎に難易度に応 じた重み付けを行 っておき,重 み付けステップ数 で評

価 す る 。 、
1

1.

これ を,よ り一般 的 な形 で適 用 す るた めに は
〉 、

、

《

作 業単 位(例,ノ ー マ ラ イズ,元 帳 更 新,マ ー ジetc.)ご とに重 み 付 け を行 う

よ うに し,こ の重 みに つ い て 業 界標 準 の よ うな もの が あれ ば,現 状 よ りは,機 能 面 の 評価 で

改善ざれた指標となる。

メ ー カー に お い て も機 能 面 評 価 の 試行(例,IBMの フ ァ ンク シ ・ンポ イ ン ト)が 見 られ

る 。

また一 方 で,ス テ ップ数 は む しろ負 の 指標 で ある との考 え 方 も ある。

これ は,ソ フ トウ ェア の価 値 は機 能 に あ り,同 じ機 能 であれ ば ス テ ップ数 は 少 ない 程 良 く,

過 大 なス テ ップ数 は そ れ だけ メ ンテ ナ ンス負 担 を背負 い込 む こ とに な る,と い う基 本 的 な考

え方 に基 づ く もの で あ る。

本 件 に つ い て は,ユ ー ザ ー,コ ン ピ ュ ー タ ・メー カ ー,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス 等 の 間 で 着

実 な合 意形 式 を進 め て ゆ く こと が重 要 である と ともに,そ の 際,行 政 当局 か らの サ ポー トが

不可欠な分野であると考え られ る。

・
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分

類
ソ フ トウ ェ ア の 生 産 性 向 上

項

目
各 種 定 義 類 の 一 元 化

〔背景 〕

ユLザ ー側 は ,メ ー カー か ら購入 す るハ ー ドウェア 及 び ソフ トウ ェアの上 に各 メー カー,

各 システ ムご との仕様 を前 提 に して ソフ トウ ェア を作成 し,膨 大 なア プ リケー シ ・ン ・シス テ

ムを構 築 してい る。

そ の 際,ユ ー ザ ー 側 に あ る既 存 の ソフ トウ ェア資産 の有 効 活 用 の 観点 か ら,各 種定 義 類 の

一 元 的 提供 が要 請 さ れ て い る
。

〔現 状 の 問題 〕

(1)コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 運 用管 理 業 務 の負荷 が増 大 して き てい る。 ユー ザー 側 が メー

カー 側 の シス テ ムに合 わ せ てそ れぞ れ シス テ ム に必 要 な定 義 類 を行 って い るの が現 状 で あ

る。 例 え ばデ 一 夕ベ ー スー つ を追 加 す る際DBD.GENAIB.GEN等,6個 の定 義 類 に

カー ドに して50枚 強 の 定 義 情 報,あ るい は端 末 機 を一 台追 加 す るの にNCP.GEN,

VTAMLST等,7種 の定 義 類 に30枚 強の 定 義情 報 が必 要 とい った 具合 で ある。 しか も

そ れ らの 定 義 に つ い て相 互 の 矛 盾 な どに 対 して何 らチ ェックが無 いため,実 行 して 始 めて そ

の 異常 に気 付 くケー ス も多 い。 約500個 の デ ー タベ ー ス,約5,000本 の プnグ ラ ム と

約1,000台 の 端末 機 器 の 規 模 の シス テ ムで毎 月1%程 度の 変 更 に,『定 義 の作 業 のみ で一

入 月程 度 の負 荷 を要 して い る。要 す るに 人 間 が メー カー の機 械 に 合 わ せ た非人 間 的 な部 分

の 仕 事 をや らされ て い る。

(2)コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム運 用管 理 に係 わ る シス テ ム ・プ ログ ラマー をユ ーザ ー側 で継 続

して育成 して い く事 は 困難 に な って き てい る一 方 で,ユ ー ザ ー側 に要 求 され る技 術 レベ ル

は益 々高 度 化 し,責 任 の 範 囲 は拡 大 して きて いる とい う事情 が あ る。

(3)ア プ リケ ー シ ・ン ・シス テ ム開発 にお け るデ ー タ等 に対 す る各 種定 義 類 の 重複 と煩 雑 さ

の増 大 の 問題 は,今 後各 種 エ ン ドユ ーザ ー言 語,第4世 代言 語,第5世 代 言 語等 の採 用 が

進 むに つ れ て ます ます 拡大 の方 向 に あ る。

(4)結 局,ユ ー ザー 側 が メー カー側 の勝 手 な製 品 開発 の あ と始 末 をさせ られ てい る とい うの

が現 状 で あ る。

〔解決 の方 法 〕

(1)ユ ー ザ ー側 の運 用 管 理 に 係 わ る各 種定 義 パ ラ メー タ指 定 等 の一 元化 を前 提 に した シス

テ ムの 整備 をメ ー カ ー側 で推 進 し,メ ー カー側 とユ ー ザー 側 との 間 の複雑 なや り と りの極

ノ」〉化 を進 め る。 メー カ側 に おい ては,DBD.GEN,AIB、GEN,NCP.GEN,

VTAMLST等 々そ れぞ れ の シ ス テ ムで必 要 な定義 類 等 は この一 元化 され た情 報 資 源 を下

に して各 々必 要 な 定義 類 を 自動生 成 す る方 法 をサ ポ ー トす る。 当 然 の こ とな が ら今 後 メー

カー に おい て 別 の 製品 を開 発 す る場 合 に おい て も,必 要 とな る定 義類 は,一 元化 管 理 して

い る情 報 資 源 を下 に 自動生 成 す る よ うに してい く。
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(2)メ ー カ ー側 は ハ ー ドウェ ア と ソフ トウ ェア製 品 を扱 うこ とだ け でな く,ユ ーザ ー側 の 運

用 管理 に 係 わ るシ ス テ ム ・プ ログ ラマ ー的 業務 に対 して も責任 を も'って必 要 なサ 余 一 トを

行 うことが 可能 な体質 を作 り上 げ る。

(3)各 種 ホ ス ト計算 機 言 語1,デrタ ペ ース,IwS(イ ンテ リジ ェ ン ト ・ワー クス テ ー シ ョ,

ン)の 言 語 等 で取 り扱 うデ ー タの 定義 類の 標 準 化,統 一 の 終極 レベ ル 迄一 気 に実 現 す る の

は困難 に して も,デ ー タ定 義 等 に必 要 な情 報 の一 元化 シ ステ ム の整 備 を メー カ ー側 で促 進

し,こ れ らの イ ン タフェ イス を開示 し,ユ ーザ ーは無 論,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス な どに も

広 くオ ー プ ン利 用 を促進 させ るよ うにす る。,・,、.
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(3)情 報 資 産 の活 用

分

類
情 報 資 産 の 活 用

x

項

目

同一 メ ー カー に お け る新 旧連 続性

の確 保

〔背 景 〕

事 務量 増 大,機 能 の拡 張 等 の ユ ー ザ ー側 ニ ーズ,並 び に効 率 改 善,容 量 拡 大,新 技術 の 反

映 等 の メー カー側 セ ー ルス に よ り,一 定 期 間 ごとにハー ドウェア,ソ フ トウ ェア(特 にOS)

の バ ー ジ ョンア ップ ・リ リー ス ア ップが 行 われ るが,そ の 際 巨大 かつ 日常 業 務 に密着 した 現

シス テ ム を新 環 境 に ソフ トラ ンデ ィ ング させ る こ とは極 め て重 要 で あ る。

現状 は メー カー か らのサ ポー トが ある もの の,相 当 の手 間 が か か る一 方,ト ラ ブル に結 び

つ くこと も少 な くない 。

〔現状 の問 題 〕

(1)メ ー カー の提 示 す る互 換 の条 件 は一 般 的 な形 で示 され る上,当 該 条 件違 反箇 所洗 い 出 し

の ツー ルが準 備 さ れ てい ない こ とが多 い。 そ の為 ユ ー ザ ー側 の作 業 負 担 は相 当 な もの に な

って い る上 に洩 れ も多 い。

(lliiDあ る種 の コマ ン ドが 新OS下 で は使用 不 可 と な る よ うな場 合,数 千本 あ る プ ログ ラ

ム の中 か ら当該 コマ ン ド使 用箇 所 を洗 い 出す 為 の 有効 な ツール が準 備 さ れて い な い。

(2)ス ペ ック上 示 され たパ ラメー タ等 に きめ細 か さが な く現 実 に は指 定値 以 下 で十分 な もの

が 多 い。 これ は スペ ック値 が 必要 値 で はな く,十 分 値 で示 され て い る こ とに よる もの で,

改 変 のつ どチ ュー ニ ングに 手 間 が か か る上,資 源(メ モ リー用 法 等)の 無 駄 も発生 し易 い。

(例)旧OS下 で は,ワ ー ク ・エ リア のサ イズが マ ニ ュア ル上700KBに な って い る も

の を ユー ザ ー は,メ モ リー 資 源有 効活 用の 為,自 分 の責 任 に お い て200KBに 絞b

込 ん で使 用 して い る よ うなケ ー ス が あ る。

その よ うな場 合,新OS下 で は,安 全 性 を見 込 ん で マ ニ ュア ル通b700KBで 使

用 しなけ れ ば な らず,ユ ーザ ー は,そ のつ どパ ラメー タの見 直 し等 余 計 な作 業 が発 生

す る。

③ 特定 業 務 の 中 に は,OSの ユー ザ ー モデ ィフ ァ イ を して い る もの が あ り(旧 業 務 に多 く,

大 抵 の場 合 メー カー の サ ポ ー トを得 て作 業 した もの が 多 い),こ れ が常 に問 題 となる。

〔解 決 の 方 法 〕

(1)原 則 と して,旧 ソフ ト資 産 は,そ の まま連 続使 用 で き る よ う保 障 して欲 しい。

(2)旧 ソフ ト資産 が 連 続使 用 で きな い場 合 は,修 正 が 必 要 な箇 所 を洗 い 出す た め の何 らか の

調 査 手 段 を提 供 し,ユ ー ザ ー側 での 対応 を可 能 とす る こ と。

③ 更 に 一歩 進 ん で,修 正 を要 す る部 分 につ い ては,コ ンバ ー ジ ・ン ツー ル を提供 して欲 し

ho
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分

類
情 報 資 産 の 活 用

項

目
メー カー とユ ー ザー の責 任分 界 点

〔背 景 〕

ユ ーザ ー は各 メー カー ごとの仕 様 を前 提 に ソフ トウ ェア を構 築 して い る こ とか ら
,一 部 の 例

外 を除 き,一 般 の メー カー対 ユ ーザ ー の 関係 で は当然許 さ れ るべ きメ ー カー選 択 の権 利 はほ

とん どな い。 、.

このように特殊 な相 互 関 係 は,メ ー カー とユー ザー の責 任 分 界点 を極 め てあ い ま いな,もの に

して お り,現 状 では 責任 の分 担 は 専 らメー カー 側の 対応 に 依存 してい る。

種 々の トラブル の際,メ ー カー 側 に起 因 す る もの で もユ ー ザー側 が業 務 の都 合上,止 む を)

得 ず 問題 に対 処 して い る状 況 もあ り,＼メ ー カー の製 品責 任 を 明確化 す る と と もに,メ ー カー,

ユー ザ ー 間 の責 任分 担 の あ り方 に つ い て の相 場 を提示 す る こ とに よっ て,メ ー カー,ユ ーザ

ー間 で健 全 な相 互 関 係 を形 成 す る こ とが要 請 され て い る
。

〔現 状 の問 題 〕

(1)ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア が支 障 な く稼動 す る こ とに 対 す る保証 と責任 が あ いま い で

あ り,本 来 メー カー責 任 で あ るべ き問題 が,ユ ー ザ ー側 が 自衛せ ざる を得 な い こと を良 い

こ とに してユ ーザ ー側 に障 害 の リス ク を負 わ して い る。

(2)ソ フ トウェアの 品 質 レベ ル が 低 く,ま た バ ァー ジ ョンァ ッブ等に 関 す る影 響 ・確 認は 現

在 ユー ザ ー側 で実 施 して い る。 例 え ば,OCP(On-LineControlProcesser)の パ

ァー ジ ョン ァ ップ に対 して ユ ー ザ ー側 は5ケ 月 間20人 月 を要 し,重 大 な不具 合 を5件 検

出 した が,こ れに 対 して メー カー側 は何 らの対応 もな く済 ま され てい る。 あ るい は,100

件 以上 ものPTF(ProgramTemporallyFix)の 事 前 の確 認調 整 に3ケ 月間 を要 し,

そ の後 そ れ を開 発 テス トシス テ ムへ 適 用 して確 認,更 に管 理 系オ ン ライ ンス テ ムへ の 適 用

と確 認,そ して工 場 系 オ ン ライ ン ステ ムへ の適 用 と多 大 な管 理 と負荷 を強 い られ てい る。

(3)ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェアの新 製 品 の発 表 や バ ァー ジ ョンァ ップ の際,ユ ーザ ー の ソ

フ トウ ェア との イ ン タ フ ェイス が変 わ る こ とが あ り,ユ ー ザ ー側 は変 更 点 の洗 出 し確 認,

改 造及 び テス ト等 を強 い られ てい る。 例 えば,同 一 の 処 理機 能 に 対 し新 製 品IWSは 新 し

い サポ ー トシステ ムの 下 で のみ 動 作 し,既 存 シス テ ム は組 み 替 え なけ れ ば 利 用 出来 ない と

言 った 問題 も多い 。 これ で は一 つ の場 所 に既存 シス テ ム用 端 末機 と新 シス テ ム用IWS端

末 機 と併設 してい くこ とが強 い られ る。

(4)メ ー カー側 の安 易 な姿勢 か ら製 品 の仕 様設 計 ・製 作 に お いて運 用性,汎 用性等 に あい ま

い製 品 が 出回 って お り,各 ユー ザ ー に過 大 な負 担 をかけ る結 果 を招来 して い る。

〔解 決 の 方 法 〕

(1)ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア の 品質 保 証 に 対す る基 準 を,例 え ば切 替3カ 月以 内の トラ

ブ ル は メー カー側 の品 質異 常 で あ る とい った形 で明 確 に し,メ ー カー とユ ー ザ ー との 責任

をは っ き りさせ る こ と と し,ト ラブ ルに よる損害 の 賠償 を要 求 で きる レベル 迄 は不 可 能 に
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して も,例 え ば 最低3カ 月 間 の検 収 期 間 を設 定 し,こ の間 の トラブ ルが ゼ ロで あ る こ とを

条件 に検 収 し,レ ンタル 料 金 等の 支 払 を開 始 するような制 度を確 立 す る。 少 な くと も障 害 を

起 こす こ とに よ って収 入 に 直接 響 くような関係 に しなけれ ば な らな い。

(2)メ ー カー側 は 信頼 性 の 向上 等,品 質 の保 証 に対 して は ユー ザ ー側 の稼 動 環 境 か ら必要 な

処理 情報 を抽 出 し,そ れ を用 い て メー カー 内 にて シ ミ ュレー シ ・ン し,新 しい 製 品 等に 対

して 少 な くと も現状 の ユ ー ザ ー ・シス テ ム の機 能 レベ ル を維持 できるような品質 保 証 体制 の

・こ確立 が不 可 欠 で あ る○

(3)メ ー カー一は新 しいハ ー ドウ ェ'ア,ソ フ トウ ェア の製 品化 に あ た6・て,'既 存 シス テ ムの 機

能 範 囲に おい て ユー ザ ー側 シス テ ム との イ ンタ フ ェ イス の 不 変性 を保 つ こ とを設計 の前 提

条件 と し,メ ー カ ー と して既 に世 に出 回 っ てい る もの に対 す る責 任 を き ちん と果 た す よ う

に す べ き です。
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分

類

・

情 ・報 資 産 の 活=用
項

目
パ ソコ ンに お け る互 換性 の確 保

〔背 景 〕

パ ソコ ン を導入 し
,全 社 的 な利 用拡 大 をは か って い こ う と した 場合,メ ーカー機 種 ごとのハ

ー ドウ ェア
,ソ7ト ウ ェアK相 違 が あ り様 々な 問題 が 生 じて いる 。

今 後 も,OAの 進 展 に 伴h,更 に新 機 種 の端 末 導入 が予 想 され る状 況 の 中で,既 存 資産 の

継 承 な らび に,エ ン ドユー ザ ーの 負担 を軽減 す るた め に も,パ ソ コ ンに おけ る互 換性 ρ 確保

を は か って い くこ との 重 要性 は ます ま す増 大 してい る。

〔現 状 の問題 点 〕

(1)同 一 メー カー 内の 相違 点

① 日本語 入 力オ ペ レー シ ・ン

同一 メー カー,同 一 機 種 に お い て も,使 用 す る ソフ トウ ェアに よ り 日本語 入 力 方法

(か な漢字 変 換)が 異 なっているもの が あり,習 得 に 時 間 を要 して い る。 この よ うなオ ペ

レー シ ・ン上 の 煩 わ.しさ がパ ソコ ン定着 化 へ の阻 害 要 因 の 一 つ に な って い る。

〈相違例〉 機種NEC9800

MULTIPLAN

・・[三]+[碑(漢 字モー・へ)

2.よ み の入 力

3・国

4.選 択

5

6

口

(変 換)

(←,一 → で所 定 漢字 位 置 へ)

匝]+画

PC/PAL

・・[画(潜 モー・へ)

2.よ み の 入 力

3・口

4.選 択(数 字 で指 示)

・[三 コ

② メー カー 間の 相 違 点 … 、 ・,

① 共通 語 の 提 供

エ ン ドユー ザ ー 自身 がBASIC言 語 等 で開発'した ソ フ トウ ェア につ い て,各 事業所

へ利 用拡 大 をは か ろ う とす る と,プ ロ グラ ミング言 語 の差 異 に よ り,プ ログ ラムの修正

を余 儀 な くされ て しま い,ユ ーザ ーの 負担 とな る。

② フ ァ イルの 変換

現在,パ ソ コンOSの 主流 と考 え られ る もDOS,CP/Mに 関 しては,両 者 の フ ァ

イル 変 換 をサ ポ ー トす る ソ フ トウ ェアが 市販 され てい る が,OS標 準 装 備(組 込 み)と

な って い な い た め操 作 性 が悪 い。

③ 標準 市販 ソ フ トの 利 用拡 大
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現 行 一 般 化 して い る と考 え られ る汎用 ソフ ト(例 え ば
,集 計 作 表 ソ フ トMULTIP

LAN等)が 使 用 で きな い機 種 が あ り,ハ ー ドウ ェア の 二重 投 資 とな ってい る。

〈例〉 メー カー機 種9800MUI、TI16

MULTIPLANOO

④ 市販 ソフ トウ ェア の デー タ構 造 公開

亘汎用 ソフ トウ ェア 間 の デ ー タ互換 性 が ほ とん ど ない。

9450

×

5550

0

(デ ー タ構 造 が公 開 され てい な いた め,変 換 ツール が 開発 され て い ない)こ の ため ソ

・7ト ウェアご とにデ ー タ を持 ち
,利 用者 と して は,入 力 の二 重 手 間 とな っ てい る。

⑤ キ ー ボー ドの配 列

・キ ー ボ ー ドに つ い て
,メ ー カー間 で多 少 の差 異 は あ るが ぐキー トップ数,フ ァ ンク

シ ョンキ ー数,キ ー入 力 可能 文字 種etc .),グ ラフ文 字(キ ー よ り入 力 可能 な文 字)

につ い て は・メー カー独 自であって・ま った く統 一 され て い ない の が現 状 で あ り,オ ペ レ
ー シ ョン上

,か な りの 負担 とな ってい る。

〈相 違例 〉

,9800

000〔 コ〔〕〔ゴO〔 コ⊂〕0口口0〔 〕

00

口

グ ラフ ィ ック シ ンボ ルの キ ー配 列

M-16

臼 FlF2 F5「4f5,6 F7 'e F9 F▼0 :;票
●

字苫

⑥

`NS ↑ oεL
CL5

目OM`

一 1 一 国費Asε

も`Nこ

グ ラ フ ィ ック ・モ ー ドの キ ー 配 列(シ フ トな し)

フ ロ ッ ピー の記 憶 密 度 の 相 違

フ ロ ッ ピー の大 きさの 他 に記憶 密度 に も差 が あ る。

記 憶 密 度 が 異 な るデ ィス ク を使用 す る と,ほ とん ど読 込 み不 可能,書 込 み 不 可能 とな

る 。
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〔解決の方法 〕

パ ソ コンは
,製 品 サ イ ク ルの 極 め て短 い分野 で あ り,新 製 品の 提供 に よ って多 機 能,高 性

能化 が図 られ る ことに は ユ ーザ ー も大 きな期 待 を寄 せ てい る。 しか しな が ら,そ の場 合 で も

メー カーは,他 の機 器 との極 力 自由 な接 続 を確 保 し,必 要 な情 報 を公 開 す る とい う 「オ ー ブ

ン ・ポ リシ ー」 は是 非 と も必 要 な もの で あ り,次 に列 挙 す る標 準 化等 の 要 請 に も的確 に応 え

るべ き で ある。

(1)日 本語 入 力 オ ペ レー シ ・ンの統 一

・ 同一 ハ ー ドウ ェア で行 う日本 語 入 力方 法 は
,利 用す る ソ フ トウ ェアに か か わ らず,同

一 オペ レー シ.ン を とる よ うに考 慮 すべ き であ る
。

(2)共 通語の提供

・ 広 く使 用 され て お り一 般 化 してい るBASIC言 語 に お いて標 準 化 を検 討 し
,共 通 語

と しての位 置 付 け を確 立 して い くこ とが望 ま しい。

③ フ ァイル の 変換

・ フ ァイル 変換 をサ ポー トす る ソフ トウ ェア は操作 性 の面 か ら もOS標 準 装備(組 込 み)

と して 提 供 して も らいた い。ま た,DOS,CP/M系 以 外 のOSに つい て は,ど ち ら

か一 方 へ の変 換 ツ ール をサ ポ ー トす べ きで ある。

(4)標 準 市販 ソフ トの 利 用拡 大

・ 現 行一 般 化 して い る汎用 ソフ トは
,極 力 使用 で き るよ うな配慮 が な され るべ き で ある。

(5)キ ー ボー ドの配 列

・ グ ラ フ ィ ック 文字 に つ い て も可 能 な範 囲 で標 準化 を指 向 す るこ とが必 要 で あ る
。

(6)'フ ロ ッピーの記 憶 密度 の 相 違

・ 密 度 の差 異 に お け る使 用 制 限 が な くな る ことが望 ま しい
。

パ ソ コ ンに おけ る互 換性 の 確 保 に つ い て
,ユ ーザ ー では, .自己防 衛 的 に様 々 な工 夫 を し取

組 ん でい る。 その 一 例 を次 に示 す。

(例)A社 では,各 種 の 多機 能 ワー クス テ ー シ ・ ン,パ ソ コ ンを使 用 しシス テ ム構 築 を行

ってい るが,端 末 側 の管 理 ま で電 算部 門 が行 え る よ うな体制 を取 っ てい る。

多機 能 ワー クス テ ニ シ ・ン,パ ソ コ ンを導 入す るにあた っては,互 換性 を確 保 す る と

い う観 点か ら使 用 形 態に よ り電 算 部 門 で機種 を限定 し,標 準 化 を図 ってい る。

・ 使 用形 態1(ホ ス ト ノオ フコ ン/パ ソコ ン(多 機 能WS)の 階 層 的結 合)の 場 合

2機 種 に限 定 し,電 算 部 門 が ホ ス ト/オ フ コ ン/パ ソコ ン間の 接 続 を保 証 す る。

また,シ ス テ ム開発 に あた っ ては電 算 部門 が全 面的 に 支 援 して い る。

・ 使 用形 態2(単 独 パ ソ コン)の 場 合

推 薦 パ ソ コ ン を2機 種 に 限 定(使 用 形態1の2機 種 とは異機 種)し,そ の 他 の機

種 は,特 別 の理 由 がな い限 り導入 を認 め ない。

電算 部 門 は,定 期 的 講 習,シ ス テ ム開発時 の コンサ ル タ ン ト,異 機種 間 デ ィス ケ

ッ ト・デー タ変換 プ ロ グ ラ ムの提 供 な どの支 援 を行 って い る。

以 上 の よ うに ユー ザ ー 自か らの努 力 に よ り互 換性 を確 保 してい るが,今 後 の課題 と して,

パ ソコ ン間 の デ ィス ケ ッ ト ・デ ー タ授 受互 換性
,ホ ス ト/オ フ コン/パ ソ コ ン(多 機 能WS)

の異 機 種 間結 合 に 訟 げ るエ ミュ レー タ ・レベ ル の標準 化 等 が要 望 され てい る。
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④ 相 互 接 続

分
,

類
相 互 接 続

.

項

目 、

ユ ーザ ー に必 要 な メー カー の

製 品情 報

〔背景 〕

各 メー カーの 製 品 情報 は各 メ ー カー がそ れぞ れ 自主 的 に表 示 す る範 囲 に限定 され て お り,

ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア を適切 に理 解 す るた め に必 須 で ある基 本 的性 能す らそ の表 示 は
ム 　

適切 でな く,色 々問題 を惹起 しセ き てい る。

また,ユ ーザ ー で は よ り最 適 な シス テ ム構成 を 目指 してい るが,'そ の際 ハ ー ドウ ェア,ゾ

フ トウ ェア の選 択 に 必 要 とな る外 部接 続 仕様 な どの情 報 さ え十分 でな い状 況 に あ る。

〔現 状 の問 題 〕

(1)計 算 機 の 性 能 に 関 して現在 各 メー カー が 自主 的 に表 示 して い るサ イク ル タ イ ム等 の諸 元'

では ユ ーザ ー に と って適切 な製 品 の評価 が 出来 な い。 ま た,ζ れ らの諸 元 が性 能 の保 証 を'

伴 う明 確 な もの に な って い な いた め,導 入 後 に お い て ユー ザ ー側 の コス ト及 び リソース 計

画等 に大 幅 な 問題 を生 じる ケ ース が ある。

(2)ソ フ トウ ェア につ い て も機 能 的 な解 説 は当 然備 わ ってい るが,処 理性 能 に 係わ る諸 元 は

全 く提 示 され てい ない 状 況 に ある。製 品 と して の性 能 の 保 証 が全 く得 られ な く,こ れ も全

て ユ ーザ ー側 がそ の リス ク を負 う形 に なって い る。

(3)リ ソー ス 計 画 の た め の し っ か り と した 技 法 と ツ ー ル が な く,CPU,メ モ リー,チ ャ ネ

ル,デ ィバイス負荷等の見積りに関してユーザーが経験を下に試行錯誤を繰返 しながら手作

業で把握 しているような状況で,負 荷条件や信頼性等の評価に関し大きな問題 も抱えてい

る 。

(4)ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアに 関 しての外 部 接 続 仕 様 の 提示 が前 提 に な って お らず,と

りわけ,国 産の メ ー カー に お いて は計 算 機 か ら周 辺 機 器,端 末 機 器 に至 るま で一 つ の メー

カー で構成 す るの が 当 然 とい った 態 度 で ある。 業 務 に よ りマ ッチ した各 種 機 器 の選 択 や,

低 コス トの 機 器 の選 択 な どユ ーザ ー と して 当 然与 え られ るべ き選 択 の 自 由が ない状 況 に 置

かれ てい る。IBMの 場 合 もユー ザ ー側 の権 利 の 保 証 とか 他の メー カー機 器 の接 続 に必 要

な技術情報 としての外部接続仕様の提供は十分なものと言えないし,ま た他社機器等を接

続 す る場 合,ユ ーザ ー は絶 え ず不 確実 な状況 に置 か れ る。(平 時 に は 問題 が な くて も,多

少 特殊 な事 情 に な る と全 く接 続性 が な くな って くる可 能性 が あ る場 合 もあ る)か つ,こ の.

ような事情は事後的に しか分らない。

〔解決の方法 〕

(1)計 算機 の性 能 表 示 に関 して,ハ ー ドウ ェア性 能 及 びOSを 含 め た性 能 諸 元 の表 示 を義務

付 け る。 各 種MIPS値(例 え ば 事務 計 算 のバ ッチ処 理,対 話型 処 理,リ ア ル タ イ ム処 理,

科 学技 術 計 算 の バ ッチ処 理,対 話 型 処 理,リ アル タ イ ム処 理 等),各 種 原 単位 値(タ ス ク

ス イ ッチ,ペ ー ジ ア ウ ト,ペ ー ジ イ ン,オ ン ラ イ ン セ カ ン ド,オ ン ラ イ ン レ シ ー ブ 等)O

S等 の オ ーバ ヘ ッ ドの値,各 種 処理 形 態 での 能 力 値(バ ッチ処 理,対 話 型処 理,リ ァ ル タ

イム処理等の能力評価用モデルシステムを作 り,そ れ ら単独及び複合した処理形態におけ

る能 力等)に 関 して 馬力 及 び 自動 車 の10モ ー ド燃 費 等 に対応 した よ うな基 準 を設 け
,.こ

れに則った表示を義務付ける。
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(2)ソ フ トウ ェア の性 能 に 関 す る表 示 を義務 付 け る。 当該 ソ フ トウェアの 処理 機 能 とそれ に

係 わ る リソー ス,CPU,処 理 時 間 等 に関 して,実 稼 動 環境 に近 い状 況 での表 示,各 種 処

理 原単 価 値(例 え ば,フ ァイ ルの登 録 及 びそ の削 除,レ コー ドの追 加!検 索!更 新/削 除

等 に 関 して 各種 ケー ス を設 定 して)の 表 示 等 を義 務 付 け,製 品 の 評価 が適 切 に 出来 る よ う

な環 境 とメー カー側 の性 能 に 対 す る明示 を義 務 付 け る。

(3)OS関 係 中心,JOB関 係中心,MPP関 係 中心 等,現 在 個 別 バ ラバ ラに存在 す る計算

機 シス テ ム 稼動 の分 析 評 価 シス テ ム の総 合化 を図 る とと もに,各 種 基 準値 か ら見 積 手 法 ま

で一 貫 した リソース 計 画 の 評 価分 析 技 法 の確 立 とそ れ らに関 す るツ ールの 整備 を促進 す る
。

(4)外 部接 続 仕 様 の 開 示 と他 メ ー カ ー機 器 等の 接続 の 自由 をユ ーザ ー側 の権 利 と して 確立 さ

せ る。

外 部接 続 仕 様 に関 して は普 遍 的に 開示 され るべ き もの と して要 求 してい くが,当 面 は個

別 各 メ ー カ ー ご とに 外部 仕 様 の 開 示 を要 求 し,そ れ を基 に した接 続 の 自由 を確 立 す る。 ま

た,外 部 接 続 仕様 の一 部 変更 に 関 して は変 更 点 の明 確 化 を条 件 付 け る ことに よ り,既 存 の
ユ ー ザ ー資 産 の保 全性 を高 め る。

外 部 接 続 仕 様 の開 示 に つ い て は,種 々 の例 が報 告 され て い るが,そ の 内 代 表 的 な もの

と,そ れ らに 対 す る コ メ ン トを次 に示 す 。

例1.A社 でIBMの マ シン に三 菱 電 機,富 士通 の端 末 を接 続 しよ うと した際,特 定 の プ

ロ トコル につ い ての情 報 が必要 とな った が
,端 末 メー カー側 は 自 ら接 続 をIBMに 対

し要 請 す る こ とが で きず 。

この た め,端 末 メ ー カ ーの要 請 に よ りA社 がIBMと 交渉 せ ざる を得 ない こ と とな

った。

→ 技 術 力そ の他 の理 由 か ら
,必 ず しもユ ーザ ー で対 応 で きる とは限 らない た め,ま

た可 能 な場 合 で もユ ー ザ ー の負 担 は相 当 な もの に な る ため,本 来 メー カー 同 士 で問

題 が解 決 で き る よ うな一 般 的 な業 界ル ール が必 要 か。

また,こ の よ うな ル ール る作 る基 盤 と した り,特 定 の ユー ザ ー で接 続 で きた もの

が,他 では で きな い とい う事 情 を回 避 す る た め,接 続 に関す る個 別 事例 の集 積 と流

通 が促 進 さ れ るべ き で あ る。

例2.ユ ー ザ ー と して相 当 な 力 を持 ってい るB社 は,国 産機,外 国機 を複数 使 用 してい る

が,こ れ ま で通 信 制 御 手 順(含FEP接 続),エ ラー ハ ン ド リング仕 様等 各種 の情

報 を要 求。

ほぼ期 待通 りの 対応 を得 てい る。`

同社 で は,ユ ー ザ ー が 中 に立 つ こ とを基 本 と して,そ のた めに必 要 な技 術 力 を宮 に

函養 して い る。

→ この よ うな先 導的 ユ ーザ ー の 知見 を一 般化 す る必要 があろ う
。

例3.C社 は,国 産 各 社 の 接 続 情 報 の 開示 に 苦 慮 した経 験 が あ る。 同社 に よ る と
tt外 資 系

は接続 に つ き一 般 的 に提 供 で き る情 報 とそ れ以 外 と を区 分 して お り,少 な くと も開示

可 能 な部 分 につ い て はス ムー ズ な対応 を とって い たが,国 産 メー カーに つ い て は,個

別 対応 に固 執 し,判 断 に も非 常 な 時間 が か か り,ユ ー ザ ー と して これ ら国産 メ ー カー

の 説得 に大 きな 資源 を浪 費 した と感 じて い る。

な お,外 資 系 メー カー に つ い て も,現 時点 で開示 され てい る情報 が今 後 と も開 示 さ

れ続 け る か ど うか は疑問 と不 安 を感 じて い る。

→ 特 に
,国 産 メー カー に おい て情 報 開示 に関 す るポ リシーが不 明確 で あ り,早 急 な

ル ール 作 りが 必 要 。
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分

類
相 互 接 続

'項

目
ケ ー ブ ル 接 続 仕 様

〔背景 〕 、.'

情 報 シス テ ムの 分散 化 やOAやFA化 な どの進 展 に伴 って,各 種 の端 末 や情 報 処理 関 連機

・器 が オ フ ィス や工 場 な ど企 業 の あ らゆ る場所 に 設置 され,ま 左 移 設 等 も頻繁 に 行 わ れている。

しか し,専 用 ケー ブ ル の仕 様 や端 末 用 電 源仕 様 等 が メー カ ー間 で不 統 一 で ある た め,そ の

`、つ ど仕 様 に 合 わせ た 設備 工 事が 必 要 に な り,ユ ーザ ー の工 事経 費負 担 は膨大 な もの に な りつ ・

つ あ る。 、

〔現状の問題点 〕

(1)建 屋新設時,改 築時に中,長 期観点からあらか じめ端末用設備の工事ができない。

② 機種等が異なる(同 一メーカーでも)と 以前の設備が使用できない。

(3)ケ ーブル施設場所の環境条件基準(電 磁気誘導,温 度,湿 度等)が メーカーによりまち

まち,ま た定量的基準がない為再工事が要。

一〔解 決 の方 法 〕 ㌧

各 メ ー カ ー間 で,仕 様 の統 一,標 準 化 を進 め て欲 しい。

・' .専用 ケー ブル仕 様 の統 一 、

"ケ ー ブル仕 様

ケ ー ブル施 設 環 境 条 件 基 準(数 値 的 な基 準)

Lケ ー ブル
,端 末 接 続 コ ネク ター(形 状,仕 様)

接 続 コネ ク タ ー と端 末 間 の 信 号 ケー ブ ル長

1本 の ケ ー ブ ル に接 続 で き る端末 数

1本 の ケ ー ブル長 の 制 約(合 増 幅 ア ダ プター)

・ 端末 用電 源仕 様 の統 一

供給 電 圧

電 源 ケー ブ ル長

・・ 電 源(プ ラグ)形 状

消費 電 力基 準
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分

類
相 互 接 続

項

目
デ ー タ コ ー ド の 標 準 化

〔背 景 〕

企 業 の コ ン ピュー タ化 の進 展 に伴 っ て,受 発 注 や決 済 等 を中心 と した企業 間 ネ ッ トワー ク

が急速 に進 ん でい るが,そ の 際 メー カー 間 の伝 送 コー ドや 漢字 コー ドの違 い な ども さ る こ と

なが ら,商 品 コー ドや企 業 コー ドな ど取 引 に必 要 な コー ドが統 一 され て い な いた め,様 々 な

問題 が発 生 しつ つ あ る。,

一 部 の 業 界 では標 準化 が進 め られ て い る もの の
,今 後 ネ ッ トワー ク化 が製 造 ・流通,金 融

・物 流 等 多層 的 に進 展 して い くと予 想 さ れ ただ け に,企 業 間 ネ ッ トワー ク に必 要 な コー ドの

標 準化 に つ い て,広 い見 地 か ら早 急 に取 組 む必 要が ある。

〔現 状 の 問題 点 〕

(1)企 業 間 ネ ッ トワーク で利 用 され る多種 類 の デ ー タの 名称 ・定 義 ・使 用 方法 ・コー ドの 内

容 が 統 一 され てい ない た め,シ ス テ ム構 築 時 に相 手 先 ご との詳 細 な打 合せ を必 要 とす る。

(2)取 引上 優 位 に あ る企 業 は使 用 す る 独 自なコー ド体系 を取 引 上,弱 い立 場 に ある相 手 先 に 求

め る こ とが 多 い。

(3)こ れ に よ って,相 手 先 ごとに 自社の コー ド体 系 と合 わせ るた め の コンバ ー ジ ・ン ・プ ログ

ラ ムの開 発 な どが 必要 にな る。

(4)シ ス テ ムに対 す る負 荷(主 と して記 憶容 量)や メ ンテ ナ ンス作業 の負 荷 も大 き くな り,

また,コ ー ドの管 理 が煩雑 化 す る ことに よっ て トラブル が発 生 し易 い。

〔解 決 の方 法 〕

企 業 間 ネ ッ トワー ク に必要 な コー ドは広 く業 種 ・業態 を超 え て利 用 でき る こ とが望 ま しい

が,商 品 コ ー ドの よ うに業界 固有 の もの は業 界 内 で統一化 す る必 要が ある。

ま た,取 引 コー ドや地 域 コー ドな ど共通 に利 用 で きる コー ドに つ い て は第三 者機 関 に よ っ

て産 業 界 全 体 の見 地 か ら調整 を と りつ つ標 準 化 を進 め る必 要 が あ る。

そ の 際,既 にJISや 一部 業 界 で標 準化 され て い る コー ドに つい てはそ の普 及 ・定着 と,場

合 に よっ ては 機 能拡 張 な ど を図 るべ きであ る。

な お,こ の 為に は 業 界 内 や 産 業 界 に標 準 化 の取 組 み と協 力 体制 を確立 し,標 準 化 され た

もの につ い て は業 界 又 は第三 者 機 関 に よっ てそ の 内容 の公 開 と管理 を行 うこ とが望 ま しい。

(標 準 化 が 求 め られ て い るコ ー ドの 一例)

・ 取引 先(企 業)コ ー ド

業 界 ごとに 制定 したコー ドは 存在 す る が,広 く一 般 的 に使 用 出 来 る コー ドの制 定 が

望 ま しい。

・ 商 品 コー ド

一般 消費 財 に関 して はPOSコ ー ドに よ り標準 化 が 進 展 してい る が
,生 産 財,原

材料 関 係 では 当面 は業 種 別 に標 準 化 を図 る必 要 が ある。
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一

・ 荷 姿 コー ド

商品 コー ドが荷 姿迄 表 示 で きない 時(例:POSコ ー ド)配 送上 の荷 姿 を表 わ す

コー ドが必 要 。

デ ー タ種 類 コー ド

交 換 デ ー タの 種類 を表 わす コー ドで,例 えば,・

引合,注 文,注 文確 認,入 庫,出 庫,出 荷 指 示,出 荷 案 内,検 収,請 求,入 金

'etc ...'`

取 引種 類 コ ー ド

・ 取 引 の種 類 を表 わ す コー ドで
,例 えば

a.注 文 の 時,通 常 注 文,サ ンプル

b.出 荷 の 時,出 荷,返 品,サ ン プル 出荷

c.請 求 の 時,出 荷)返 品,サ ン プル 出荷,金 額 調 整'

処 理 区分 コー ド

新 規,訂 正,取 消,追 加等 のデ ー タの処理 方 法 を表 わ す コー ドで,当 コー ドに関

して はそ の処 理 内容 迄標 準 化 す る こ とが望 ま しい。

レ コー ド区分 コー ド

デ ータ を 構成 す る レ コー ドの種 類 を表 わ す コー ドで,例 えば,

フ ァイ ルヘ ッダ ー,伝 票 ヘ ッダ ー,伝 票 ヘ ッダー オ プ シ ョン,明 細 行,フ ァ

イル エ ン ド等

数 量 単位 コ ー ド

ケー ス,ボ ー ル,バ ラ,'リ ッ トル,キ ロ リッ トル,バ ー レル,グ ラム,キ ログ ラ

ム,メ ー トル,ト ン,オ ンス,ポ ン ド,米 トン㌧ 英 トン,ガ ロ ン,ボ トル 等の 数 量

また は重 量 の単 位 区分

単 価 区分 コ ー ド

表示 単 価 が数 量単 価 と異 な る場 合 の 区 分

・ 受 渡 条件 コ ー ド

持込 渡,倉 入 渡,倉 出渡,ト ラ ック積 込 渡,貨 車積 込 渡,FOB,CIF等

決 済 条 件 コー ド,

締切 日,決 済 日,決 済 手 段,手 形 サ イ ト等 の決 済 条 件 を表 わ す コー ド

国 内 地域 コー ド

商 品 の生 産 地 ノ販 売地 を把 握 す るた め の地 域 コー ド

国 コー ド

輸 出入 の場 合,原 産地,仕 向地 の把 握 が必 要

通 貨 コー ド`

各 国 の通 貨 を表 わ す コー ド

な ど
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3情 報 ・通 信 システ ムの高度化へ の新た な取 り組み

今 後,増 々進 展 して ゆ くで あ ろ う情報 化 を円 滑 に,よ り高 度 な形 で推進 して

ゆ くた めに は,従 来 の よ うな取 り組 み で は不 十 分 で あ ろ う。

つ ま り,こ れ ま で の よ うな どち らか と言 うと情 報 産 業 サ イ ドに立 った 様 々な

産 業 育成 策 や技 術 開 発 の推 進 等 も重 要 で あ るが,同 時 に多 様 化 ・高 度 化 す る ユ

ーザ ー ・ニ ーズ を満 足 す る製 品 や技 術
,サ ー ビス を いか に確 保 し,さ らに は情

報 環 境 の 整 備 を図 っ て ゆ くか が 増 々重 要 とな っ てい る。

ユ ーザ ー ・ニ ーズ の 多 様化 や 情 報 環 境 の変 化 ,直 面 して い る問 題 につ い て は,

これ ま で若 干 では あ るが 述 べ て きた。

この よ うな ユ ーザ ー ・二 「 ズ を満 足 させ,よ りよい情 報 環 境 を整 備 す る こ と

に よ って,情 報化 は そ の 適 用 領 域 を一層 拡大 す る こ とが可 能 に な り,ひ い て は

情 報 産 業 市場 の 拡 大 ・発 展 に もつ なが るの で あ る。

この た め に も,ユ ーザ ー,メ ー カ ー,ソ フ ト業 界等 は相 互 に連 携 を図 り,各

々の専 門 とす る分 野 で の 力 を十 分 発揮 させ うる体 制 を整 備 す る方 向 に向 わね ば

な らな い。

亀

3.1情 報 ・通 信 ユー ザ ー 懇談 会 の 活動 方 針

各 種 の 情報 処 理 関連 機 器 ・シス テ ム,サ ー ビス等 の 供 給 サ イ ドに 対 す る

ユ ー ザ ーの要 望 や問題 指 摘,さ らには情 報 シス テ ム部 門 を 中心 に企業 の情

報 環 境 問題 等 を 多 角 的 に切 出す た めに は,わ が国 の先 進 的 ユ ーザ ー の 中 か

ら業 種 横断 的 に 有識 者 を結 集 す る必要 が あ る。1

この た め,昭 和60年11月,製 造,金 融 ・保 険,商 社,運 輸 ・倉 庫 な

ど主要 業 界 か ら10社 の 情 報 シス テム 部 門 担 当 者 の 参 加 を 得 て,情 報 ・

通 信 ユ ーザ ー懇談 会 を産 業 情 報 化推 進 セ ン タ ー内 に 設置 した。

情 報 ・通 信 ユ ーザ ー懇 談 会 を進 め る 上 での 基 本 的 方針 は 次の4点 で ある。

① ユ ーザ ーの立 場 か ら望 ま しい情 報環 境 整 備 の 方 向,問 題 点 を 明示 す る。

② ユ ー ザ ー,メ ー カ ー,ソ フ ト業 界 等 との協 調 ・連 携 体 制 を確立 し,精
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報 化社 会 に適 切 な環 境 整 備 を図 る。

③ ユ ーザ ーの 抱 え る各 種 の要 望 ・問題 点 は階 層 化 し,長 期 に取組 む もの

と短 期 に解決 を 図 る もの とに切 分 け,'身 近 か な 問題 か ら現 実 に即 して具

体 的 に 解 決 を進 め て ゆ ぐ。 ・・

④ そ の際 の提 言 や解 決 方 法 は ユ ー'ザーの共 通 認 識 」 多 数 意 見 と して 定 量

・ 的 に ユ ー ザ ー意 見 の反 映 を図 る○ ・'

'

ユーザー皇故会の目的等

■ユーザー,メ ーカー,ソ フ.ト案昇等

との協調・連携による情報化社会に
適切な項境作り

・ユーザーの立場から望ましい情報環境

整ぼの方向、問題点の明示

・問題の階層化と対象ごとの整理

・艮 ・短期に問題を切り分け、身近な

副題から解決

・真体的かつ掴取づけられたユーザーの

共通醐L多 数意見としてとりまとめ
公表

活動方法等

・幅広いユーザーの参加 ・協力休覇

・値孤虫貫との連挽 ・括合いの堀の酸度

・適切な公表方法

=ぽ 蒜 、』 一 ー－

Ll
対応の審頂

くユーザー想法会)

`

◇ 「→蓮1
Φユーザー寅8担 当者による皿題皇理

②ユーザー7ン ケー.順 襲 の分m

・産皐愉 眺 シンポジウム

・プレス舷 等

・報告書

,図OSI .ユ ー ザ ー 懇 談 会 の 活 動 フ ロ ー`.= '

3.2情 報 ・・通 信 ユ ー ザ ー 懇談 会 め活 動経 緯 、'・

∴"情 報 ・通 信 ユ ーザ ー懇談 会 の 活動 の一 部 に つい て は,第1章 及 び第2章

「;'e紹 介 して きた が
,昭 和61年 度 にお け る活動 の 概 況 につ い て こ こで 紹 介

す る 。.`

(1)61年6月 に,ユ ー ザ ー に と っ て 重 要 性 が 高 くs'緊 急 に 解 決 す べ き 問 ・

題 と し て.,以 下 の4つ の カ テ ゴ リ ー に わ け た12項 目 の テ ー マ を 取b上

げ,そ の解 決 の 方 向 を示 した第1次 提言 を取 りま と め公 表。(第2章 参照)
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①

②

③

④

(2)こ の後,

調 査 を行 うと と もに,上 記12項 目の 提言 に つ い ての 評 価 を調 べ る た め

ア ンケ ー ト調 査 を実 施。

ユ ー ザ ー懇 談会 へ の激 励 と と もに,提 言 に対 して も幅 広 レ～ユ ーザ ーか

らの支 持 が 寄 せ られ た。(参 考 資 料参 照)

(3)コ ン ピ ュー タ犯 罪 関 連立 法 化 の動 きを踏 ま え,L－ ザ ー ・サ イ ドか ら

立 法 化 の あ り方 等 に つい て討 議 を行 い,意 見 を と りま とめ る。

(4)61年11月,こ れ ま での ユ ー ザ ー懇談 会vak・ け るOSIに 関 す る議 論

を踏 ま え,懇 談 会 と して も積 極 的 に支 持 す べ き もの で あ り,ま た,OSI

を現 実 化 す るた め には,ユ ーザ ーの支 援 が 不 可 欠 との 認 識 か ら,ユ ーザ

ー と してのOSI推 進 の取 り組 み等 につ き次 の ような提 言 を発 表
。

ソ フ トウ ェアハ ウスの 活 用

効 率 的 な ソ フ トウ ェア 開発 の あ り方 等

ユ ー ザ ーの 情 報 関連 資 産 の 保 全,活 用

自由 な機 器 ・シ ス テ ム間 の相 互 接続 の 確保

ユ ーザ ー が抱 え る問 題 につ いて ,さ らに 多 くの 企業 か ら意 識

表OSIに 関す る情報 ・通 信 ユー ザ ー 懇談 会 提言

1.OSIの 対す るユ ーザ ーの 期 待

現 在,わ が 国 の情報 化 は,企 業 内 の閉 じた情 報 シ ステ ムの枠 を乗 り越 え,異 業種 を含 めた

企業 間 ネ ッ トワー クを通 じて 高 度 なコ ン ピュー タ利 用 を行 う時代 へ と進 み つ つ ある。

しか しなが ら,異 な るメー カ ー間,異 な る機 種 間 の接続 は,必 ず し も容 易 で は な く,ユ ー

ザ ー側 が 多大 な労 力 と費用 を投 入 して実 現 して い るのが現 状 で あ り,こ の よ うな情報 シ ステ

ム 間 の イ ン ターオ ペ ラ ビ リテ ィの 欠如 に対 し『・一ザ ーは重 大 な危 機感 を抱 い て い る。

我 々は,い か な る情 報 シス テ ムで あって も 自由に接 続 で きゾか つそ れ が 公 開 され た イ ン タ

フ ェー スに よって実 現 され る こ とが 不 可 欠 で あ る と考 えて い る。

現 在,通 産 省 お よ びコ ン ピュー タ ・メー カー にお いて,積 極 的 にOSIを 推進 す る活動 が

行 わ れて い る。 当懇 談 会 と して は,昨 年来 この ようなOSI推 進 の動 き を注 視 し,ユ ーザ ー

と して の対 応 の 在 り方 を議 論 して きた と ころ で あるが,今 般OSIに つ きユ ーザ ー と して も

積 極 的 に支 持 す べ き もので あ る との結 論 に達 した。 す なわ ち,OSIは,

(1)今 後 の ネ ッ トワー ク化 社 会 形 成 のた め の基 盤 で あ り,

(2)ま た,ユ ー ザ ー ・シス テ ム を高 度化 してい くため の基 礎 で ある と と もに,

③ ベ ン ダ間 の適 正 な競 争 を促 進 し,ひ いて は 低廉 か つ良質 な情 報 リソー ス の供 給 もた らす。

一67一



との意 義 を持 つ もの と考 え る。 かか る観 点 か ら,OSIの 推進 は,コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ ー

に とって共 通 の利 益 を もた らすべ き もの と して大 き な期 待 を抱 いて い る。

2.ユ ーザ ー とメ ー カ ー連 携 の視 点

一 方 ,OSIに つ いて は,単 .ltる ドキ ュ メン トの レベル で と どま って い る のでは意 味 が な

く,ユ ーザ ー の ニ ー ズ に沿 って現 実 に製 品化 され,我 々 ユ ーザ ーが 広 くOSI製 品 を採 用 す

るとい う状 況 を創 出す る こ とが 緊急 の課 題 で あ る。

、ζのた め には 現 在,政 府 とメ ー カーに お い て進 め られて い る作 業 が,ユ ーザ ー側 に も十 分

な レベ ルで 開 かれ た もの とな り,ユ ーザ ー とメ ー カーが 連携 してOSIの 推進 に取 り組 む必

要 が あ る と考 え る。

具 体 的 に は,

(1)ユ ー ザ ー と して,OSIを め ぐる世 界 の動 向等OSIに 関 す る理 解 を深 め,OSI製

品 開 発等 に つい て の具 体 的 ニ ーズ を明 らか に し,

(2)こ れ を メ ー カー に伝 え る こ とに よって,製 品 化 の際 に ユ ーザ ーの ニ ーズ を反映 し,

(3)ユ ー ザ ー の立 場 か らOSI推 進 の動 き を支 援 す る活動 を行 う。

との 体制 を構 築 し,ユ ーザ ー と メー カー がそ れ ぞ れ の立場 か ら協 調 し,共 通 の 目的 の ため の

連 携 を深 め て い くべ き と考 え る。

3.今 後の 活 動

以 上 の基 本 的考 え方 の もと,情 報 ・通 信 ユー ザ ー懇 談 会 は,今 後 と もOSI推 進 に 向け て

の検討 を進 めて い くが,当 面,次 の活動 を行 うよ う提 言す る。

(1)OSIに つ い て広 範 なユ ー ザ ーか らな る研 究 の 実施 。

(2)ユ ー ザー とPOSI(OSI推 進 協議 会),INTAP(情 報処 理 相 互運 用 技術 協 会)

等 のOSIに 関 係 す る諸団 体 との間 の連 携 体 制 の確 立 。

昭 和61年11月20日

情 報 ・通信 ユ ーザ ー懇談 会

座 長 伊 藤 正 雄

(5)情 報産業側 との会合(話 し合 い)

コ ン ピ ュ ー タ ・ ゴ ー ザ ー の 直 面 し て い る 様 々 な 問 題 は ユ ー ザ ー 自体 で

解決の難 しい性質の もの であ り,情 報産業側 の適 切な対応 が強 く望 まれ

て い るo

この た め には,コ ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ー と情 報 産 業 をつ な ぐ話 合 い の

場 が 必要 で あ り,(社)日 本電 子 工 業 振 興 協 会,(社)情 報 サ ー ビス産 業 協

会 を窓 口 に コ ン ピュ ータ産 業等 との話 合 い の場,ソ フ トウ ェア 業 界等 と

の話 合 い の 場 を ス タ ー トさせ る。
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こ こで は,① ユ ー ザ ーの 実 態 を情報 産業 側 に伝 え る,② 意 見交 換 に よ

り,相 互 の立 場 を尊 重 しつ つ,そ の 中 か ら よ り現 実的 な 視点 か らユー ザ

ー問題 の解 決 の 方 向 を見 い 出す ,③ 解 決 の 図れ る もの に つ い て は相 互 で,

あ る いは 協 力 して 具体 的 な 合 意形 式 に ま で発 展 させ る,・ ・な どを 中心

と し た話合 い を今 後 定 期 的 に行 う予 定 で あ る。

3.3今 後 の 活 動 の 方 向

先 に述 べ たOSIに 関 す る情 報 ・通 信 ユ ーザ ー懇談 会 提 言 は,ユ ー ザ ー

に お け る相 互 接 続,シ ス テ ム統 合 利 用 に対 す る高 ま りを受 け,そ の 解決 の

あ り方 と して具 体 的 方 向 を示 した もの で あ る。

既 に,62年4月 の 設 立 に 向 け80社 を超 え る ユー ザ ー 企 業 の 参加 申 込

みが あ り,今 後具 体 的 活 動へ と展 開 して ゆ くこ とに な る。

この よ うに,情 報 ・通 信 ユ ー ザ ー懇 談会 で は ユ ーザ ー ・サ イ ドか らの 様

々 な 問題 を多 角 的 に切 り出 して 議 論 し,解 決 の方 向 を示 す こ とに な る。

従 っ て,ユ ーザ ー ・サ イ ドか らの議 論 に加 え,コ ン ピュ ー タ ・メ ーカ ー

や情 報 サ ー ビス 業 な ど情報 産 業 側 との意 見 交 換 が増 々重 要 に な り,先 の話

合 い の場 の成 果 が大 い に期 待 さ れ て い る と ころ で ある。

コ ン ピュ ー タ ・メー カ ー とは ,す で に ユ ーザ ー との 責任 分 界 点 や情 報 化

推 進 に貢 献 す べ き各 々の役 割,情 報 ・通 信 シス テ ムの将 来 像 な どに つい て

討 議 が行 わ れ て い る。

ま た情 報 サ ー ビス業 との 間 で は,委 託 契 約書 や見 積 り手 法 の標 準 化 な ど

個 別 問 題 の ほ か,ユ ー ザ ー と情 報 サ ー ビス業 との連 携 の あ り方,期 待 され

る 役 割 等 が議 論 され て い る。

この よ うな議 論 を今 後 十 分 重 ね る こ とに よっ て双 方 の 立 場 と問題 な ど実

態 が 明確 に な り,取 組 み の 具体 的 活動 方 向 が 明 らか に な る もの と期 待 され

てhるo

立 場 の異 な る ものが この よ うな形 で議 論 を進 め,具 体 的 な合 意 形 成 ま で

高 め て ゆ こ うとす る活 動 は,こ れ ま で に な い ア プ ローチ で あ り,情 報 産 業
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側 の積 極的 対 応 だ け で な くこれ まで受 身 で あ った ユー ザ ーの 幅広 い支 援 が

この 活動 を実 り多 くす る も の と確 信 す る。

＼
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情報 ・通信システムの高度化に関する問題調査

(調 査 結 果 概 要)

1.調 査 対 象

(財)日 本情報処理開発協会賛助会員及び産業情報化推進センター特別会員、電子

計算機ユーザー調査年報(1986年 版)記 載のコンピュータ ・ユーザーの中か ら、コ

ンピュータ及び情報処理関連機器メーカーを除 く1,000社 を抽出。

2.調 査 期 間

昭和61年8月20日 ～9月 末日

3.回 収 結 果

回答245社(24.5%)

4.回 答会社の概要

(1)業 種内訳

業 種 社数 業 種 社数

建 設 業 21 商 業 25

食 品 工 業 8 金 融 業 15

繊 維 ・ 紙 ・ パ ル プ 業 5 証 券 業 2

印 刷 ・ 出 版 業 2 保 険 業 14

化 学 工 業 16 不 動 産 業 1

ガ ラ ス ・ 土 石 製 品 業 3 運 輸 ・ 倉 庫 業 21

鉄 鋼 業 6 電 力 ・ ガ ス 8

非 鉄 金 属 ・金 属 製 品 業 12 新 聞 ・ 放 送 ・ 通 信 業 8

電 気 機 器 製 造 業 13 情 報 処 理 サービス・ソフトウェア・情 報 提 供 業 19

輸 送 用 機 器 製 造 業 11 広 告 ・ そ の 他 サ ー ビ ス 業 8

機 械 ・精 密 機 器 製 造 業 14 組 合 ・ 諸 団 体 2

そ の 他 製 造 業 11 計 245
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(2)資 本金別内訳

1億 円

1億 円

5億 円

10億 円

25億 円

50億 円

75億 円

100億 円

150億 円

200億 円

500億 円

000億 円

5億 円

10億 円

25億 円

50億 円

75億 円

100億 円

150億 円

200億 円

500億 円

1,000億 円

以 上

2

0

9

3

4

5

0

5

1

3

1

3

2

1

2

2

27

13

18

(3)コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 形 態

・オ ンラ イ ン シス テ ム

な し15社(6.1%)

企 業 内 部 の オ ン ラ イ

64社(27.8%)

245社)
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(4)月 間 コ ン ピ ュー タ部 門 経 費

一500万 円未満

500万 円 1,000万 円 5,000万 円 1億円 以 上

～ ～ ～

1,000万 円 5,000万 円 1億円未満

未 満 未 満

13社 25社 70社 34社 90社

(5.6%) (10.8%) (30.2%) (14.6%) (38.8%)

(回答232社)

(注)コ ン ピュ ー タ部 門 経 費 は 、 次 の合 計 金 額 を4、5、

もの

①人 件 費

②機械設備関係

③消 耗 品 等

④外 注 費

⑤そ の 他

6月 の月額平均で算出 した

コンピュータ部門の人件費、但 し賞与 は除 く

CPU、 周辺装置、周辺記憶装置、オンライン端末

の月額 レンタル料を加えた額。なお買取の場合は買

価 ×1/45を 月額 レンタルとした

カー ド・紙テープ、プリン ト用紙、磁気 テープ、磁

気ディスク等の消耗品費に電力 ・空調費を加えた額

さん孔 ・検孔費、委託計算費、プログラム作成委託

費、外部派遣人材費、プログラム購入費

通信回線使用料、データ輸送費、連絡費などで、借

室料や共益費は含まない。
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ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス の 活 用

コンピュータ ・ユーザーの情報処理部門では、エ ンド・ユーザーか らの膨大なソフ トウ

ェア開発要請を抱えており、その解消を図るため、あるいは自社要員の質的 ・量的不足を

補うため、ソフ トウェア ・ハウスを有効に活用 してゆ くニーズが高まっております。 しか
し、実際にソフ トウェア ・ハウスを利用 してゆく場合、その選定か ら業務発注および その

後のメンテナンス等を含めた流れの中で、ユーザー側で問題 となる局面 も多々あり、 ソフ
トウェア業界と協調 して問題解決を図る必要があります。

(課題項目と重要度)

課 題 項 目

① ソフトウェア・ハウス 選 定

の た め の 情 報 整 備

と提 供

②契約書の標準化

③委託仕様の標準化

④価格指標の整備

重 要 度

51社 「 「5社

80社(36.2%) 23.1。)

「33社 10社(4.6%)「

(15.2%)≡lll90社(41.5%)

221社

|

84(38.7%)翼217社

52社n7社 「

71社(32.4%) 9社(40.7%) 23.7%)

47社15社1

63社(28.5%)10647.9Z 21.3%

219社

221社

⑤委託開発の見積り
手法の確立

23社一 「6社

⑥外部SEの 業務経
歴書の標準化

94社(42.3%) 9社(44.6%)-ll81121艀222社
ny11111111tllp:n

「20社(9.1%) 13社(5.9%)1

1094.%

⑦要員の定着性と質
的向上

職219社

36社(6.3%)一 「 「9社

⑧人材派遣法の実効
的運用

103社(46.7%) 3社(33.0%) 221社

「21社(9.8%) 41社n

214社

0102030405060708090100
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ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス の活 用 に つ い て の 意 見

・ソフ ト会社を選定するための情報が整備 されてお らず、突然倒産 してしまった場合

などシステム開発が停滞 してしまう。

・システム稼動後のバグの修正、またはメ ンテナ ンスが緊急に必要な場合の対応が問

題である。

・外注契約の内容(バ グの発生に対する処置、システム変更によるメンテナ ンス、開

発 ソフ トの著作権、ノウハウの所属と管理等)を 明確にする必要がある。

・契約期間満了後 のメンテナンス体制を考慮する必要がある。

・委託仕様の標準化が されていない場合には、委託範囲が不明確(責 任範囲が、不明

確)と なり、作業の分割、開発工程の管理などが難しくなる。また、メ ンテナンス

・ロー ドも増加する。

・社内標準仕様体系 と委託先 ソフ トハウス仕様体系の差により、社内での保守が難 し

くなる。また、上流工程の仕様標準化のみにとどまると下流工程の標準 は、 ソフ ト

ハウスに任 されることとなり、 ソウ トハ ウスの レベルに品質が左右 される。

・システム開発作業の大部分を外注 したいが、委託仕様があいまいなため一括外注が

困難である。また、テス ト、検収方法の標準化 もできていない。

・価格指標として人月 とかステップとかが一般的に使われているが不明確である。

また、公的な権威ある価格指標が入手困難である。

・同一資料により見積を依頼 してもソフ トハウスにより提示される工数 ・単価等に大

幅なバラツキがありどれを標準 としてよいか判断できない。

・委託仕様があいまいだと開発工数の見積 りも不正確 となる。工数で見積るよりもO

UTPUTさ れる製品の価値で価格を見積 るべきだと思うが、 このあたりのコン

セ ンサス作 りが必要である。

・開発費用の見積 りもさることなが ら、メ ンテ費用 の見積 り手法の確立も望まれる。

・SEの スキルは、その業務経歴に対する係 り方によって大幅に異なるため、経歴書

だけではあまり評価基準 とはならない。

・請負契約により委託する場合SEの 個人的能力を合法的に把握する手段がない。
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・システム開発の内容がますます高度化、多様化しており、その規模 も膨大なものと

な っており、ユーザーの システム要員では人数的に対応が不可能である。 したが っ

て、専門分野に特化 した優秀なソフ トハ ウス、SEが 必要である。

・プ ロジェク トの進行中にソフ トハウス側の都合により要員を交替 したり
、経験の浅

い要員 との抱き合わせ構成などがある。

また、 システムの保守を依頼する場合 は、要員の定着性が悪いと効率が落ちるなど

の問題がある。

・高度な仕事を委託 していたソフ トハウスの担当SEが 突然やめて しまうとその補充

が非常に困難である。

・価格が安いと経験が浅い要員だけの構成 となり教育などに手間がかかり開発効率が

悪い。

・同一職務に従事するのが質的向上の有効手段 と思 うが、ジョブ ・ローテー ションも

考慮 しなければならない。

・業務 に関する知識、考え方の習得が短期間で可能か、またその人材が目的達成 まで

定着 して くれるか とい った問題がある。

・社員と外部技術者 との就業規則上 の問題がある。また、人事、経理部門との業務分

担を明確化する必要がある。

・ユーザー先の作業場で作業するときの発注依頼の内容と派遣法でいう指揮命令との

実態が不明確である。

・派遣者の適正なランク付が必要である
。
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情報資産の活用

ユ ーザ ー ・シ ス テ ム で は、 新 技 術 の反 映 、 エ ン ド ・ユ ーザ ー の ニ ーズ 多 様 化 な ど によ り、

現 行 シ ス テ ム のバ ー ジ ョ ン ・ア ップ 、 リ リー ス ・ア ップ が頻 煩 に な りつ つ あ りま す が、 そ の

際 新 環 境 に ソ フ トラ ンデ ィ ング させ る ことが 極 め て重 要 とな って い ます 。 ま た 、新 機 種 の 導

入 の 際 、 既 存 情 報 資 産 が 継 承 さ れ な い場 合 に は、 エ ン ド ・ユ ーザ ーの 負 担 も増加 す る こ とに

な りま す 。

(課題項 目と重i要度)
.

課 題 項 目 重 要 度 ランク評 価

① 同一メ+に おけ る
新 旧機種 の連続 性

確保

②FD等 物理媒体 の標

準化

③操作性 の継承統一

④ワ一元 の文章フォーマット
の標準化

⑤コード(漢字コーほ ど)
の標準

⑥言語の標準化

⑦ トキュメント等の標準化

⑧ソフトウ・アの移植 ・合

成技術 の確立

⑨コンバージョン・ラールの整
備

⑩パソコンにお ける互換

性の確保

⑪メーカーとユ+の 責任

分界の明確化

,16.,、、」 型2・1⇒ 一1社
一.

,
.』193社

、.(80.8%).≡ 塑

(15・3%)「

239社

「3社

・…・・85社 ③10駕)i…『・1≡…112社 ≡(47.5%)`劉ll‖236社

「1社

238社

`II`,1↓1,1

「(26.9%)(19.7%)「

・164社∵126社 三(52
.9%)1騰 糊1‖

「(14.6駕)14社 「

・・34社iil≡9離(40
.8%)≡…liil川1戦ll5撲yll麟

(9.7叱)「 「2社

..…129社};(54.4X)i… 『…・ 三ilii≡i83社≡(35.OZ)弐5饗

(14.3ズ)rrl社

1

u

囚

lV

I

n

田

田

u

u

田

一97社・(40.9%)≡10副 ・(44.3%劇1躍

q9.9%)寸 「1社

:67社(28.4X).≡121社 ≡(51.3叱)誓iiヨllll酬ll

233社

237社

237社

236社

(16.3幻 一 「14社

237社

232社

6・社・⑳2%・ ≡113社 巡5%・ ≡1撚 　lil233社

(17.0%)「 「5社

[

、,

、,、§8社-(41.5%)・ …,・…;;……≡ 迦 三(39.4Z)≡1職1}ll236社
..1.「1-.」.『 一

(15.2駕)「 「4社
一

・・89社(37・6%)…'・⊆ 誉1・8社 ・(・5・6%)≡ 、}=i

(17.2%)「 「13社
A・.

65社(28.0%)≡ ≡114権(49.1駕)≡1=憾

.`1.・``'・ ・.
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情報資産の活用についての意見

・同一メーカーにお ける新旧連続性がないため、多 くのプログラムを変更 し、正常稼

動の確認に多 くの労力を要 している。

・現在保有 しているシステムの規模が膨大なものになり、連続性のない機種への移行

は極めて困難 になりつつある。

・同一メーカー機種 のリプ レース時のOS変 更に問題がある。

特にバッチプ ログラムについてはある程度のコンバー ト・ツールが用意されている

が、オ ンライン ・プログ ラムになると大幅な変更を余儀な くされている。

最近では、CRTか ら直接エ ントリーするシステムが増加 してお りその負荷が大き

い。

・ある程度規模 のソフ トウェア資産を持 っている現状では、アーキテクヤーの異なる

メーカー機種への移行 は事実上不可能 となっている。

単に言語だけでな くOSな ども含めてユーザー ・インタフェース部分は標準化 して

自由な機種選定を出来るようにして欲 しい。

・コマ ンドが新OS下 で使用不可能 となる場合、ユーザー環境に合ったコンバージョ

ン・ツールのサポー トがな く、ユーザー自身が当該コマ ンド使用箇所を洗い出 し、

プログラムを作成 している状況にある。

・新 しいパ ソコンが出るたびに、端末エ ミュレータの作成の必要 に迫 られている。

・同一メーカーであって も、パ ソコン、ワープロ、ホス トコンピュータ間のコー ドが

相違 してお り、データの活用が複雑、困難になっている。

・企業間データ交換でFDを 利用する方向にあるが、他 メーカーとの互換性ばかりか

同一メーカーで も互換性がな く利用上のネックとなっている。

・対外的な トラブル時の責任を追及される社会情勢 とな りつつあり、こような観点か

らもメーカー とユーザ ーの責任分界点の重要性を感ずる。

一78一



「
-

ソ フ トウ ェア の生 産 性

ソ フ トウ ェ ア の 増 大 、 大 型 化 に伴 って 、 ソ フ トウェ ア の 生 産 性 の 向 上 は コ ン ピュ ー タ ・ユ
ー ザ ー の 大 き な課 題 と な って お りま す 。

ソ フ トウ ェ ア の 生 産 性 向 上 を 図 るに あ た って は 、 各 種 の ツー ル の 活用 や 技 術 の適 用 、 さ ら

に は エ ン ド ・ユ ー ザ ー ま で 含 め た 対 応 が考 え られ ま す が 、 現 状 で は 十 分 な環 境 整 備 が 、 図 ら

れ て い る と は言 え ませ ん。

(課題項目と重要度)

課 題 項 目

①管理技術(品 質、
カシェクト等)及 びツ
ールの確立

重 要 度

20社(8.4%)「 一3社

88社(36.8Z) 128社(53.6%) [ 239社

②ソフトウェア開発支援ツ
ールの性能と品質

③ユーザーに必要なプログラ
ム生産性指標等の評

価尺度 の整備

15社(6.2%)一 「2社

lr51社

242社

「41社 「8社

(21.7%)
…135社(57

.5%)一 一 一17喫
"c-1

14社(5.9%)「

235社

④システム要求記述言語
の普及

1「46社

(19.7%) 1 4.% 65(27.劉

54社 「

234社

⑤各種定義類の
一元化

lr49社

(21.0%) 114社(48.9%) 23.2%)

⑥ ソフトウェア・バッケーシの 流

通 ・利 用

lr50社 「64社

「16社

灘i233社

「6社

(21,1%) 117社(49.4%)

⑦ アプリケーションの 共 有

(共 同)化 、 標 準

化

lr55社

(27・・劉 腱237社

「49社 「9社

(23.2Z) 12452.3% 20.7%)
鯉
賠 237社

⑧ ソフトウェアのモジ・一)L化

合 成 技 術

lr60社 「43社 「5社

'
・(25 .3%)、 129社(54.4%) 燃ll淵237社

⑨プログラム自動生成

技術

「40社 「7社

92社(39.0%) 16.9%

62

胃

旬
叩

236社

⑩非専門家用の簡易
言語

「47社 「6社

80社(32.8%)…111社(45.5%)・

Ei互=コ 極めて重要 ∈1≡≡∋ 比較的重要U皿mm普 通

認灘244社
麗麗i躍 判 らない
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ソフ トウェアの生産性についての意見

・システム外部委託時の管理技術、特に検収 ・テス ト方法で苦慮している。

・利用部門のシステム化ニーズを適確に拒み、 システム開発につなげる良い手法の確

立が望まれる。 この部分が極めて困難で生産性を下げる要因ともなっている。

・部分的生産性向上ツールでは全体的な生産性を必ず しも向上させない。一貫 した開

発支援 ツールの提供を望む。

・自社 システムの特徴ぐ運用方法に合わせ、開発支援ッニルを手直しする必要があ り

それに多 くの作業量が予想され、又活用までに試行錯誤が多すぎる。

・導入 した支援 ツールが レベル ・ア ップした場合、継続性が保証されないケースが生

じる。

・現在uStep/人 月"を 指標 としているが この尺度で測 りに くい分野が増加 して

お り、新 しい尺度を模索中である。

・個人の生産性比較やツールの有効性検証のために生産性指標等の評価尺度はユーザ

ーとして是非必要にな っている。

・ソフ トウェアを 自社開発あるいは外部委託、共同開発など判断する場合、自社のソ

フ トウェア生産性 の能力を把握 していることが前提条件であり、 このためにもしっ

かりした評価尺度 の整備が望まれる。

・外部委託仕様作成そのものにも相 当の知識 ・技術 ・労力が要求されるので、その軽

減のためにもシステム要求記述言語は是非必要である。

・エン ド・ユーザーがある程度要求定義できるものがあれば、バ ックログの解消に極

めて有効である。

・実際に使える言語が欲 しい、さらに記述言語での システム仕様をブレークダウンす

ることによりプログラム作成にまで直接連続されるような拡張性を備えることが望

ま しい。

・機種毎の定義方法、言語等の違いが人につなが り、要員の転用にまで波及 している

・提供 され るソフ トの定義方法 と現行 システムとのインタフェース部分の対応がスム

ーズにいかず苦慮 している。
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・次期システムでさらに多大のシステム開発が予想 されており、パッケージの活用、

アプ リケーションの共有(共 同)化 など、 自前のシステム開発を少 しでも削減可能

とする環境整備が是非望まれる。

・流通 ソフ トウェア ・パ ッケージを利用 したいが、適用できる範囲が特定 のメーカー

系に限られており、もっと広 く使えることが望まれる。

・自社に適 したパッケージ選択のための標準化された資料 ・情報が整備されていない

ので、適切な比較 ・評価が出来ない。又、粗悪ソフ ト防止のためには権威のある評

価が必要 と思われる。
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ネ ットーク化の進展および情報の一元的利用 ニーズの高まりなどから、各種情報機器、 システムの相

互接続の必要がたかまっておりますが、ユーザーでは相互接続性の確保のため多 くの負担をしい られて
お り、技術的対応とともに頓準化の推進が強い要請となっております.

(課題項目と重要度)

項 目 重 要 度 ,力 評価

①ユーザ ーに必要 なメー
カーの製品情報の公開

②インターオペラビリテ
ィ情報の一元化提供

③周辺製置とOA楓 の接
続インターフェース

④8ス}コンビ。一夕と・'{ソコン筆端
の相互接続

⑤LANと 情報機器との

相互接続

⑥パソコン問の相互接続

(OS,通 信プロ トコル)

⑦ケーブル接続仕様の標
準化

⑧OSI上 位 レイヤの標
準化

⑨異種 ネッ トワーク管理
技術

⑩異種データベース統合
技術

⑪データベース共通アク
セス言語

⑫ マルチメデ ィア統合利
用技術

⑬パソコン用エミレ一夕
(マルチベンダー対応)

⑭データ'一 ドρ標靴

⑮伝送制御手順の標準化

32社(13.5X)一 「8社

96社 ・(40・㈱ 一1・2社(42・ 唱)ヨlllllllll}lllliii蹴 社
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「22社

1…1

「(16.7X)「21社

フ已:…i:2

rl2社

ilii灘i巨 ≡1酬46.2X)_Ill暇'㈱lll》y}ll臆 溺

(ll.8駕)寸

………………・……192社(43.0カ,,…………,,…,,…塾(40.OZ)　 ll蹴1…ii　

3社(1.3Pr「5社
　　 　

.…,……鰹 鷲 鷹,顕iiiiiiiii・i嚢il…"1目iix`≡ ・

。1。2。3。 、。5。6。?。8。,。1;。

E郵 勧 ・願 ∈≡雪止・的顕 ㎜ ㎜普 …1糊 ・
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ト

相互接続について意見

鎗

・メーカーの異なる機器の接続に問題が発生 した場合、メーカー間で話合いが行われ

ず 、 ユ ー ザ ー と 両 メ ー カ ー の 個 別 折 衝 とな って い る。

・現時点で接続についてそれほど問題はな くとも、一定の レベルまで標準化等の保証

がない限り将来が極めて不安である。

・企業内/企 業間 に存在する様 々な機器 ・システムの相互接続、さらにそれに合せた

ソ フ ト開 発 な どユ ーザ ー の ロー ド負 担 は膨 大 な もの に な って い る。

・他 メ ー カ ー の パ ソ コ ン の接 続 に 際 して 、 メ ー カ ー ・フ ォ ロー が な く機 種 毎 に ソ フ ト

ウ ェ ア を作 成 して い る。

・端末機のホス ト選択機能を実現 しよ うとしているが、必要な情報をどこまで開示さ

れ得るのかが明確でな く、メーカーとの中に立って苦労 している。

インターオペラビリテ ィ情報の提供を制度的に確立、明確に して欲 しい。

・複 合 ネ ッ トワ ー ク、'デー タ ベ ー ス の相 互 乗入 れ に 直面 して い る が 、 そ れ に 必 要 とな

るネッ トワーク管理技術が確立 されていない。

・異種ネッ トワーク間での平常時のみならず、 トラブル時の管理技術の確立が重要で

あ り、現状ではネットワーク障害 に対する技術は欠如(障 害の切分け、復旧のコン
A

トロー ル な ど)し て い る。

・企業間 ネットワークの必要性が高まっているが、コー ド、伝送手順などの問題がシ

ス テ ム 構 築 の ネ ッ ク に な っ て い る。

・企業間接続、例えば銀行などと接続 しようとするとコー ド(ex企 業コー ド)の 違い

にぶつかり、相互接続が遅れるばか りか余分な作業、経費負担が発生 して しまう。

・TC971SC14等 で勘定科目のデータコー ドの標準化が話題になるなど国際

的にデータコー ドの統一化の動きもある。

わが国 としても重要度の高いものか ら早急に標準化に着手すべきである。
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システム構築 にお ける製品 ・技術 ・サ ポー ト

コ ンピュータ ・ユーザ⊆ で は、よ り効果 的 ・高度 な システ ム構 築を 目指 して お ります が、

その際提供 され る製品 の機能 や現状技術 な どは、 十分 ユーザ ーのニー ズを満足 してい る とは

言 えませ ん。

また、 シス テム構築を 円滑 に進 める上 で メーカー のサポー ト体 制や的 確 な技 術動向 の把握

な どが、増 々重要 に なりつつ あ ります。

(課題項目と重要度)

課 題 項 、圏 重 要 度 ランク評価

蹴蹴 －rl社

162、 社(66.7駕)llil,.,i… 目2社(29.6幻

1②
メーか の赫一ト体制 の

10社(4.m-「

140社(58.1駕)… ・i…_91社(37.8叱)≡ 三1

158社 寸

243

241社

「6社

238社

「2社

「5社

・61社(25
.6か113社(47.5X)i雪lll:12i:;:葵 髪1:lli

1「53社④
ハードウェア・ソフトウェア

48社 寸

,・(22.3驚).i・…1こn)社(56.7%).{11‖;:》iΣ1権238社

1「57社⑤
ワークス‥ カ ンーホスト

46社 「

①メーカーSEの質
レベ1}の向上

向上

⑧ 開発事例 ・新技 術

(AI等)の 応用情 報

の一元 的提供

の

性能評 価方法

間

の機 能分担 の最適

化方 法

⑥ 日本語入 出力機 能

の今後 の方向づ け

⑦ 大容量データベース記 述

言語 の簡略化

⑧分 散型1ルーショナ1↓デ→
ベースの構築技術

⑨専用 言語(ロ靭 ト用

記 述な ど)

高速化

⑪パターン認 識(文 字 、

図形、 音声等)

高度化

装置

⑬高 速処理コンビ・→

'1(23
.8冤);i・』 …131ユ'(54.9驚)【i至;:22Σ 』

「59社57壮 丁 「

(24.9Z)・ ≡≡112社(47幼 …≡1燃 ㈱:m、 、、

「65社49社 寸 「
'
,:1⑦.4葡 ・.≡ ≡117社(49.4叱)一 ⇒1燃1鴛}lllli

1

1

皿

m

田

田

u

n

w

Iv

田

n

m

132社(13.3駕)寸 「
.

出社(36.3駕)≡ ≡≡118社(49.2驚)≡ ≡ヨ ‖lllll

1「13社(5.5驚)41社 寸

プ叶コル記述 、シス泓

1「34社(14.5駕)⑩機 械翻訳
の高度化

の

239社

9社

237社

6社

237社

3社

240社

・、⊇ 社三(38.5%i…≡[酬 継 当1蛸 ‖㈹71闇 路4社・

23社(9.8%)一

234社

236社

3社

240社

8社

238社

・弐6灘.8駕)1ごll㈱ 酬iiiii…………

1「61社50社 「 「-12社

(25.9%)ii≡113社 ≡(47.9駕)≡1室i=洲Iliiii

1⑫大容量
・高速記憶

35社(14.6駕h「

.106社(44.2%)・ … ・(4…%)三 綱lll

lr60社54社 「 「

.(25.3叱),,116社 ≡(48.8%)三 三≡ヨ川{22.6叱)lii

0102030405060708090100

國 極めて重要 晶 比較的重要㎜ ‥ 灘 判らな・・
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シ ステ ム構 築 に お け る 製品 ・技 術 ・サ ポ ー トに つ い て の 意 見

・ユーザー ・ニーズが広汎、高度化 してお りメーin--SEが 対応できな くなっている

また、体制的な問題に起因するのであろうが、対応が遅い。

・メーカーSEが 専門分野に固定、特殊分野にしか通用 しなくなってお り、総合技術

を有するメーカーSEの 必要性を痛感 している。

・ユーザーがお金を払 ってメーカーSEを 教育 している事態がお うおうにしてある。

例えば、新しいソフ トウェアを導入 して もその知識がない、ユーザ ーがバグを発見

してやっているようなこともある。 このように適切なサポー トを受 けられないので

ユーザー ・ロー ドの増加を招 くことが多い。

・大型マシンについては、その利用についてのロー ドがユーザーにかかりすぎており

パ ソコン等小型マシンについては保守体制が十分とは言えない。

・様々な製品、技術が発表 されているが、それが本当に有効なものなのかどうか、ユ

ーザー側だけの判断だけでは誤 る恐れ もあるし、メーカーに公平なサポー トを期待

できないなど、ユーザー としては1つ の壁につきあたっている。

・必要に応 じて多大な工数をかけて開発するインタフェース情報の共有化 は極めて有

効 と思われる。

・導入前に性能評価の適切な指標がないため、導入本番業務で問題 となるケースがあ

る。標準的なテス ト用 ソフ トを定め、それによる定量的な性能値の表示を望む。

・増々大規模 ・高度化するユーザ ー ・システムに対応するため、廉価で大量 ・高速処

理の技術 ・製品提供をメーカー側に強 く望みたい。

・大規模オンライン ・システムが増々広が っており、大容量 ・高速処理に関するユー

ザー ・ニーズは極めて強 くなるものと思われる。

・データベースの構築時には、概念(Conceptual)デ ータモデルの設計が

重要であるが、 これについての適切なガイ ドラインがな く、又、 メーカー側 の協力

体制 も不十分。
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システム運用

ユ ーザ ー シ ス テ ム の 高 度 化 に よ り、 デ ー タ ベ ー ス の構 築 ・運 用 、 ネ ッ トワ ー ク化 等 が 遠 望

錺薯8二藁鍵繋 蓼聲鶴舞 鵠li{i爺袈 慈 高岳了論 詰欝露呈;菖
務となっています。また、一般ユーザー部門にも各種情報機器が普及 し、操作性、健康面な

ど考慮した製品の提供が望まれております。

(課題項目と重要度)

課 題 項 目 重 要 度 ランク評価

① チざ一ニングの た め の シス

テム分 析 評 価 方 法 と

ツ ー ル の確 立

② デ ー タ ・ベ ー ス 運

用管 理 技 術 の確 立

③ ネ ッ トワ ー ク運 用

管 理 の 無 人 化 ・簡

素化

④ オ ペ レー シ ョ ンの

自動 化'・省 力 化

⑤ マンマシンイ ンタフェース

(人間 工 学 的 な 配 慮

健 康 対 策)の 実 施

⑥ ソフトフリー/メンテナンス・ブ

リーに対 す る技 術

35社 「 「15社(6.2%)

皿

n

I

I

H

皿

　

熟 熟 孝)1.≡11斑(48.6%)≡ ≡=灘239社■

21社(8.7%)「

・、・・舗(36 .1叱).・、≡131諾(54.4%)1‖im‖241社

21社(8,7%)「

嵩

「2社

「4社
一

「1社

一

「2社

欄(41・5%)・ ・≡1胤(4警 ・2%)≡∋ 酬}i
.241社

21社(8.7%)「

,・⊇49鋤
.…⊆ ヨ9社(41.1涯1　 ll!241社

36社 「

.鮒(33.8%),…' _121討(5・.4%)≡ ≡1淵ll24・ 社

35社 「 「17社(7.2%)

…72社(30.2%)…,…≡11尉(47.9%)li4:;:7灘1238社

.'l

O102030405060708090100

園 極めて重要i雪 比離 婁㎜ 翻 翻 判らない
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システム運用についての意見

・システムの開発 ・メンテナ ンス時において、事前にパフォーマ ンス ・チェックが出

来ないためく本番業務で問題が出るケースがあり、このために もチュ「ニングのた

めのシステム分析 ・評価方法 とツールの整備が望まれる。

・大規模なシステムになるほど、ユーザーにとってチューニングは重要かつ ロー ドの

かかるものになっている。

・現状 システムの問題把握、さらに弱点を強化 した場合の効果の分析などチューニ ン

グについての方法、技術が十分確立されていない。

・データベニスの運用において、デ ィスクベースの管理障害時の対応等スキルを持 っ

た特定 の個人 に依存する部分が大きくロー ドが多い。

・データベースの多様化、大容量化に伴い運用方法、1/0の 問題が極めて重要 にな

っている。

・データのメンテナンス方法の効率化が重要。

・CDの 休日稼動など、24時 間年中無休運転のシステム構築が近い将来予想 されて

おり、ネ ットワー ク運用管理の無人化、簡素化はオンラインサービスの向上 の面か

らも重要な課題になっている。

・EDPシ ステム処理の急速な増加に伴 って管理する事項(DB・ ネ ットワーク ・リ

ソース等)が 増加 し、一方で システム開発作業量 も急増 している。

これに対応するためには、運用管理面での自動化の推進を強力に行 う必要が あると

考えている。

・コンピュータネッ トワーク等が企業にとって必要不可欠の ものとなってお り、その

運用 も高度な ものになっているが、それを出来るだけ少ない要員で運用 したい。又

トラブル発生時などもその対処を出来るだけ自動化 したい。

・人間と機械 との意志、情報伝達をより簡潔にするため、音声 ・図形などの製品 ・技

術の向上を強 く望みたい。

・コンソールには沢山のメッセージが表示されるが、真に必要な最小限の情報とし、

日本語化 して とるべき処置 も判 り易 く指示するようにして もらいたい。
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セ キ ュ リテ ィ

コンピュータ ・システムが、社会活動のあ らゆる場面に浸透 し、 これ らのシステムが相互

にネ ットワーク化されてい くのに伴い、 システムの安全性確保、情報の漏洩への配慮 といっ

たセキュリテ ィ対策が極めて重要な問題 とな ってきています。こうしたセキュリティの確保
は一般に 「安全性 とコス トとの トレー ド・オフ」といわれていますが、で きる限 り低 コス ト
で高い安全性を確保するための各種製品や技術、制度的な確立が望まれます。

(課題項目と重要度)

課 題 項 目 重 要 度

① セキュリティ技 術 の 拡 充

(EX、 暗 号 化)

26社(11.1%)「 「4社

84社(36.1%) 119社(51.1%) 233社

② セキュリティ情 報(製 品

ノウハウ等)の 一 元 化

提 供

③セキュリティ製品に対す
る性能評価

「40社(17.6%) 「55社 「8社

「23社(10.1%)

227社

「・9社

228社

④ ソフトウェア検 査 技 術 の

向 上 ・改 善

34社(15.O%)「 「4社

73社(32.1%) 116社(51.1%)

1
⑤ トラブル 発生後の責

任分界点等JL-)Vの

明確化

「49社

227社

⑥ システム監査支援
ツールの拡充

「61社(26.7%) 「5社

「43社(18.8%) 「54社

229社

「13社

229社

⑦障害発生時の復旧
技術と体制の確立

16社(6.9%)1「1社

231社

0102030405060708090100

團 極めて重要i雪 比較的重要㎜ 普通 麟 判らない

ランク 評 価
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皿

ll

皿

皿

1
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セ キ ュ リテ ィに つ い て の 意 見

・公衆回線を利川 してのネッ トワーク化が進んで くると予想 され るが、その場合今以

上に無断進入、データの破壊等の恐れが考え られ、暗化等セキュリティ技術の拡充

がより重要になるものと思 う。

・安全性を追及す るとコス トが幾何級数的に増大するので、みきわめの程度が難 しい

ローコス トなハー ドウェア安全対策体制の確立が望まれる。

・ソフ トウェアの新規開発 のときもそうであるが、メンテナンスあるいはOSな どの

バージョン ・ア ップの際 に重大 となる トラブルの発生原因を生むことが意外 と多 く

ソフ トウェアの検査技術はなおざりにできない問題 と考えている。

・他業種と接続 した時の機密保護、 トラブル時の責任分界点さらには税法上の解釈な

ど電子化取引という広い観点か らセキュリティも含めた法的整備 ・ルール化を早急

に進めて もらいたい。

・金融機関のオ ンライン ・サービスを不断のものとすることは社会的ニーズとして増

々重要になってきてお り、それに応ずるためにも障害発生時の復旧技術 と体制の確

立をぜひ望みたい。

・障害発生時に、その影響を最小限にとどめるためには原因の究明が重要であり、 こ

のための解析手法 ・ノウハ ウの蓄積 ・さらにはシステム全般の一般手法などを提示

協力する機関が必要と考える。

・完全な安全性を追及するよ りも、むしろ物事は絶対安全 ということはない この観

点か らその際どうするかの諸方策を探 った方がよいのではないか。
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情報 ・通信ユーザー懇談会でとりまとめた12項 目の評価

解決の方法 は適当である 検討を要する

①派 遣 法 の 問 題

② 契約書の標準化

③外部SEの 業務経
歴書の標準化

ソフ トウェア開発

④支援 ツールのユー
ザー評価

⑤ユーザーに必要な
評価尺度

⑥各種定義類の一元
化

同一メーカーにお
⑦ける新旧連続性の

確保

⑧メーカーとユーザ
ーの責任分解点

⑨パ ソコンにおける
互換性の確保

ユーザーに必要な

⑩メーカーの製品情
報

⑪ケ ー ブ ル 接 続
仕様

⑫データーコー ドの
標準化

173社(81.6%) 雛(i'9=4%)

'29社

寸i

181社(86.2%) ・(13
.8%)

ltii````.ii-i

158社(76.0%) i50社(24:0駕)

・45社 「

167社(78.8%) ・iii(21
.2%)

146社(70.9%) £O社(29.1%)
tl令..

160社(77.3%) 4?社(22'1?%)

38社 「

172社(81.9%) '(18 .1%)
‡■`ii;i;;一..`

44社 「

161社(78.5%)

165社(78.2%)

(21.5寒)川,

46社 「

…i(21 .'9%")il

37社 「

170社(82.1%) i(17.9%).
.t

't34社

寸i

171社(83.4%) .(16.6%)

42社

169社(80.1%)
タエゼ つひ の エ

(19◆9%)'

数社

社

社

蝕

犯

別

回

社

社

08

12

2

り
乙

社

社

06

07

り
'

り
∠

社

社

10

05

り
'

り
乙

社

社

11

07

2

2

社

社

05

11

2

り
烏
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情報 ・通信ユーザー懇談会の活動内容 ・体制について

・メーカーや ソフ トウェアハウス等のひもつきでな く、ユーザー立場か らこのような

活動がなされることは非常に結構なことである。

当社は力不足ゆえ何も協力できないが、今後一層活動されることを望みます。

・高度情報化社会が加速的に進展するのに反比例 して、ユーザーにとってハー ド、ソ

フ トの両面において扱いづ らい問題が多 くな っており、 このようなユーザ ー ・サ イ

ドか らの検討は極めて時宜を得たものと思います。

・ユーザー ・サイ ドの共通ニーズ ・課題を本懇談会で調査 ・検討 していただき、統制

力のある要望の形式で通産省、メーカー、ソフ トウェア業界に働きか けていただき

たい。

・メーカー側の問題、ユーザー側で解決すべき問題を整理 ・切分けしてメーカーサ イ

ドへの圧力団体 となって欲 しい。

・現在、DP部 門がかかえている諸問題を適確に擬えられ、その解決の方向を提示さ

れたことに敬意を表 します。

解決の方向には全 く同感ですが、具体的解決 となると結局一つ一つの積み重ねによ

らなければなりません。まだレポー トの内容にも具体性の欠けている面 もあり、今

後の活動に期待 しております。

・今後何んらかの形で要求が実現 されるような具体的行動を しない と、単に検討 ・要

望 とい う段階だけで終わる可能性がある。

例えば、メーカー等 との会議体を設け、その中で継続的に協議することなどが必要

ではないか。

・相互接続においてOSlの 推進 は極めて重要な課題であ り、その実現に向けてご活

躍下さいますようお願い します。
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